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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かーす・おぶ・ふぃあ







「あ～……なんというか、今日はみなさんに大変残ざん念ねんなお知らせがあります」


　と、ライナ・リュートはもう、疲ひ労ろうしきった声で言った。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、いますぐにでも寝てしまいそうな閉じかけの黒い瞳ひとみ。倒たおれそうにふらふらと揺ゆれる猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　そのままやる気のない声こわ音ねで続ける。


「残念なお知らせというのは他ほかでもありません。こんなことを言うのはすごく人間として恥はずかしいのですが……いまの俺おれには、全力で呪のろい殺したい奴やつがいます」


　するとその言葉に、横からどこか愛あい想そのない平へい坦たんな女の声が言ってくる。


「ほう。なかなかにおもしろそうな話だが……その前に一つ言わせてもらっていいだろうか？」


　それにライナは声のほうを見る。するとそこにいたのは、いつもの絶ぜつ世せいの美女だった。


　相あい棒ぼうのフェリス・エリス。


　艶つややかな長い金きん髪ぱつ。異常に整ととのった顔。華きや奢しやな体に、それとは不ふ釣つり合いな長ちよう剣けんと、手にはだんごという姿。


　ライナはうなずいて、きいた。


「言いたいこととはなんだね、だんご美人君」


　するとフェリスが言ってくる。


「うむ。いや、たいしたことではないのだが、おまえはさっき、『こんなことを言うのはすごく人間として恥ずかしいのですが』と、そう言っただろう？」


「うん。言ったね」


「だが、おまえはいつも人間として恥ずかしい奴だから安心しろ、と、そう言ってやりたかったのだ」


「…………いやぁ、余よ計けいなお気き遣づかいありがと。フェリスはいつも優やさしいなぁ」


「ふ。惚ほれたか？」


「いつも惚れてるよ。なんてーか、かわいさ余あまって憎にくさ百倍な感じ」


　ライナは言って、ため息をついた。


　それから一度、後ろを振ふり返る。


　背はい後ごには白い壁かべに囲かこわれた、建たて物ものがあった。


　その場所の名前は、ひどく長たらしい。


『禁きん忌きとされる呪じゆ詛その封ふう印いん庫こ』


　略りやくして『禁きん呪じゆ庫こ』だ。


　ようは国で使うことを禁止されているほど危き険けんな、呪法の研究資料が納おさめられている場所なのだが……


　ライナはその建物を見上げ、


「で、本題なんだけど」


「ん。本題というと、夜道でおまえがいかに婦女子に迷めい惑わく行こう為いを──」


「そんな話してないじゃん」


　という突つっ込こみを無視して、フェリスはノリノリで続けてくる。


「──迷惑行為を繰くり返したあげく、襲おそった女が突とつ如じよ『赤ちゃんができたの。責任取って！』と怒ど鳴なり込んできて、思わずその女と子供を呪いによって殺したいと思ってしまった恥ずかしい自分──という話だろう？」


　それにライナは彼女を見る。すると彼女の無表情の中に、『相手して、相手してー』というオーラがあるのを見つけ、再ふたたび深いため息をついた。


　彼女が求めてる反はん応のうは……


「だからなんでンな話になんだよっ!!」


　ライナが怒ど鳴なると、彼女はやはり無表情の中、しかし、どこか晴れやかな顔になる。


　それにライナは言った。


「……満まん足ぞくした？」


「うむ！」


「そりゃよかったね……じゃ、今度こそ本題に入っていい？」


　それにフェリスはこちらを向いて言ってくる。


「呪いたい奴の話か？」


「そそ」


　しかしフェリスはあっさり、


「王シオンだろう？」


「え、なんでわかったの？」


　だが、フェリスは当然とばかりに、綺き麗れいな青い瞳で周囲を見回す。


　それにつられて、ライナも周まわりを見た。


　闇やみが広がっている。


　深く、暗い闇。


　当然だ。いまは夜なのだ。それも深夜。お子様は寝てる時間。いや、お子様じゃなくても寝てる時間。おまけに今夜は小こ雨さめまで降ふっていて、ひどく冷え込んでいる。


　なのに、ライナとフェリスはいま、極ごく悪あく非ひ道どう、仕事オタク王シオン・アスタールの命令のせいで、『禁呪庫』の護ご衛えいをやらされているのだった。


　理由は簡単。


　国にいくつかある『禁呪庫』が最近、何者かに襲われる事件が起きているのだ。


　幸いいまのところ、犯はん人にんは護衛兵に撃げき退たいされ、『禁呪』は盗ぬすまれてないが……その犯人を捕つかまえるためにシオンは動きだした。


　そしてライナは思い出す。


　シオンがいつものさわやか好青年の顔で言ってきた言葉。


『はい。そういうわけで今日きようも国のために働きましょう！　ライナとフェリスは犯人捕まえるまで『禁呪庫』の護衛やってきてー。あ、ちなみに犯人が捕まるまでの間、一日たつごとに、君らの大切なものが消えていきます。嫌いやだったら急げ急げ！』


　ちなみに翌よく日じつ、ライナのベッドが消えていた。


　フェリスも恐きよう怖ふに震ふるえながらライナのところへやってきて、


『だ、だだだだだんごが……は、犯人を捕まえるぞ！』


　と、二人で半泣きで『禁呪庫』を守りにきたはいいが……


　闇の中。


　刺さすような寒さに耐たえながら『禁呪庫』の前に張はり込んで、四時間。


　なにも起こらない。


　誰だれも襲ってこない。


　襲ってきてくれないことには、捕まえることもできないわけで。


　ということは、明あ日すの朝にはもしかしたら、枕まくらまでなくなって……


　とそこで、フェリスも同じことを考えたのか、言ってくる。


　真剣な表情で、


「ふむ……なんだ。今日はみなさんに大変残念なお知らせがあります」


　それにライナは笑って、


「あ、なに、フェリスも賛さん成せいってこと？」


　彼女はうなずいた。


「うむ。あの暴ぼう君くんは好き勝手やり過ぎたのだ。いくら国がよくなろうと、だんごの平和なくして国など救すくえんということがまるでわかっておらん！　『犯人を捕まえられなきゃ、今年の冬は茶店からだんごをなくし、煎せん餅べいブームを起こしちゃうよー』などとわけのわからないことを言いだしおって……もう我が慢まんできん！　革かく命めいだ！　王を呪い殺すぞ！　『禁呪庫』の呪いを解かい放ほうする！」


「おっけー！」


　なんて二人は冗談を言い合って無む理り矢や理り盛もり上がる。


　そうでもしないと、本当に体が冷え切って、風か邪ぜをひいてしまいそうだった。


　そう。


　冗談。


　ライナは後ろを振り返る。


　そしてこの場所の名前をもう一度思い出す。


『禁忌とされる呪詛の封印庫』


　いくらなんでも、ここの呪いを解放するなどという馬ば鹿かなことは考えない。


　ここに納められている『呪詛』は、一般で言われている『呪い』とはまったく別物なのだ。


　人から人へと感かん染せんする呪い。


　触ふれるだけで人が消けし炭ずみになる呪い。


　人を凶きよう暴ぼう化かさせ、殺し合わせる呪い。


　呪いの種類はいくらでもあるが、ここに納められているものには、一つの特とく徴ちようがある。


　解呪法がまだ、確かく立りつしていないということ。


　イエットで発動したものと一いつ緒しよだ。


　一度発動すれば、運が悪ければローランド帝てい国こく……どころか隣りん接せつする他国すら滅ほろぼしかねない。


　もちろん発動すれば国の研究員が総出で解呪魔ま法ほうの開発を始めるだろうから、呪いを止めることはできるだろうが……


　それでも信じられないほどの犠ぎ牲せい者しやが出る。


　自国に脅きよう威いが迫せまる可能性もあるため、戦争ですらほとんど使われない魔法。


　人を呪わば穴あな二つ。


　自殺の魔法だ。


『禁呪庫』を見つめたまま、ライナは目を細めた。


「こんなもん手に入れて……犯人はいったい……」


　が、その言葉は遮さえぎられる。


「ライナ。きた」


「ん？」


　フェリスの言葉に、再び背後を見る。


　やはり闇。


　だが、闇の中に、確かに気け配はいを感じる。


　気配の数は……


「一人……か？」


　ライナが言うと、フェリスはうなずく。


「よほど実力に自信があるのだろう」


「気配すら消してないもんな。で、どうする？」


「当然、さっさと奴を殺して、温あたたかいお茶を飲みながらだんごパーティーだ」


「あ、いいなぁそれ。今日はまじ寒いもんな。俺にもお茶一杯いれてくれる？」


「うむ」


　そこで彼女は腰の剣けんに手をかける。


　ライナも闇を見つめて身み構がまえ、


「ほいじゃさっさと片づけて、フェリスのうまいお茶でも飲……」


　しかし。


　ライナの言葉はそこで止まってしまった。


　闇の中から姿すがたを現あらわしたものを見て。


「あ……う、あ……」


　なにか、なにか言おうとするが、言葉にならない。


　ただただ、体が震える。


　恐怖が全身を支し配はいする。


　ライナは震える声こわ音ねで、なんとか言った。


「ま、まずい……」


「…………」


　フェリスは答えない。しかし、彼女の緊きん張ちようは伝わってくる。


　当然だろう。闇から現れたのは、人間じゃなかったのだ。


　悪あく魔ま……そう呼んだほうが近いかもしれない。


　そう、こいつは悪魔だ。


　だが、悪魔は一見悪魔に見えないようにカモフラージュするのがうまい。


　その悪魔もやはり、自分が悪魔であることを隠かくしていた。


　高こう貴きな生まれを感じさせる銀色の長い髪。


　意志の強そうな金色の瞳。


　人は彼を、英えい雄ゆう王おうと呼ぶ。


　救きゆう国こくの英雄王シオン・アスタール。


　しかし、みんな騙だまされているのだ。この男は悪魔で、仕事オタクで、なにかというと仕事しろ仕事しろと……
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　とそこで、シオンはこちらに、好青年然としたさわやかな笑え顔がおで言ってくる。


「やあ二人とも、護衛ご苦労さま。暇ひまだったかい？　そんな二人に今夜は刺し激げき的てきな新しい仕事を持ってきてあげたよ」


　それにライナは、答えない。答えずに、隣となりの相棒に向かって、


「あ、あいつさらに仕事押しつけるつもりだぞ……これはもう仕方ない。『禁呪庫』を解放して、あのいじめっこ大たい将しようを殺そう」


「う、うむ。あの銀髪の悪魔は私が食い止める。その間に建物の中に……」


　が、もう遅おそかった。


　シオンが、強大な破は壊かい力りよくを持った悪魔専せん用よう魔法を放ってくる！


「はいはい、馬鹿なことしなーい。あんまりふざけてるとライナ、明日には君が大切にしている枕が消しよう滅めつするよ♪」


「ぐはっ!?」


　威い力りよくは絶大だった。たったそれだけで、ライナはその場に倒れる。


　それにフェリスが、


「ら、ライナ!?　おのれ極悪非道王め！　よくもライナを！　もう許ゆるせん！　この私が貴様を成せい敗ばいし……」


　だが、悪魔の魔法はまたも爆ばく裂れつする。


「逆さからうとだんごに税金かけちゃうぞ♪」


「がはっ!?」


　フェリスも倒れる。


　そしてあっさり戦いは終わった。圧倒的だった。あまりに圧倒的な力。


　それにライナは震えながら、


「や、やべぇ。きっと語尾のあの♪がやべぇ……どうするフェリス？」


　するとフェリスは、


「あ、う……す、すまないライナ。私はもうだめだ……最後にもう一度、もう一度ウィニットのだんごが……食べたか…………ガク」


「え？　そういう展てん開かい？　じゃあ、えーと……い、いくなフェリス！　ふぇりぃぃぃぃぃぃぃぃいす!!」


　なんて展開に。


　シオンがあきれ顔で言ってくる。


「こんな夜中なのに、二人とも元気だなぁ」


　するとそこで、ライナはあっさりひょいっと立ちあがり、シオンのほうをにらむ。


「は？　元気？　どこが？　こうでもして体を動かしてねぇと寒くて死にそうなんだよ！　誰かさんのせいでな！」


　さらにさっき死んだはずのフェリスも立ち上がり、やはりシオンをにらみつけ、


「うむ。誰かさんのせいでな！」


　それにシオンは優しく微笑ほほえんだ。


「へぇ。誰のことだろ？」


「てめぇだよ！」


「あら？　そうなの？　じゃあお詫わびに、そんな凍とう死し寸すん前ぜんの二人にぴったりの、体が温あたたまるようなエキサイティングな仕事を……」


「ぶっ殺すぞてめぇえええええええ！」


　が、やはり無視。シオンはこちらに近づいてきながら、


「なんて、冗談言ってる暇は、今夜はないんだよねぇ」


「暇ないなら帰れよ」


　しかしシオンはさらに近づいてくる。


「うん。そうしたいのは山々なんだけど、ちょっと問題が起きちゃって」


　とそこで、彼はライナの背後にある白い建物を見あげてくる。その、シオンの視線だけで、なにが起きたかがわかった。ライナはそれに、あからさまに顔をしかめて、


「……うあ、もしかして今夜はここ以外の『禁呪庫』が襲われた？」


「お、さすがライナ。正解。おまけに今回は、護衛兵をすべて突とつ破ぱされて、『禁呪』の研究資料を一つ、盗まれちゃったよ～」


　なんて軽く言って、笑う。だがその笑顔に、ライナはますます気分が悪くなった。


『禁呪』の資料が盗まれる……それは、笑ってられるような状じよう況きようではないのだ。


　当然シオンの笑顔の奥おくには、あきらかに疲ひ労ろうの色があった。本当に疲つかれきった顔で。


　それにライナは言った。


「おまえ、どれくらい寝てない？」


「ん？　どうだったかな。まあ、久ひさしぶりに寝ようとしてたところにこの事件が起きたんだ」


「で、そんなふらふらなのに、わざわざ俺らのところへ？」


「そう」


「で、俺らにまぁあああた、めんどくせぇことをさせようとしてる？」


　するとシオンは救すくいを求めるような表情。


「助けてくれる？」


「嫌やだ」


「じゃ、明日にもウィニットだんご店取り潰つぶし決定～」


　それに今度は、フェリスが驚おどろきの声で、


「な、なぜ急にウィニットだんご店の話になる!?」


　と、怒いかりの声をあげるが……


　シオンは薄く笑って、一言。


「なんて冗談はさておき……頼たのむよ。時間がもう、あまりないんだ」


　いつもは見せないような、弱気な、疲れた顔で言ってくる。


　それにライナはうんざりした。


　本当に、切せつ羽ぱ詰つまった状況らしい。


　ライナはフェリスと一度顔を見合わせてから、


「ああくそ、めんどくせぇなぁ……じゃ、とりあえずいまの状況だけでも話してみろよ」


　そう言った。


　だが、ライナはすぐに後こう悔かいすることになる。


　シオンが語ったいまの状況が、思っていたよりも遥はるかに悪かったから。


　盗まれた『禁呪』は、イエットで発動したものと似たタイプの呪いだった。発動すれば次々と人に感染していき、感染した者は、一時間かけてゆっくりと体が腐くさり落ちていく。


　感染経路は接せつ触しよく感染だから、その地ち域いきから人を隔かく離りすれば事じ態たいは抑おさえられるだろうが、隔離するまでにいったいどれほどの犠牲者が出るか見当もつかない。


『禁呪』の発動に要する時間は、五時間。


「ちなみに盗まれたのは？」


　ライナが聞くと、シオンは疲れた声音で言った。


「三十分前」


　つまり……運が悪ければあと四時間半で街まちを呪いが汚お染せんするということだ……


　そうなる前に、犯人を捕まえなければならない。


　そんな、聞くだけでめんどくさそうな話に、ライナは頭を抱かかえ、


「聞かなきゃよかった……」


　そう言ったときにはもう、移動用の馬車が用意されており……シオンが言った。


「じゃ、国を救いにいこうか」


　そして。


　ローランド帝国帝都、レイルードの、長い夜が始まったのだった。





　　　　◆





　情報は、すぐに入ってきた。


　夜の街を、ライナ、フェリス、シオンを乗せて疾しつ走そうする馬車。


　その、いつ事故を起こしてもおかしくないほどの速はやさで走る馬車の扉とびらが次々開き、諜ちよう報ほう員いんが情報を入れてくる。


　諜報員Ａが言った。


「ここのところ不ふ穏おんな動きをしていたクスラン率ひきいる組そ織しきの本ほん拠きよ地ちが……」


　と、ひとしきり情報を入れて、そのまま去っていく。続いて諜報員Ｂが、


「暁あかつきの反政府軍という組織が……うんぬん」


　さらに諜報員Ｃが、Ｄが、Ｅが……と情報は入ってきて……


　そんな光景に、ライナは半はん眼がんで言った。


「てぇか、なに？　そんなにこの国は国内に敵てきが多いのか？」


　すると馬車の中、魔法の光に顔を照らされたシオンが苦笑して、


「そんなことはないんだが……まあ、前王の頃ころより締しめ付けを緩ゆるくしてるからな。表だって文もん句く言ってくる奴の意見はなるべく取り入れるようにしてるし……」


「で、取り締まりを緩くした結果、反政府組織が乱立？」


「実害がないうちはあまり規き制せいしたくない」


「とか言ってるうちに、『禁呪』で国が滅びたら元も子もねぇだろうが」


　それにシオンは困ったように、


「……そう。だから俺も、きちんと管理してるつもりだったんだ。『禁呪庫』の警けい備びを突破して、『禁呪』を盗めるような大きな組織は、野放しにしてない……」


「でも、盗まれた？」


　するとシオンはそれに、どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑えみを浮うかべ、


「だめな王だろう？」


　ライナはそれに、


「おまえがだめな王なのはいまに始まったことじゃねぇよ」


　言って、うんざりしたように目を背そむける。


　今回のシオンは、本当に弱りきってるようだった。


　だが、弱る理由もわかる。事態は、それほど危あぶない状況なのだ。


　ライナは顔を背けたまま続けた。


「ああもう、ンなことはいいから、話進めろよ。んで？　どの組織が『禁呪』を盗んだと思う？」


　だがそれにもシオンは弱気な様子で首を振り、


「……わからない。一応、クスランという男が率いてる組織が最近では力が最も……」


　が、そこで、


「あっ!!」


　馬車の中、いままでおとなしく窓まどの外を眺ながめていたフェリスが、そんな声をあげる。


　それにライナは、


「どうしたフェリス？」


　しかし彼女はそれに答えずに、


「ば、馬車を止めろ!!」


　突とつ然ぜん怒鳴った。


　それで馬車が止まる。


　ライナとシオンは顔を見合わせ、再びフェリスを見る。


「おいフェリス、いったい……」


　するとそこで、彼女はこちらを向く。その、彼女の顔に浮いていた表情に、ライナは言葉を止めた。普段はまったく無表情な彼女が、いまは驚きよう愕がくの表情を浮かべていて……


　そのまま彼女は、窓の外を指さし、口をぱくぱくさせる。


　それにライナとシオンは、


「ん？」


「なんだ？」


　窓の外を、見る。するとそこには、まだ建けん築ちく途と中ちゆうの木造の建物があった。一階部分は完成しているが、二階はまだ造りかけ。


　その一階の柱の部分に……


　なんと！


　こんな貼はり紙がしてあった！


『ランドだんご店、開店オープンまであと三……』


「……はい、馬車出して～」


　最後まで読み終わらないうちに、ライナは疲れた声音で言った。


　再び馬車が走りだす。


　それからライナは気を取り直して、


「あ～えーと、それで、どこまで話したっけ？　確かクスランって奴のところが……」


　そこでシオンがうなずく。


「ああ。勢せい力りよくとしては一番大きい」


「なるほど。で、その組織の拠点アジトはもう……」


「わかってる」


「じゃあ話は簡かん単たんじゃねぇかよ」


　ライナがそう言うと、横でフェリスがうむっとうなずき、


「新しいだんご店オープンまで、あと三日ということだ！」


「っておまえなぁ、さっきからなに邪じや魔まばっか……」


　が、さらにそれを遮さえぎってフェリスが続ける。


「つまり最低でも三日は、ローランドに滅びてもらっては困るわけだ。さぁ、さっさとクスランとかいう反だんご組織のいる場所に案内しろ。だんごの平和を踏みにじる輩やからは、私が成敗してくれる！」


　と、そういうわけらしい。


　ライナはそれに、あきれた顔でフェリスを見てから、


「ああ、ま、そういうことだな。さっさとクスランのアジトへ馬車を向けろよ」


　そう言った。


　するとシオンはそれに……


「…………御ぎよ者しや。東区く画かくへ馬車を向けろ」


　言ってから、こちらを向いて笑みを浮かべる。


　さっきまでの弱々しいものとは違ちがう、笑み。


　いつもの、嫌いや味みなほど自信に溢あふれる笑みだ。


「おまえらがいると、励はげまされるよ。俺は……本当にいい仲間を……」


　が、ライナは顔を歪ゆがめてそれをすぐに遮る。


「うざ！　ってかキモっ!?　そういうの俺、嫌きらいなんだよね～」


　続いてフェリスが、


「おまえのために働くわけではない。だんごのためだ！」


　なんて言って。


　それにシオンはまた……微笑ほほえんだ。





　　　　◆





　だが。


　このときはまだ、気づいていなかったのだ。


　今夜の事件に仕し掛かけられた本当の罠わな。


　その、暗くら闇やみの中に張り巡めぐらされた計画に。





　　　　◆





　東区画の路ろ地じ裏うら、奥まった場所にある、会員制の酒さか場ば。そこが、クスランという男が率いる反政府組織の拠点だった。


　入り口の前にはガタイのいい警備の男が二人立っていて、それを見て、ライナとシオンがどう突入しようか、という作戦を立てようとしたところで。


　声が聞こえてくる。


「ん？　なんだおま……うお、すげぇ美人」


「ほ、ほんとだ……あ、えっと、お嬢じようさん、こんな裏路地になんの……」


「貴様らがだんごの平和を乱す不ふ埒らち者ものか！　成敗してくれる！」


『ぎゃああああああああああああっ!?』


　男たちがフェリスに剣で殴なぐり倒され、悲ひ鳴めい。


　当然、酒場の中からも、なんだなんだと声をあげて男が出てきて……しかし！


「貴様もか！」


「ぎゃあああああああ！」


　戦せん闘とうが始まった。


　それにライナはため息をついて、


「あ～なんか、いつもどおりの展開なんで、ちょっといってくるわ。んで、計画は？」


　と振り返ると、すでにシオンは走り始めていた。それも、酒場の入り口とは別の方向へ。


　そして一いつ瞬しゆんだけこちらを振り返り、


「もちろん壊かい滅めつだ。一人も逃がすなよ。俺は裏口へ回る」


　と、酒場の裏口へと駆かけていく。


　ライナはそれに今度はフェリスのほうへと向いて、


「だってさ。んじゃいっちょ……」


　言いながら、空間に指を踊おどらせる。ローランド特有の、光の魔ま方ほう陣じんを描えがく。


　それは信じられないほどの速さで完成。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　魔方陣の中央、稲いな妻ずまの塊かたまりが生み出される。


　そのまま、


「それじゃ壁かべごと爆破すっから、そっから侵しん入にゆうで」


「うむ」


　フェリスがうなずく。


　それを確かく認にんしてから、ライナは酒場の入り口の、横の壁を見て……


「発い動け」


　雷光がほとばしる。


　壁が爆ばく砕さい。


　酒場の中が見える。中にいたのは数十人の男たち。案あんの定じようこちらへ向けて、迎げい撃げきの魔法を撃うとうとしていたが、まさか壁をぶち抜ぬいて入ってくるとは思わなかったのだろう。


　突入したフェリスに、あっけにとられたままの表情で、なすすべもなく殴られまくってその数をどんどん減へらしていく。


　ライナもそれにだらだらとした足取りで酒場に入っていきながら、男たちを何人か投げ飛ばしたところで……


　やっとだった。やっと、この組織の大将が事態に気づいたのか、


「て、てめぇらいったい何者だ！」


　怒鳴ってくる。


　それにライナはその大将のほうへと半眼を向けて、


「……んぁ？　おまえが大将か？　んじゃ『禁呪』の研究資料は……」


　が、その言葉は遮られる。


　部屋の中でまるで竜たつ巻まきのように剣を振ふるっていたフェリスが、


「ふっ。我われ々われは『昔ながらのだんごを守る会』だ！　だんごの平和を乱みだす奴らは、この私が許さん！」


　そして、なぜか剣を腰に納おさめ、懐ふところから串くしだんごを取り出して掲かかげる。さらに左手も天へと掲げ……なにやらばばーんってな感じで、奇き妙みようなポーズを取る。


　それに、酒場全体の空気が固まった。


　異常な光景だった。殴り倒された男たちの上。金髪の絶世の美女が、ばばーんっとだんごを掲げてる姿。


　それをライナはしばらく呆ぼう然ぜんと見つめてから、言った。


「…………おまえ、まさかとは思うが、そのポーズ、かっこいいと思ってる？」


「…………」


　瞬間だった。


　フェリスの白い頰ほおが、徐じよ々じよに、徐々に赤く染そまり始める。


　そして最後には真っ赤になったところで、


「おのれ貴様ら！　これ以上の悪あく行ぎようが許されると思うな!!　皆みな殺ごろしだ!!」


　殺さつ戮りく天使が降こう臨りんした……


　男たちはもう、あまりの恐怖に狂きよう乱らん状態で逃げまどう。


「こ、こいつら頭おかしい!!」


「助けてー!?」


「こ、殺されるー!?」


「うお、て、てめぇフェリスなんで俺までって、ああウソウソさっきのやっぱかっこよかっ……ぎゃああああああああああああ！」


　などなど。


　さらに真っ先に酒場の裏口から逃げ出そうとした大将も、シオンに殴り倒されて……


　そのときには、酒場で立っているのはフェリスとシオンだけだった。


　そして組織は、あっさり壊滅。


　これですべては解決と思われたが……


　しかし。


　シオンがうめくような声で言ってくる。


「いま情報が入った。ここじゃなかった」


　それにライナは地面に倒れたまま、


「うお、外れ？　じゃあどこ？」


「それが、『暁の反政府軍』という組織が最近、『禁呪』について調べていたらしい」


「そいつらのアジトは？」


「こことは正反対の、西区画」


「うわ、遠……ってか、間に合うのか？」


「間に合わせる」


　シオンはそう言ったが……


　時間はもう、あまりなかった。


　馬車に乗ってからすでに二時間は経過している。ということは残り二時間半……


　いまから西区画に戻るのに、さらに二時間かかったら……


　おまけにもしその『暁の反政府軍』という組織のところに『禁呪』がなければ……


　終わりだ。


　ライナは、億おつ劫くうそうに立ちあがりながら、


「ああもう、ローランド帰ってきてから、めんどくせぇことばっかだなぁ」


　そう言って、顔をしかめた。





　　　　◆





　西区画。


「て、てめぇら何者だ！」


「ふっ。我々は『新しいだんごの味を追つい求きゆうする会』の者だ！」


「っておまえ、さっきは『昔ながらのだんご』って言ってなかったか？」


「む？　そうだったか？　なら、『昔ながらの味を守りながらも明日に挑ちよう戦せんし続けるだんご会』でどうだろう？」


「ああまあそれなら、なかなか前向きでいいんじゃない？　ちょっと長ぇけど」


　なんて会話を、ライナとフェリスがしている間にも、『暁の反政府軍』は、『暁にだんごと叫さけぶ軍』に名前を無理矢理変えさせられてしまっていた。


　そして明日からはフェリスの恐怖政治の下もと、だんごの振しん興こうに生きる約やく束そくをさせられた……なんてのはどうでもいいわけで。


　その組織の頭かしらが言ってくる。


「『禁呪』だぁ？　んなもん俺らが盗めるわけねぇだろうが！　あそこがどんだけ厳きびしい警備されてると思……は、はい、汚きたない言葉を使ってすみませんでした。だんご大好きです。明日からだんご屋になります……ううう」


　と、フェリスの剣に脅おどされて最後には泣き出してしまう頭はとりあえず無視して、ライナは言った。


「また外れ……ってこれ、ちょっとまずいんじゃねぇ？」


　いや、まずいどころの騒さわぎじゃなかった。すでに盗まれてから五時間が経過している。もう、いつ『禁呪』が発動してもおかしくない。


　シオンも余よ裕ゆうのない表情で、


「くそ！　おかしい。確かに情報では『禁呪』はここにあると……それとも、情報が操そう作さされてるのか？」


「んぁ？　そりゃ、噓うその情報流して、『禁呪』を盗みそうな組織に、俺たちの目を向けさせようとしてる奴がいるってことか？」


「ああ」


　とそこで、シオンの部下がまた現れ、


「ウェン盗とう賊ぞく団だんが『禁呪』を盗んだという情報が……」


　それに、ライナは肩をすくめる。


「信じる？」


「…………」


　シオンは、答えない。


　しかしライナは続けた。


「選せん択たく肢しは二つ。片かたっ端ぱしから怪あやしい奴らを潰つぶしまくっていくか……もしくはもう、その『禁呪』が発動しちまうことを前ぜん提ていに、その解呪法の研究に全力をあげるか……」


　が、シオンはそれに、


「もう、ローランドの魔ま導どう学者総出で研究に当たっている。盗まれたのは低位呪詛だ。解呪法はじきに開発されるはずだ」


「低位呪詛……」


　その言葉に、ライナは眉まゆをあげた。


　低位呪詛とは、効こう果かが弱い、もしくは威い力りよくが強くても、使い勝手があまりよくないと判断された呪いのこと。だから途中で研究が中止され、解呪法が確立しないままに『禁呪庫』に納められたのだが……しかしそれは、研究さえすれば、解呪法はすぐに開発できることを意味している。


　だが、すぐといっても、早くて数時間から一日はかかる。その間に『禁呪』が発動すれば、解呪法が開発されるまでに何人死ぬか……


　ライナはため息をついた。


「じゃ、選択肢は一つじゃねぇかよ」


　シオンはうなずく。


「『禁呪』が発動するのが先か、『禁呪』を盗んだ組織を、俺たちが見つけるのが先か」


「わかってる組織の数だけでどれくらいあるんだ？」


「四十二。そのうち二十四の組織には、すでに軍が当たってる」


「残り十八？　多いなぁ……」


　ライナはまたため息をついた。


「んじゃ、こっからは手分けすっか。一気に全部潰す。できそう？　フェリス」


　振り返ると、後ろでは『暁にだんごと叫ぶ軍』を調教中だったフェリスが、


「ん？　やるしかないのだろう？」


　あっさりそう言った。しかし、これはそう簡単な問題じゃないのだ。もし潰そうとした組織が『禁呪』を発動したら？


　待っているのは……死だ。


　シオンがすまなそうな顔で言ってくる。


「……君らには」


　だがまた、それをライナは遮った。


「だぁから、そういうのうぜぇって言ってんだよ。おまえのためにやるんじゃない」


　それにフェリスがすぐにうなずいて、


「うむ。だんごのためだからな」


「……いや、だんごのためでもないけど」


　しかしもしも、この街で『禁呪』が発動すれば、その周囲一帯は壊滅的な打だ撃げきを受けるだろう。運悪くその側そばにいれば、確実に死ぬ。それを無視して、とても安らかな眠りにつくことはできないだろう。


　だからライナは言った。


「俺の安眠のためだよ」


　続いてフェリスが、


「いや、だんごのためだ」


　最後にシオンが、


「安眠と、だんごか……なんか、緊きん迫ぱくの展開もおまえらと一いつ緒しよだと気が抜けてくるなぁ」


「おまえが気ぃ張りすぎなんだよ」


「うむ。奴は格かつ好こうつけ男だからな。いい格好したいのだ」


　それにシオンは、苦笑する。それから、


「そうだな……それじゃあ、どうせ命懸かけるなら、かっこよく国を救おうか」


　それにライナはうなずいた。


「ああ」


　フェリスもうなずく。


「ん」


　そこで、三人は別れた。





　　　　◆





　そしてライナは戦った。


『禁呪』が盗まれてから五時間、六時間、七時間……時間ばかりが過すぎていく。


　もう、いつ呪いが発動してもおかしくない。


「くそ」


　だから必死で戦った。


　組織を次々と壊滅していく。


　だが、まるで『禁呪』を盗んだ組織は見つからない。


「くそ！　いったい誰が『禁呪』を盗んだんだ！」


　彼は叫んだ。組織を一つ壊滅するたびに、


「くそ！　くそ！　クソっ!!」


　しかし、ただ、時間だけが過ぎていくばかりで……





　　　　◆





　ローランドを覆おおっている闇。


　夜の闇。


　いや、それは悪魔が生み出す闇だ。


　本当の悪魔。


　それを相手にしたとき、人間は手も足も出ない。


　人にできるのは、ただ闇が晴れたとき、真実を見つけ、あまりの恐怖に震えるだけ。





　ライナは、朝までその闇と戦い続け、しかし結局、『禁呪』は見つけられなかった。


「どういうことだ……これはいったい……」


　が、そこでふと気づく。朝日が闇を払はらい、突然真実が頭の中に浮かびあがってきて……


「い、いや、そんなまさか……」


　そう呟つぶやきながらも、彼の足は、ふらふらとその場所へと向かっていた。


　そして彼は、今回の事件の、最後の扉にたどりついていた。


　扉を、開ける。


　そして。


「…………ま、まさかそんな……」


　真実は現れた。


　そこは、本当になにもない、質素な部屋だった。もう、何度もきたことがある場所。ローランド帝国王、シオン・アスタール専用執しつ務む室しつ……その、さらに奥にある、寝室。


　あるのは簡かん素そなベッドだけ。


　そこに、あの悪魔は寝ていて……


　とそこで、ライナがきたのに気づいたのか、彼は目を開けた。


「んん、あ、おはよライナ。もう朝かい？」


　だが、その言葉に反応できない。ライナはただただ震えるばかりで……


「あ……う……じょ、冗談だろ？　あの、な、なんでおまえがここで寝……ってか、『禁呪』は？　『禁呪』はどうなったの？」


　しかしもう、ライナは恐ろしい真実に気づき始めていた。だが、認みとめたくなかった。真実なんか知りたくなかった。なのに悪魔は、


「『禁呪』？　なんだっけそれ……」


　なんてことを言ってから、急になにかを思いだしたような顔になって、


「ああ！　そうかそうか。確かそんなことしてたな。久しぶりに寝たから、ちょっと寝ぼけてたよ。ああ『禁呪』ね。うんうん。大だい丈じよう夫ぶ。ライナのおかげで、世界は救われ……」


「噓つけぇええええええええええええ！」


　ライナは思わず叫んだ。


「ってか、どっから噓？　どっから噓だったの？」


「ん？」


　と、シオンはベッドから起きあがると、


「ん～……えーと、どこからだっけか。とりあえず、俺が『禁呪庫』襲えるほどの組織を、放置すると思う？」


「じゃ、じゃあなんで俺は昨日きのう『禁呪』の研究資料探さがし回って、組織潰しまくったの？」


　するとシオンはあっさり、


「ライナは愛国心旺おう盛せいだからなぁ。『シオン様に刃は向むかう反政府組織は許せない！』って叫んで飛び出していったときの姿を思い出すと、僕はいまでも涙なみだが……」


「ぶっ殺すぞてめぇえええええええええ!!」


　叫びながらも、昨日シオンと交わした会話が、走そう馬ま灯とうのように頭に浮かぶ。


　シオンの言葉。


『頼むよ。時間がもう、あまりないんだ』


　それもそのときの、いつもは見せないような彼の弱気な表情を思いだし、


「こいつ殺してぇえええええええええっ!?」


　ライナは叫んだ。


「あはは。まあまあ、落ち着けって」


「あははじゃねぇえええええええ!!」


　さらに頭に昨日の会話がめぐる。


『おまえらがいると、励まされるよ。俺は……本当にいい仲間を……』


　なんてことを言ってきて、そのとき俺、どんな反応したっけ？　どんな反応したっけ？


「思い出したくねぇえええってか、殺す！　殺すしかないっ!?」


　そう叫んだ後ろから、扉がバンっと開いて、フェリスが入ってくる。そして、


「おのれシオン！　もう許さん！　殺してやる！」


　そして二人は、シオンへと襲いかかった。


　しかし、ライナたちは気づいていなかった。


　本当の悪魔を前にしたとき、人にできるのは、恐怖に震えることだけだということを。


　シオンが悪魔の笑みを浮かべて、


「あ、殺すのはいいけど、あんまり僕に近づかないほうが……」


　と、言ったときにはもう手遅れだった。ライナとフェリスが寝室の中央に足を踏み入れた瞬間、シュオオオオという奇妙な音をたてて、部屋中に光の魔方陣が浮き上がって……


「うお、魔導罠マジツクトラツプ？」


　それにフェリスがライナの後ろに隠かくれ、


「ライナ、『複写眼アルフア・ステイグマ』だ！」


「おう！」


　そこで、ライナはすぐさま目を閉じ、再び開いた。するとそこには朱しゆの五ご方ぼう星せいが現れる。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、全すべての魔術を見通せる特とく殊しゆな瞳だ。


　そしてライナは、


「はっ。魔導罠マジツクトラツプなんて俺には効きかねぇよ。すぐに解除キヤンセルしてや……」


　が、そこで言葉が止まる。


　部屋に浮き上がった魔方陣の構こう成せいを見る。


　すると構成が異常に複雑だということがわかる。解除するだけでも、あきらかに五時間ぐらいかかることがわかる。


「ってか、これって……」


　するとシオンがあっさり言った。


「ああ、これは俺が盗んだ『禁呪』でさ、昨日五時間かけて設置し……」


「てめぇが盗んだのかぁあああああああ!!」


　と、叫んだときはもう遅おそかった。


『禁呪』が発動し、紫むらさきの光が放たれて……


『ぎゃぁあああああああああああああ!!』


　昨日とはうってかわって晴れ渡るローランドの空に、ライナとフェリスの悲鳴が響ひびき渡わたったのだった。





　ちなみにどんな呪いがかかったのかは……


「俺はシオンが大好きだ！」


「私もシオンが大好きだ！」


「うんうん。じゃ、その気持ちを手紙にしてくれるかな？　あ、ちゃんと証しよう拠こになるよう拇ぼ印いんもおしてね？　あとでいろいろ活用……って、ん？　なんだ？　おまえらいったい」


　が、言葉はそれまで。


　ライナとフェリスが熱に浮かされたようなうるんだ瞳でこちらを見つめ、見つめ、見つめ、最後にはもう我慢できないとばかりにシオンの服を無理矢理破り始めて……


「ええ!?　っておまえらなにを……」


『シオン大好きだぁあああああああ!!』


「ぎゃああああああああああああ!?」


　人を呪わば穴二つ。


　くれぐれも『禁呪』に手を出すのはやめましょう。







（かーす・おぶ・ふぃあ：おわり）







　ふろーらる・わんぴーす







「ライナは彼女とかは作らないのか？」


　その突とつ然ぜんの言葉に、


「…………あ？　なんだって？」


　ライナ・リュートは顔をあげた。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、気けだるい猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。


　場所は、ローランド帝てい国こく王おうが使用している──わりには異様に質しつ素そな、書しよ棚だなと、机つくえが二つあるだけの執務室。


　その机の一つで、書類に埋うもれそうになっているライナに向かって、この国の王が言ってくる。


「恋こい人びとだよ。そういうの、いないのか？」


　高こう貴きな生まれを感じさせる長い銀ぎん髪ぱつに、金色の鋭するどい瞳ひとみ。


　ライナとはかつての同級生。


　だがいまは、英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールなどと呼よばれているが……


　しかしライナからすれば、人に仕事を無む理り矢や理り押しつけまくる、仕事狂ぐるいの迷めい惑わく悪あく魔まにしか見えない。


　だから嫌いやそうな顔でシオンを見つめ、


「なにそれ？　いきなりなんだよ。またなんか、俺おれに新しい仕事を押しつける伏ふく線せんか？」


　するとシオンは笑って肩をすくめる。


「違ちがうよ。ただの世せ間けん話ばなし。いま書類が一枚まい片づいたからさ」


　言って、手の中だけでペンをくるんっと回して見せる。


　しかしライナはやはり警けい戒かいした顔で言った。


「そんなこと言って、いっつも知らないうちに仕事押しつけてくるだろうが」


「ん？　じゃ、新しい仕事の話しようか？」


「いや、やめて。これ以上仕事押しつけられたらまじ過か労ろう死ししかねないから……」


　ちなみにライナはここ二日、この執務室で徹てつ夜やさせられていた。それでもまるで減へることのない書類の山に囲かこまれて、気が狂いそうになる。


　だが、シオンはこれと毎日一人で格かく闘とうし続けながら、他の仕事もこなしているのだ。


　それだけ見ても、彼が英雄王と呼ばれる理由がわかる。


　国がよくなるかわりに、仕事に潰つぶれる十九の青春。


　ライナは顔をしかめて言った。


「王なんかにだけはなるもんじゃないな」


　するとシオンも苦笑する。


「同感。というわけで、ちょっとは若者らしい会話でもしようって展てん開かいだよ」


「恋人がどうこうってやつ？」


「そうそう。恋人がどうこうってやつ」


　それにライナはペンを机に転ころがし、背せもたれに体をあずけて天てん井じようを見あげる。


　そのまま少し沈ちん黙もくしてから、シオンのほうを向いて言った。


「……う～ん。そういう浮ういた話はまったくないなぁ。俺モテねぇし」


　が、シオンはすぐさま、


「またまた。熟女マダムキラーのライナさんがなにを言う」


「ああ？　そりゃおまえが流した噓うその噂うわさだろうが。それも二年以上も前の話だし」


　するとシオンはさらに嬉うれしそうに眉まゆをあげて、


「二年前といえば、あれだろ？　おまえ、キファとはどうだったんだよ？」


「なんにも」


「ほんとにぃ？」


　なんて意地悪く言ってくるシオンにライナは顔をしかめ、


「おまえ誰だれだよ？」


　するとシオンはまた笑う。


「若者らしいだろ？」


　それにライナは、


「…………ああ、若者らしい」


　そのまま笑う。


　二人とももう、ひどく疲つかれていた。


　さらにシオンが言ってくる。


「モテモテ君だな、ライナは。それでいまはフェリスと付き合ってる、と」


「はぁ？　おまえ、本気でそう見えるの？」


「全然見えない」


「だろ？」


「でもおまえら仲なかいいからなぁ。ほんとは付き合ってて、でも俺が知らないだけとか」


「ないない」


　ライナはあっさり否ひ定ていした。


　しかしそれにシオンは、


「ふむ。フェリスは好みじゃないってことか？」


「へ？　いや、そういうわけじゃ……ってかおまえ、俺の話ばっかじゃなくて、そっちの話をしろよ。おまえだって恋人いねぇだろうが」


　するとシオンはそれに、深しん刻こくな顔で言ってきた。


「僕ぼく……モテないんだ」


「そういうこと言ってると、そのうち誰かに殺されるぞおまえ」


　ちなみに、容よう姿し端たん麗れいの若き英雄王を女たちがほうっておくはずもなく、国中の女たちがシオンを狙ねらっているはずなのだが……


　彼にはまるで浮いた話がなかった。


　そのせいで一時は男色説まで出る始末だったのだが……


　本当の理由は別にあることをライナは知っている。


　自分と同じような境きよう遇ぐうの子こ供どもを作らないため。


　最悪の暴ぼう君くんと呼ばれた前王の、妾めかけの子として生まれたシオンが、王の座につくまでの間になにがあったのかは知らないが……


　つまりはそういうことなのだ。


　そしてそれは、ライナも同じ。


　ライナはシオンを見た。


　しかし、意い識しきしたのはシオンじゃなく、シオンを見た、自分の瞳。


　黒い瞳の中央に薄うすく刻きざまれている、朱しゆの五ご方ぼう星せい。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる特とく殊しゆな瞳だ。


　それは、誰もが忌いみ嫌きらう、生きていてはいけない、大量虐ぎやく殺さつの化ばけ物ものの証あかし。


　そしてこの瞳は…………遺い伝でんする。


　つまりはそういうこと。


　ライナはうんざりしたような顔でため息をついた。


「……はぁ。女に縁えんのない二人でこんな話してても空むなしいだけだな」


　だが、それにシオンはさらに嬉しそうに言ってくる。なぜか急に立ち上がって、


「というわけで、空しい二人は旅立つ、と」


「旅立つ？　なんの話……」


　しかし、ライナの言葉など完全に無視で彼を引ひっ張ぱって無理矢理立たせる。


　そのまま執務室も出てしまい、


「だからなに？　って、どこいくんだよ？」


　するとシオンはやはり楽しげに、


「仕事いっぱいしたご褒ほう美びさ」


「へ？　もしかして、もう帰って寝ていいとか？」


「もっといいもの」


「もっといいもの？」


　そう言われ、ライナはもっといいものを想像する。


　帰って寝るよりも、いいもの。


　となると、豪ごう華かな食事を食べながら、横にはベッドが用意されていて、満腹になって眠くなったらいつでも寝られる……とか、そんなことしか思いつかなかったが……


　そうじゃなかった。


　シオンは無理矢理ライナを引っ張りながら、


「娼しよう館かんだよ。それも貴き族ぞくが運営してる、ローランドで最もつとも豪華な娼しよう婦ふの館やかた。そこに女を抱だきにいく」


　そんなことを言って、にやりと笑った。





　　　　◆





　その、ローランド最高の娼婦の館へと向かう、馬車の中。


　シオンが言ってくる。


「さぁて、わくわくするだろ？　ライナ」


「………………」


　ライナは無言。


　さらに今度は、絶ぜつ世せいの美女が言ってくる。


「なんだ？　あまりの興こう奮ふんにもう、言葉も出ないか？　この変へん態たい色しき情じよう狂きようめ！」


「……………………」


　しかしライナはやはり無言。そのまま美女のほうへと疲れた瞳を向ける。


　するとそこにいたのは、本当に信じられないほどの美しい女だった。


　艶つややかな長い金髪に、澄すんだ青い瞳。


　異常なほど整ととのった容姿は、お伽とぎ噺ばなしやなんかにでてくる妖よう精せいを連想させるほどだ。


　華きや奢しやで、たおやかで、それでいて、手にはだんごで無表情。


　相あい棒ぼうの、フェリス・エリス。


　ライナは半はん眼がんでそのフェリスを見て、それからシオンのほうへと向かって言った。


「で……なんでフェリスがここに……」


　が、その言葉を遮さえぎって、待ってましたとばかりにフェリスが言ってくる。


「もちろん、うへへへーと笑って娼館に繰くり出そうとしている変態をこらしめるためだ！　さあ年ねん貢ぐの納おさめどきだぞライナ。いやらしい顔でうひゃひゃーと笑ってしまいすみませんと謝あやまれ。土ど下げ座ざしろ。死んでわびろ！」


　続いてシオンが真しん剣けんな表情で、


「す、すまないライナ。せっかくおまえが娼館に誘さそってくれたのに、おまえの恋人にバレちまった……は、はやいとこ謝ったほうがいいんじゃないか？」


「…………いや、だからおまえらなにがやりたいわけ？　ってか、だいたいなんでフェリスが俺の恋人……」


　しかしそれもフェリスが遮って、


「そうだぞライナ！　私というものがありながら、娼館にいくなどと！　いやらしい。最低だわ！　男は、男はみんなそうよ！　女を物としか思ってないんだから！　実家に帰らせてもらいます!!」


　などなど、聞き慣なれない女言葉でノリノリに言ってくる。


　そのまま彼女は、馬車の後ろの席でなにやら独ひとり荷に造づくりを始めてみたりして。


　それにライナは……


「………………いや、なんというか、おまえらがなにしたいのか全然わかんないし、実家でもなんでも帰るのはいいんだけどさぁ……俺も宿に帰って寝て……へぇ!?」


　そう、言いかけ、シオンへ目を向けたところで、言葉は止まってしまった。


　シオンが、いつの間にやらさっきとはまるで違う格かつ好こうをしていたから。


　顔には丸まる眼鏡めがね。服はきっちりとした執しつ事じ服。蝶ちようネクタイをきゅっと締しめてから、彼はこちらを向いてにやりと笑うと、言ってくる。


「あ、お待たせいたしました、ご主人様。娼館に向かう準じゆん備びは、整っております」


「…………はぁ？　おまえ、なんでそんな格好して……」


　だが、またまた言葉は遮られる。


　後ろの座席から、フェリスが、


「ライナ様。なんなりと、ご用をお申し付けください」


　それに振り返ると……


　こちらもレースやフリルがたくさんついた、黒いメイド服に身を包んだフェリスの姿があった。無表情の中に、少し照てれたような雰ふん囲い気きが微び妙みようにかわいくて。


　フェリスが言ってくる。


「どうだ？　似に合あうか？」


　それにライナは、


「え？　あ……うんと、に、似合うけど……」




[image: ]


　そう。確かに似合っていた。


　普段あまりフェリスは女じよ装そうをしないせいか、たまにこういう服を着ると改めて実感させられる。彼女はとんでもないほどの美人だ。


　不ふ覚かくにも思わず一いつ瞬しゆん見とれてしまうほど、その服は似合っていた。


　しかし、似合ってはいたが……いまはそんなこと言ってる場合じゃない！


　と、すでにライナは気づいていた。


　シオンが執事姿。


　フェリスがメイド姿になって、いまから娼館……それも、貴族が運営している娼館に向かうという。


「…………これってまた、俺ってばものすげぇめんどくさいことに巻まき込まれてんじゃ……ってか、あれ。俺、ちょっと急用思い出したから帰るわ。か、帰って寝ないと……」


　と、ライナは走行中の馬車の扉とびらを開け、そのまま飛びだそうとするが……


　その肩かたを、執事がぽんっとつかみ、なにも心しん配ぱいはいらないんですよとばかりに優やさしい微び笑しようを浮うかべて言ってくる。


「緊きん張ちようなさらなくても、わたくしどもがついております。初めての娼婦遊び……ご主人様なら、きっと成功なされることで……」


「だからなんの話だよ？　どういう展開なのこれ？」


　するとさらにメイドがライナの肩をぐっとつかんできて、


「このようなことでうろたえていては、名門貴族であるリュート家の名が泣き……」


「いやいやいや、俺が貴族ってとこからもう話がおかしいから！」


　ライナが叫さけぶ。が、二人はすでにライナの声など聞こえてないようだった。


　シオンが言う。


「ささ、ご主人様。そろそろ娼館に到とう着ちやくします。貴族として恥はずかしくない格好を……」


　なんて言って、ライナの服を脱ぬがしにかかって……


　それにライナは必死に抵てい抗こうしながら、


「いやだからちょっと……」


　しかし、横からフェリスもライナの上着をつかんでめくりあげてきて、


「さあさ、時間がありませんよ。上着を脱いで、正装に着替えましょ♪」


「だぁああああから、おまえらちょっと待てって！　いったいなにがしたいんだよ？」


　叫んで、ライナがさらに必死に抵抗しようとしたとき……


　フェリスが言った。いまは座席の横に立てかけられている、彼女の剣をちらりと見てから、


「……もうご主人様ったら、これ以上私たちに手て間まをかけさせないでくださいな。あんまりおふざけが過すぎると…………おまえ殺すぞ？」


「………うあ」


　それで、ライナは抵抗をやめた。


　そのままへなへなと座席に座すわり込こむ。


　終わった。


　そう思った。


　全部終わり。


　なにやら状じよう況きようは全然わからないが、一つだけわかっていることがある。


　いまから、ひどくめんどくさいことに巻まき込まれるのだ。


　ライナは脱だつ力りよくした。


　その脱力したライナの上着を脱がせ、ズボンを下ろし、それから妙みように派は手でな、貴族の礼装とやらを選んでは彼に着せていくフェリスとシオン。


　フェリスが言う。


「やはりリュート家の当主たるもの、もっと風格が必要なのではないか？」


　シオンが言う。


「じゃあこのつけヒゲはどうだろう？」


「それだ！　それにこの巻き巻きのカツラは……」


「よし、このさい化け粧しようもしてみるか！」


「……………………」


　なすがまま。されるがまま。


　まるで着せ替かえ人形のように弄もてあそばれるライナ。


　それから到着まで、ヒゲがついたり外はずれたり、カツラがついたり外れたり。


　いろいろ変身してから。





　　　　◆





　そこは、貴族が住まう区く画かくから、少し外れた場所にあった。


　金銀色取り取りの、ごてごてした装そう飾しよくに溢あふれた門を抜ぬけると、やはり豪ごう華かな噴ふん水すいに、広いエントランス。


　その玄げん関かん前には馬車が何台も駐とまっており、顔をフードで隠かくした貴族たちは、きらびやかな衣い装しように身を包つつんだ美女たちに案内されて、娼館へと入っていく。


　そんな貴族が運営している娼館に、ライナたちの馬車が横付けされる。


　扉が開くと……


　三人は姿を現した。


　執事姿のシオン。


　瞬間、幾いく人にんかの美女たちが、歓かん声せいをあげ、ひそひそと話しあう。


「うわ、あの執事さん、かっこいい～[image: ]」


「あたし声かけちゃおうかしら」


「もう、あんたは若い執事にばっかり声かけて！　ちゃんと仕事しないと、女将マダムに怒おこられちゃ……」


　しかし、言葉はそこで止まってしまう。


　続いて降おりてきた、メイド姿の絶世の美女の姿に。


　それに女たちはため息をつき、数人の女は気け圧おされて後ろへ下がってしまう。


「ま、まずい。下女にあんな美人なの使ってるとなると、今度の客は相当通つうよ。すごい大物がきちゃったんじゃないの？」


「ま、女将マダムに報告！　美人集めさせ……」


　が、さらにそこで言葉が止まる。


　最後に降りてきた、ライナの姿に。


　ひどく、眠ねむそうな男だった。


　まるで大物に見えない気だるい猫背の長身瘦軀。高価そうな服を着てはいるが、ワンサイズ大きいのか、服を着ているというより、服に着られているようにしか見えない。


　そしてそれよりもなによりも間抜けなのは、アホとしかいいようのない、口くち紅べにで頰ほおに描かかれたぐるぐる巻きの模も様ようや、時代錯さく誤ごも甚はなはだしい、くりくり巻きの白いカツラ。黒々とした豪ごう快かいなヒゲが、眠そうな顔にまるで似合ってなくて……


『…………ぷっ!?』


　女たちは一瞬ふき出しそうになり、それをこらえてから、


「ま、女将マダム呼ばなくていいわ」


「あれなら私たちでも対たい処しよできる」


　なんてセリフに。


　シオンがにやりと笑って、


「成功だ。ライナの馬ば鹿か貴族の演えん技ぎがうまかったおかげで、怪あやしまれずに潜せん入にゆうできたな」


　それにライナは顔をしかめて言う。


「……俺はなんもしてないけどな」


　すると横からフェリスが大きくうなずいて、


「うむ。演技をせずともにじみ出る、変態馬鹿男の風格。天性だな」


「殺すぞおまえ」


　と、ライナがにらみつける。


　するとフェリスは、あからさまに顔を歪ゆがめた。


　さらに歪め、歪め、歪めてから……


「く、ぷぷ……す、すまなかったライナ。私が悪かった。だからあまりヒゲをこちらに向けないでくれ。笑い殺されそうだ」


　ライナから顔をそむけて必死に笑いをこらえるフェリスに……


「……おまえなぁ……」


　ライナはあきれ顔でため息をついて、それからシオンのほうを向く。


「ああもう、まあいいや。んで、こっからどうすんの？　この娼館を拠きよ点てんにどこぞの組そ織しきが暗あん躍やくしてんだろ？　どこから情報を探さぐる？」


　するとシオンはうなずいて、


「うん。とりあえず、ふ、ふふ、いや、なんだ、とにか……ぷっ……あはは……いやいや、笑ってない。笑ってないぞ？　だからあれだ。ヒゲこっち向けないでく……あはははは」


　そのシオンの声につられたのか、娼婦たちも一いつ斉せいに笑い出してしまい……


『あははははははははははははは』


「……………………」


　孤こ独どくだった。


　あまりの孤独に自殺したくなった。


　そのまま独り、馬車へと帰ろうとすると、シオンがそれを引きとめて言った。


「逃にげてはいけません、ご主人さま。それでは女性恐きよう怖ふ症しようはいつまでたっても治なおりませんよ」


　続いてフェリスも、


「うむ。いい加か減げん、『そのヒゲがきもいのよ！』などと捨てぜりふを残して去っていったあの女のことは、お忘わすれください」


　その言葉に。


　娼婦たちはなにを勘かん違ちがいしたのか、一斉に憐あわれみの表情でライナを見てきて……


「そ、そうですよ！　よく見ればおヒゲもキュート……ぷは……」


「と、とにかく、私たちが癒いやしてさしあげ……あははは……いや、あの、失礼」


　そんなみんなの温あたたかい言葉に……


　ライナは言った。


「…………女性恐怖症どころか、最近じゃめっきり人間不信だよ……」


　そしてそのまま頭を抱かかえた。





　　　　◆





　事前に馬車の中で、シオンから話された今回の計画はこうだった。


　何人かの貴族が集まり、この娼館を拠点に反政府活動をしているらしいという噂があるのだが……


　相手が貴族だけに、シオンは大っぴらにそれを探ることができない。


　だからかわりにライナが貴族のふりして娼館に潜もぐりこみ、巧たくみな話術で娼婦をメロメロにして情報を聞きだそう計画！


　だったはずなのだが……


　ちなみにいまライナがいるのは、けっこうな広さの個室だった。


　個室の中には、書棚があり、ソファがあり、テーブルがあり、テーブルの上には食べ物とワインが用意されており……


　そして部屋の隅すみには寝にくそうなほどレースがふんだんにあしらわれたベッドがある。


　そう。


　ここはつまり、そういうことをするための部屋で。


　ベッドの上には女。


　美人と言っていいだろう。


　金髪──というよりは、少し橙だいだいに近い色に染そめられた長い髪。大きな瞳に女性的な体。扇せん情じよう的てきな薄うすいネグリジェに身を包んだ彼女は、ライナを見つめ……


　それから、そのネグリジェが思いっきり乱れるほど身をよじって……


　爆ばく笑しようしていた。


「ひ、ヒゲ！　ヒゲ生はえすぎだから！　あはははははははは、も、もうだめ!?　お腹なか、お腹がよじれちゃうから!?」


「……………………」


　それにライナは、後ろにひかえていたシオンとフェリスに言った。


「…………もう立ち直れないんで、帰っていいですか？」


　しかしシオンは楽しそうに、


「あきらめるなって！」


　続いてフェリスが、


「うむ。もう一押しだ。もう一押しで彼女の心はおまえのものだ！」


　それに再びライナはベッドへと目を向ける。


　すると女はさらにお腹を抱えて身もだえした。


「ああんもう！　こっち向かないでー！　死ぬ！　笑い死ぬからぁ!!」


「…………」


　そこで再びライナは、


「…………で、こっから俺にどうしろと？」


　と、振り返ったときにはもう、シオンたちは動きだしていた。


　シオンは窓まど際ぎわに移い動どうし、カーテンをそっとめくると、丸眼鏡を指でひょいっと上げる。


　そして、


「……よし。ここなら通りがよく見えるな」


　続いてフェリスはテーブルの上の料理の一つ。大きな皿さらの上に載のった蓋ふたを取ると……中からは偶ぐう然ぜん、彼女の大好物の串くしだんごセットが現れて……


「うむ。注文通りだな」


　それにライナは……


「…………ちゅ、注文通り？　いや、あの、おまえらなんかちょっと言ってることおかしくねぇか？」


　するとシオンがこちらを向いてきて、首を傾かしげる。


「ん？　おかしい？　なにが？」


「全部おかしいだろうが！　反政府組織の情報を聞き出すために潜入とか、そういう話じゃなかったのかよ！」


「違うよ？」


「あっさり否定かよっ！」


　ライナが叫ぶと、一人だんごを食べ始めていたフェリスが言ってくる。


「うむ。おかしいのはおまえのヒゲだけだ」


「てめぇらがつけたんだろうがぁああああ！　ってかなに？　なんなの？　どういう状況なわけ？　頼たのむからほんとのこと教えてくれって……」


　と、ライナがもう半泣きな声で言うと……


　シオンが仕方ないなぁとばかりに、やっと語りだした。


　ことの始まりは、こういうことだった。


　この娼館の娼婦が、定期的に行方ゆくえ不ふ明めいになっていることから、事件は始まった。


　当然事件の相談はこの区画の治安部隊へと出され、捜そう査さが始まったのだが……調べてみるとどうやら、娼婦を誘ゆう拐かいしているのは貴族らしいということがわかって、手が出せなくなってしまった。


　だが、何人もの娼婦が誘拐されてしまうことに困った女将マダムは、常連の軍人の一人に相談し……


　とそこで、シオンは懐ふところから一枚の紙を取り出して、言った。


「その相談が、俺のところへ回ってきたわけだ」


「ほう……それで、その変態貴族を捕つかまえるためにここへきたと？」


　が、シオンは首を振って、


「貴族を捕まえることは、いまの俺にはまだできないよ。だから脅おどすことにした」


　それにライナは話の展開が読めて、うなずいた。


「ああ、フェリスを囮おとりにして誘拐させて、そのまま貴族を半殺しにしてそいつを女性恐怖症にしちゃおうとか、そういう展開？」


「お、さすがライナ。話が早いね。そういう展開」


　と、つまりはそういうことらしい。


　ライナは二、三度なるほどとうなずいた。


　そしてうなずいてから、満を持して今回最大の謎なぞについて、聞いてみた。


「で……いまの話のどのへんに、俺がこんなふざけたヒゲをつける必要性があったのかな？」


　するとシオンとフェリスが一度、顔を見合わせてから、


「そりゃ当然……」


「おまえの馬鹿面づらが笑え……」


「てめぇらぶっ殺したるぁああああ……」


　が、そこでシオンが指をさっとあげ、ライナの言葉を制した。


「静かに。きたぞ」


「へ？　きたって……例の変態貴族か？」


　シオンは無言でうなずき、窓の外を見るよううながしてくる。


　すると窓から見える表門のさらに外。


　黒くろ塗ぬりの馬車が一台駐とまっていて……


「あれがそうなわけ？」


　するとその答えは後ろから返ってきた。


「はい。私の調査したところによると、あれはフォッテム・フォー伯はく爵しやくの馬車です。いかがいたしましょうか、陛へい下か」


　なんて言葉にライナが振り向くと、さっきまでベッドで笑い転げていたはずの娼婦が、いつのまにやらネグリジェ姿じゃない、黒くろ装しよう束ぞくに身を包み、床に跪ひざまずいていて……


　それにライナはあきれた顔で、シオンに言った。


「で、この子もおまえの部下なわけ？」


「当然だろう？　これから貴族を叩たたこうっていうのに、俺が一般市民の前で正体を明かすと思うか？」


「……思わない」


　だからこそシオンは執事の変装をしているのだ。さらにだめ押しのように、ヒゲ効果でおそらく人々の記き憶おくにはライナの無ぶ様ざまな姿しか残らないだろうし……


　シオンが言った。諜ちよう報ほう員いんである女の子に目を向け、


「彼女は優ゆう秀しゆうだよ。ここ数日はこの娼館に張り込んで、フォー伯爵がくる時期を探さぐってもらってたんだ」


　で、それが今日だったと……


　ライナはつけヒゲを外しながら言った。


「んじゃ、俺の仕事はこれで終わりだな。あとはフェリスが囮になってあの変態貴族を……」


　と、そこまで言いかけたところで、またも言葉が止まってしまった。


　これから囮になるはずのフェリスのほうを見て……


　ライナは彼女がなぜか、異様にサイズの大きい花はな柄がらのワンピースを手に持っているのに気づく。


「………………」


　それにライナはしばらく沈ちん黙もくしてから、


「………………え～……あ～……いや、なんか、俺の勘かん違ちがいだとは思うんだけど……その、なんというのかな。そのワンピースはちょっと、フェリスには大きすぎるような気がするんだが……どうかな？」


　と、シオンに聞いてみようとした、瞬間！


「………………っっ!?」


　ライナは思わず声にならない悲ひ鳴めいをあげていた。


　シオンの手には、いつの間にやらとても女性用とは思えない大きさの赤いハイヒールがたずさえられていたから。


　それにライナは、震ふるえる声こわ音ねで、


「じょ、冗じよう談だんだろ……冗談だよな？　あの、冗談だって言っ……」


　が、言葉はそれまで。


　背後からシオンの部下の女の子がメイクの道具一式持って迫せまってきていて……


　シオン、フェリス、女の子が同時に言ってくる。


『さぁ、綺き麗れいになりましょうねぇ[image: ]』


「だ、誰か助けてぇええええ……」


　と、ライナの悲鳴が、


「おさえつけろ！」


「はい！」


「ふごふごあうあ……」





　悲鳴さえあがらなかった。





　　　　◆





　娼館の外。


　フォッテム・フォー伯爵は、どきどきしながら馬車の外をのぞいていた。


　まだ二十一歳さいだというのに、すでに脂し肪ぼうに緩ゆるみきった体。太い指に、ごつごつした似に合あわない宝石。その宝石をなでながら、フォー伯爵はにやにや笑う。


　今日は週に一度のお楽しみの日なのだ。


　新しい女を誘拐する日。


「しかし今日はいったいどうしたのじゃ。なぜ女が出てこん！　これではつまらんわ！」


　するとそれに、スーツから筋きん肉にくが弾はじけそうになっている護ご衛えい兼執事のバルボーが言ってくる。


「まあそう焦あせりますな。そのうち出てきます。ゆっくり待っていればいいのです。こういう時間も、釣つりの楽しみというものでしょう。女釣りのね、ふ、ふふふ」


「おお、おお、確たしかにそうじゃな。待つからこそ、釣り上げたときの喜びも増ますというもの。バルボーはなかなか通じゃの」


「お褒ほめいただき、光栄にございます」


　とそこで、バルボーがふと顔をあげ、


「そうこう言っている間に、獲え物ものがやってまいりましたよ」


「おお！」


　言われてフォー伯爵は顔をあげた。


　すると娼館の門から出てくる、女が一人。


　黒髪の、背の高い、スタイル抜ばつ群ぐんの女だった。


　花柄のワンピースから伸のびた足は長く、赤いハイヒールは、まだはき慣なれていないのか、いまいち足取りが心こころ許もとない女……


　女……


　が、そこでフォー伯爵は顔をしかめ、


「あ、あれは女か？　女にしては背が高すぎるような……肩かた幅はばもなにやらごつすぎやしないじゃろうか……」


　するとバルボーはにんまりと笑って言った。


「背の高い女というのもおもしろいかもしれませんよ。あれほどの長身の女は、いままでのコレクションにはいなかった獲物です。それにほら、あの顔を見てごらんなさい。いまにも泣なきそうな、憂うれいの宿ったあの瞳。ああ見えて寂さびしがり屋なのかも」


　それにフォー伯爵が再び女を見ると、確かに彼女はいまにも泣きそうだった。


　なにかひどく辛つらいことでもあったのだろう。


　目にはすでに涙なみだがたまっている。


　傷ついた表情。頼たよりない足取り。


　そのまま彼女はフォー伯爵の前を通り過ぎ、ふらふらと馬車道を歩き去っていき……


　その、寂しそうな後ろ姿を見て、フォー伯爵は言った。




[image: ]


「よし決めた！　ワシがあの娘むすめを助けるのじゃ！　コレクションに加えるぞ！　バルボー、あの女を捕とらえてこい」


　それにバルボーは大だい胸きよう筋きんをぴくぴく震わせて、


「おまかせを！」


　大きくうなずいた。


　そのまま馬車を出る。


　そして、馬車道を去っていく女の背中に向かって、声をかけた。


「もし、そこなお嬢じようさん。ちょっとよろしいかな」


　するとそれに、女は立ち止まった。


　そしてゆっくりと振り返って、


「[image: ]？」


　なぜか彼女はキレまくっている表情。


　しかしバルボーはひるまない。もう、何度も女を拉ら致ちして場ば数かずを踏ふんでいるのだ。どういう状況にも対応することができる。


　バルボーはにやりと笑って、


「まことに申もうし訳わけありませんがお嬢さん、貴女あなたを誘拐させてもらいますよ～」


　と、太い腕うでをあげて、女に襲おそいかかる。


　そこでいつもあがる、女の悲鳴がフォー伯爵は好きだった。


「ささ、悲鳴をあげろ。今度の女はどんな悲鳴をあげるかな」


　わくわくしながら待っていると、女が口を開いた。


　そして放たれた悲鳴は……


「お嬢さんとか呼ぶんじゃねぇ、ぶっ殺すぞこの変態野や郎ろうがぁっ！」


　そのまま女の拳こぶしが突つき出され、バルボーの顔面を思いっきり殴なぐりつける。


　途と端たん。


「ぐあばぁあああ!?」


　バルボーの巨きよ体たいは信じられないほど吹ふっ飛び、地面を何回転もしてから……


　動かなくなった。


　そんな突然の展開に、


「え？　あ、え？　ば、バルボー？」


　フォー伯爵はしばらく呆ぼう然ぜんとする。


　しかし、そんな間にも女が今度はこちらをにらんできていて……


「て、てめぇのせいで……てめぇのせいで俺は……こ、殺してやる」


「え？　え？　え？　な、なんでワシ……」


　と、言いかけたときにはもう、女がこちらへ向けて走りだしていて……


「ひぃ!?　ぎょ、御ぎよ者しや！　馬車を出せ！　逃げるんじゃ！　こっから逃げ……」


　だが、


「逃がさねぇええええええええええええ!!」


　と、女がハイヒールを脱いで、それを振りかぶり、投げた。


　瞬間、とんでもないことが起こった。


　ハイヒールが分ぶ厚あつい馬車の窓をぶち抜き、さらにはヒールの部分が、フォー伯爵の顔面のすぐ横、座席にざっくり突つき刺ささる。


　それに、


「ひ、ひぃいいいいいいい!?」


　と叫んでる間にも女の攻こう撃げきは続く。


　空間に手を踊おどらせ、信じられない速はやさで光の魔ま方ほう陣じんを描えがいていく。そして、


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち！」


　稲いな妻ずまが生まれ、馬車の半分を吹っ飛ばす。


　しかしまだ終わらない。


「稲光いづち！」


「稲光いづち！」


「稲光いづち！」


　目がくらむほどの雷光を、花柄ワンピースの女が何度も、何度も、何度も、これでもかと放ち、周囲を焼やき尽つくす……


　馬車が、跡あと形かたもなく吹き飛ぶ。


　その中央で、フォー伯爵は震えていた。もう、なにもできなかった。


「……あ、あうあ……ううう……」


　そんなうめき声をあげて、ただただ震えていると、いつの間にやら長身の女はすぐそばまできており……


「俺のいか……わ、私の怒りを思い知ったかこら！　これに懲こりたら今後一切、女拉ら致ちしたりしないと誓ちかえ。さもなきゃ殺す」


　それにフォー伯爵はこくこくとうなずいた。


「ち、誓う！　誓いますお嬢様……だ、だから命だけは、命だけは助けてくれ!?」


　が、女は顔をしかめ、


「お、お嬢…………ああくそ、まあいいや。だがおまえの命運は、いままで誘拐した女たちの状況次し第だいだな。無事なら助かる。死んでるなら……」


「こ、殺してません殺してません！　む、むしろ贅ぜい沢たくな暮くらしに満まん足ぞくしてるくらいで」


「よし、じゃあ案内しろ。女たちを解放する」


「は、はい……」


　そして女は、フォー伯爵の髪をつかむと、ずるずると引きずって歩き始めた。





　　　　◆





　そんな光こう景けいを、娼館の二階かいの窓から眺ながめながら、シオンは言った。


「……こ、怖こわ～。今度ばかりはライナ、めちゃくちゃキレてたな……ちょっとやりすぎたかな？」


　それにフェリスは、


「う、うむ。私もあんなライナは初めて見た」


「どうしよ？　ちょっとご機き嫌げんとったほうがいいかな？　でも、なんて言おう」


　するとフェリスは一瞬、困ったように腕を組んでから……


　急になにかひらめいたとばかりに手をぽんっと打つと、言った。


「うむ。ここはやはり、あのときはすごく綺き麗れいだったよ、と言ってやるのが乙女おとめとしては一番嬉うれしいのではないだろうか？」


　彼女は鬼おにだった。


　するとシオンも手をぽんっと打って、


「それだ！　ハイヒールも似合ってたよ、とかな」


　鬼二人目。


「じゃ、帰ってきたらみんなでそう言ってやろう」


　そう決まったが……





　帰ってきたライナにそれを言ったら……


　彼はそのまま娼館のトイレに閉じこもり、その日はもう、出てくることはなかった……







（ふろーらる・わんぴーす：おわり）







　えくすとら・すてーじ　Ｉ







　天才。人は彼をそう呼よぶ。


　だが、なぜ自分がそう呼ばれるのか、ラッヘル・ミラーには理り解かいできなかった。


　ある者はこう言った。


　ラッヘル・ミラーは、魔ま導どう、格かく闘とう、戦術、そのすべての面めんで、天才的だと。


　だがやはり、ミラーには理解できない。


　自分はやるべきことを、やるべき量だけこなしてきただけだ。


　結けつ果か、天才と呼ばれるほどの力がついたというのなら、それは誰だれにでも身につけることができる力だと、ミラーは考える。


　そういうものを、天才──つまり、天性の才能と呼ぶのはおかしいのではないか？


　そう、彼は思うのだが……


　しかしそれを言うと今度は、ある者がこう言ってきた。


　ラッヘル・ミラーが天才でなくて、他ほかの誰が天才だと言うのか？


　貴き族ぞくの出でもないのに、あっという間に少しよう佐さの地位まで昇り詰め、さらには『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの最高責せき任にん者しやになると、人材を集め、あの暗い闇やみの底にあったローランド帝てい国こくを改かい革かくしてみせた。


　それはまるで、未来を見通す目でも持っているかのような鮮あざやかな手て並なみで、彼はこの国を変えた。やはり、ラッヘル・ミラーこそが本当の天才だ。そう言うのだが……


　しかしやはり、それは的まと外はずれな意見だとミラーは思う。


　あの時代。ローランドに革命を起こすのは、そう難むずかしいことじゃなかった。


　舞ぶ台たいはすべて整ととのっていたのだから。


　腐くさった貴族。踏ふみにじられた民みん衆しゆう。


　必要だったのは、きっかけだけ。


　ミラーがしたのは、そのきっかけが現あらわれたときに、できるだけスムーズにコトを進められるよう、準じゆん備びして待つことだけだった。


　優ゆう秀しゆうな人材を集め、貴族を利用し……そして、きっかけ……シオン・アスタールという強きよう烈れつな光を持ったきっかけを待つだけ。


　やはりやるべきことを、やるべき量だけこなしていけばできる仕事。


　自分がしなくても、他の誰かがしただろう。


　そこには天才的な才能など一つも必要ない。


　いや、第一、本当の天才なら、こんなことに煩わずらわされるはずがない。


　と、ミラーは目の前でドンドンっと、強くノックされる扉とびらを見つめ、顔をしかめた。


　扉の向こう側からは、女……というよりも、かわいらしい少女のような声で、


「少佐！　ミラー少佐！　どういうことか説明してください！」


　なんて声があがっていて。その女の声に、


「またきたか……」


　ミラーは、いつも苦にがみばしっているような渋しぶい表情の顔に、さらに眉み間けんの皺しわを加えた。


　彫ほりの深い精せい悍かんな顔つき。無む駄だというもののない体たい軀くと身のこなし。姿勢正しく机つくえに座すわるその姿からは、まだ三十を過すぎたばかりという年ねん齢れい以上の貫かん禄ろくを感じさせる。


　彼がいまいる場所は、いつもの『忌いみ破やぶり』追撃隊官かん舎しやの一室。


　部屋にあるのは机と書類棚だな。あといくつかの書物だけという、なんの遊び心も感じられない部屋だが……


　ミラーはこの執しつ務む室しつを気に入っている。


　すべての書類、書物の配置が、仕事が効こう率りつ的てきに進むように整えられている。


　そして今日も、この静かな部屋で、やるべき仕事を、やるべき量だけこなせばいいはずだったのだが……


　目の前では、まるでその仕事の邪じや魔まをするかのように、激はげしいノックの音。


　ドンドン！


「少佐！　少佐ー？　いるんですか？　いないんですかー？」


「…………」


　ドンドンドン！


「いるんだったら返事してください！　はい、返事をどうぞ！……あれぇ？　少佐ー？」


「………………」


　ドンドンドンドン！


「カラードです少佐！　ミルク・カラード中ちゆう尉いです！　説明をください！　なぜ私がライナ・リュート追撃任にん務むから外されたのか説明を……ああもう！　今日という今日は、絶対会って説明してもらいますからね！　少佐！　少佐～!!」


「……………………もう勘かん弁べんしてくれ」


　ミラーは軽い頭痛を感じて、頭を押さえた。


　この乱らん暴ぼうに扉を叩たたいてくる少女は、ここのところ毎日こうして彼の執務室を訪おとずれては、ミラーの仕事を邪魔してくるのだった。


　さらにしつこくノックは続く。


　ドンドン！　ドンドンドンドンドン！


　だが、この扉を開けるわけにはいかない。
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　ミルク・カラードが、ライナ・リュート追撃任務から外された理由……その理由は、いまはまだ、彼女に説明するわけにいかないのだ。となると、適てき当とうな理由をつけて帰らせる必要があるのだが……彼女がそう簡かん単たんに帰ってくれるとは思えない。


　ということは……扉を開けたら最後。


　一日中付きまとわれて、今日はもう仕事にならなくなる。


　なら、どうする？　ミラーは腕うで組ぐみをし、しばらく考え込んでから、


「…………今日も居い留る守すを使うか？」


　言った瞬しゆん間かん。


　扉の外の少女が言ってくる。


「はい！　ノック百回しました！　もう入っていいですか？　いいですね？」


「な……どういう理り屈くつでそう……」


　が、ミラーの言葉が終わる前に、少女はさらに言ってくる。


「ミルク・カラード中尉、入ります！」


　そして扉が、開く。


　しかし、その一瞬前に、必要な書類を携たずさえ、ミラーは窓まどから外へと飛び出していた。


　ちなみに彼の執務室は三階。


　飛び降おりるわけにはいかないので、壁かべのタイルに指をかけ、そのまま登っていく。


　その身のこなしの素早さたるや、天才としか言いようがなかったが。


　彼は書類を口にくわえ、せっせと壁を登っていく自分の姿を思い浮かべて……


「…………なにが天才だ」


　渋い顔をまたしかめて、ため息いきをついた。


　そのまま、背はい後ごから聞こえる、


「あれぇ、ほんとにいない。どこにいったんだろ」


　なんていうミルク・カラードの声は無視して、ミラーは壁を軽々と登っていく。


　四階、五階、六階の、さらにその上。屋おく上じように顔を出し、誰もいないのを確かく認にんすると……


「……はぁ。なんで俺おれがこんなことを……」


　と、再びため息をつきながら、一気に屋上へとあがった。


　そのままもう一度周囲を確認する。


　真っ黒く塗ぬりつぶされた『忌いみ破やぶり』追撃隊官舎の上。


　あるのは給水塔とうと、屋上への出入り口である鉄製の扉。その扉の左右には、『屋上立ち入り禁止』などという看かん板ばんが無む駄だに二枚も貼はられているが、そんなのは誰も守ってないということを、ミラーは知っている。


「まあ……ここは気持ちいいからな」


　と、振ふり返って、景け色しきを眺ながめる。


　今日は陽気がよかった。


　風も穏おだやかで、寒くも、暑くもない。


　見えるのはローランドの城じよう下か街まち。さらにその先の平原や、山さん脈みやく。その景色をしばらく見つめ、ミラーは目を細める。ここからの眺めも、ここ数年でまるで変わった。


　革命が起き、シオン・アスタールが王になって以来、日ごとに街は活気づき、変へん貌ぼうしていく。


　平原が減へり、街が広がり、治水が進み……


　ここからの眺めで、このローランド帝国が、どんどん成長しているのが手に取るようにわかるようだった。


　誰もが笑え顔がおを取り戻もどし、この国にいれば幸しあわせになれると、そう思えるほどにこの国は成長し始めている。


　そう。この国は変わったのだ。


　あの暗い時代を抜ぬけ、あとはいいほうへ、いいほうへと進むだけ……


　みながそう信じ始めているのが、ここからの景色を眺めていると見えるようだ。


　だからこそミラーは、ここからの景色が好きだった。


「…………」


　誰もが、いまある幸福を、あたかも本物であるかのように勘かん違ちがいしているのが、手に取るようにわかるから……


「……状じよう況きようはもう、かなりまずいな……」


　それは、少し考えれば簡単なことのはずだった。


　誰かが幸せになれば、誰かが不幸になる。


　誰かが幸せになれば、誰かが嫉しつ妬とする。


　その結果、なにが起こる？


　答えは簡単だ。


「戦乱……だが、それも予想通りだ」


　なら、やるべきことも、やはり容よう易い。


　やるべきことを、やるべき手順で、やるべき量だけこなせばいい。


　そのやるべきことの中には、ミルク・カラードを……


「…………いや……」


　そこで、彼は思考を止めた。


　それはいま考えても仕方のないことだ。


　なら、考える必要は……


　が、そこで突とつ然ぜん。屋上の扉の向こう側から、騒さわがしい声があがった。


「こ、困こまります。ここは関係者以外立ち入り禁……ぐわ!?」


「ちょ、誰か応おう援えん……ぐは!?」


　聞き覚おぼえのある、衛えい兵へいの悲ひ鳴めい。そして、ドサドサっと、人が二人倒たおれる音。


　その音と同時に、ミラーの思考は巡めぐり始める。彼は目を扉へと向け、


「……ふむ。すごい殺さつ気きだな。扉越ごしにも伝わってくる」


　ということは、扉の向こうにいるのは、暗殺者か？　だが、こんな殺気を撒まき散ちらして、自分の存そん在ざいをあっさりバラすような暗殺者がいるだろうか？


　なら、いったいなんだ？


「まったく理解不能だな。殺気を振りまいているのに、暗殺者じゃない……」


　正体のわからない敵てきは、脅きよう威いだ。


　それはどんな戦術、戦せん略りやく書しよにも書かれていること。


　だが、そこでミラーは薄うすく笑えみを浮かべた。


「その程てい度どの殺気で私をどうこうできると思っているのなら、それは勘違いだな。許きよ可かなく『忌いみ破やぶり』追撃隊の官舎へ侵しん入にゆうし、衛兵を殴なぐり倒しておいて、無事に帰れると……」


　しかし、その言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられる。


　扉の向こうからあがった声。


「ライナ・リュートはどこにいる？」


　その、声を聞いた途と端たん、


「…………む」


　ミラーは思わず目を見開き、そううめいてしまった。


　扉の向こうから放たれる声は、女の声だった。しかし、ミルク・カラードの声ではない。


　彼女の声とは比くらべものにならないほどの鋭するどさと、威い圧あつ感かんを持った声。そしてそれは、ミラーがよく知っている声だった。


　だが、


「………………」


　彼女がここにいるのは非常にまずい。


　おまけにライナ・リュートの件に絡からんでくるのは……


「くそ」


　状況は、最悪だった。


　どうする？　どうするのが一番いい？


「……逃にげるか」


　と、彼が踵きびすを返そうとしたところで、


「逃げると殺す！」


「…………く」


　まるでもう、すべての行動が見み透すかされているかのようだった。


　とそこで、扉が開く音がして、ミラーはそちらを見る。


　すると扉はゆっくりと開いていき……


「さ～て、私に隠かくれてコソコソやってた罰ばつを受けてもらおうかしら」


　そして現れた女の姿に……


「……………………」


　ミラーは眉間にさらに深い皺を刻きざみ、今日一番の、渋い顔になった。





　　　　◆





　一方、場所と時間は変わって。


　夜。


「……きょ、今日も死ぬかと思った……」


　ライナ・リュートは疲つかれ切った声で、そう言った。


　いつもの寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、眠ねむそうに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。気けだるい長身瘦そう軀くをふらふらとゆらしながら、彼は王宮から自分の宿への帰り道を歩いていた。


「ってか、このままじゃまずい。ローランドに帰ってきてからのこの二か月……このままいじめっこ王シオンの言いなりに仕事させられてたら、絶対俺、過労で死ぬって。もうあのまま失しつ踪そうしときゃよかった……」


　そう、彼は半なかば本気で言った。


　というより、最近のライナは、本気で過労での死を考え始めていた。


　今日だって、なんだかんだ脅おどされたり騙だまされたりして、五日連続無む理り矢や理り徹てつ夜やで仕事をさせられ、


『五日徹夜とかありえねぇえええ！　ってかまじで死ぬ。まじで死ぬから帰らせてくださいお願いします』


　と泣いてお願いして、やっと解放してもらったのだ。おまけにそのときシオンは、


『ん？　あ、もう五日もたってたか？　そりゃまずい。さすがに俺も死にかねないな。よし寝よう。八時間休きゆう憩けい～。八時間後の仕事に備そなえて、ぐっすり寝るように！』


　なんて言ってから……さらに書類仕事を始めようとしているのを、ライナは見てしまった。そのときのシオンの姿を思い出して、ライナは震ふるえる。


「あ、あんな仕事狂の変へん態たいに付き合ってたら、まじでいくつ体があっても足りねぇ……」


　すると彼の横から、


「……うむ。あの詐さ欺ぎ師しめ……だんごを褒ほう美びに出せば私がなんでもするのをいいことに、無理難なん題だい押しつけおって……もう許ゆるせん」


　それにライナがそちらを見ると、そこには絶ぜつ世せいの美女がいた。金きん髪ぱつ青せい眼がん、スタイル抜ばつ群ぐんの華きや奢しやな体。腰こしには長ちよう剣けんという出いで立たち。


　相あい棒ぼうのフェリス・エリスだ。


　彼女も疲れ果はてた、眠そうな顔で続ける。


「……これ以上王シオンの奴やつには付き合えん。明日朝一番に、あのだんごの敵てきを殺して、豚ぶたのエサにしておいてくれ、ライナ」


　なんて滅め茶ちや苦く茶ちや言ってくるフェリスの言葉に、ライナはなにか言おうとして、しかし、眠ねむ気けでいまいち思考が働かない。


　だからとりあえず、


「……豚のエサ？　え～……あ～……じゃあとりあえずあれだ。豚買わなきゃな」


「……う？　豚？　なぜ豚を買いにいく？」


　その言葉に、ライナはフェリスを見る。


　すると彼女も限げん界かいを超こえているのか、いまにも目が閉じそうになっている。


　さらにライナの目も閉じそうになりながら、


「……んあ？　なんでだっけ。なんか誰かが豚肉食べたいって言ったような……」


「……ほう。だが甘あまいな。私はだんごが食べたい」


「そか。じゃ、明日はだんご買いにいくか」


「うむ。だんご買いにいく。楽しみ……………………くー」


　とそのまま、彼女はライナのほうへ倒れてきて……


　頭がライナの胸むねにどんっと当たる。


　その衝しよう撃げきにライナは、


「うお、俺いま歩きながら寝ねてた!?」


　目を開いた。それから彼の胸を枕まくらに、立ったまま寝ているフェリスを見る。


「って、おーい。まだ家じゃねーぞー。起きろフェリス」


「………………」


　しかし、返事はなくて。


　彼女はまるで子こ供どものようなかわいらしい寝ね息いきをたて、すやすや寝ていた。


　もう、なんの警けい戒かい心しんもない表情で、ライナに身を預あずけ、眠っている。


　そんな彼女を見て、ライナは……


「………………汚きったねぇ……おまえ、俺に家まで担かついで送らせる気か!?」


「………………」


　しかし彼女はあいかわらず、すやすやと気持ちよさそうに眠っていて。


「おい。起きてんだろ？」


「………………」


「こ、こいつ……ああったくもう仕方ねぇ。とっととこいつ運ん……っていまおまえ薄うすく目開けたろっ!?」


「いや、開けてない」


「起きてんじゃねぇええかぁああああ！」


　と、叫さけんだそのときだった。ヒュっという、なにかが空気を裂さく、鋭い音が響ひびいたのは。


「あ？」


「ん？」


　その音に、ライナとフェリスはすぐに反はん応のうした。


　音のほうを、見る。


　するとそこにはナイフが空中を飛んでいて。


　それが一直線に、ライナの顔面へ……


「うおっ!?」


　ライナはとっさに、フェリスを抱だいたまま、のけぞってそれをよける。それからのけぞった体を起こそうとするが、しかし、


「って、フェリス！　胸に重かさなるのやめて。倒れるから！」


「…………くー」


「こんな状況で寝てんじゃねええって、あ、だめ。倒れ……ってまたナイフきたぁあ!?」


　と、バランスを崩くずし、ライナはフェリスを胸に抱いたまま、その場に倒れてしまう……


　その、瞬しゆん間かんだった。


　フェリスが華か麗れいな動きでライナから離はなれると、彼の首をつかんで、まるで盾たてにするかのようにナイフへと突つき出し……


「ぎゃあああああ!?」


　ライナはとっさに、そのナイフを受け止める。そし後ろを振り返り、


「おまえ、俺を殺す気……」


　しかし、ライナの言葉はそこで止まる。背後ではフェリスがもう、地面に横になって、さぁ寝るぞ！　という体たい勢せいになりながら、申もうし訳わけ程てい度どに薄目を開けて言ってくる。


「よしライナ。いつも通りの動きでいくぞ。フォーメーションＡだ！」


　その、言葉に……ライナは半はん眼がんで、


「…………えーと……ちなみに俺は、フォーメーションＡなる言葉を、おまえからいま初めて聞いたんだが……まさかあれじゃないよな？　俺一人で敵やっつけてこいとか……そんないつも通り過ぎる展てん開かいじゃ……」


「いや、それはフォーメーションＢだ。フォーメーションＡは、私が寝ながらにして背後からおまえの援えん護ごを……」


「意味ねぇえええええええってこいつもう寝てるしっ!?　おまけに……」


　とそこで、ライナは振り返る。


　すると目の前にはもう、正面の深い草の茂しげみから、ナイフが、二本、三本、四本。


　全部、一直線にライナを狙ねらってきている。


　ライナはそれに、目を細めた。ナイフを器用に全部振り払うと……


「おまけに狙われてるのは、俺か。ったくなんなんだ？　いったい俺になんの恨うらみが……」


　するとそれにフェリスが背後から、


「うむ。私も驚いている。おまえが見み境さかいなく襲おそって妊にん娠しんさせた女たちの恨みがナイフにこもり、夜な夜な空を飛び回っているというあの噂うわさ……まさか本当だったとは……」


「なんの話だよ！　っておまえはこんなときばっか……あああもう、いいから寝てろ！」


「ん。任まかせた」


　そこで再びフェリスの寝息が聞こえ始め、それにライナは、


「任されたくねぇええええけど……」


　ライナはそのまま茂みをにらみつけた。


「やるしかねぇよなぁ……はぁ」


　ため息をつきつつ、敵の気け配はいを探さぐる。しかし、敵の気配は感じられない。ナイフが届とどく距きよ離りなのに、ライナも、それどころかフェリスにも気配を気づかせないほどの相手なのだ。


「ああもう、なんか長い夜になりそうな気がしてきた。おまけになんで俺が狙われてるのかすらわかんないし。あれだな。きっと暗殺者に殺される前に、眠気で死ぬな、俺」


　ぼやきながらも、彼は歩き始めた。


　気だるい表情のまま、しかし、神しん経けいは研とぎ澄すませていく。茂みを見つめ……


「さて、敵は……」


　すると、カサっと茂みがかすかに揺ゆれる。そして黒いフードとマントを身にまとった何者かが、その場を逃げ出して……


「見っけ」


　と、ライナも走り出す。茂みを飛び越え、一気に敵との間合いをつめる。敵の動きは素早かったが、ライナの動きはさらに速はやい。


「よし。こりゃ案外早く寝れるかも」


　ライナがそう呟つぶやいたところで、敵も追いつかれることに気づいたのか、振り返ってまた、ナイフを投げてくる。ナイフは一直線にライナの左ひだり肩かためがけて飛んでくるが……


「当たんねぇよ」


　と、ライナはそれを、右に軽くステップするだけでよけて……しかし。


　足下で、コツンっという音がした。


「へ？」


　そんな間ま抜ぬけな声をあげ、足下を見ると、ライナの足は見事に小さな魔ま方ほう陣じんと、その上におかれた魔方陣を発動するための水すい晶しようを踏ふんづけていて……


「うお、罠トラツプ？　ってことは、さっきのナイフは囮おとり……」


　不用意に足を水晶から離はなせば、罠トラツプが発動する。


「くそ……足止め……」


　が、そこで突然、


「違うな。足止めじゃない。そんなことも解わからないほど鈍にぶったか？　ライナ・リュート」


　それは女の声だった。その声に……


「な……」


　ライナは思わず、そんな間抜けな声をあげてしまう。


　その声に、聞き覚えがあったから……


　ライナは顔をあげて、正面を見る。


　すると目の前には、やはり黒いフードとマントを身にまとった女がいて……


　その女に向かって、ライナが、


「…………おまえ、まさか？」


　そう言うと、目の前の女は、かぶっていたフードを取った。


　するとフードから現れたその顔は……


　年のころは見た目二十代半なかばくらいだろうか？　肩まで伸ばした藍あい色いろの髪に、眼光鋭い瞳。口くち許もとには自信に溢あふれた力強い笑み。


　そのすべてに、ライナは見覚えがあった。


　それは遠い昔の記き憶おく。


　まだ、ライナが五、六歳さいのころの記憶だ。


　あれは確か、毎日の睡すい眠みん時間が十分しか与えられなくて、それ以外の時間は、この目の前の女に、


『はぁい組手の時間でーす。これからあなたをボコボコにするから、死なないように頑がん張ばりなさいな。そしたらまた強くなれるから』


　そしてボコボコ……


『はいはい、死んだふりしない！　魔ま導どう研究の時間よ。さっさといかないと殺すわよ。あとサボっても殺すから。はい、いってー』


　そんな記憶を、


「あ、う、あ……」


　ライナは、思い出すだけで震ふるえた。


　そう。この女は、いわばライナの魔法、戦闘、戦術、すべての師し匠しようにあたる人間で……


　彼女と過ごした日々は、地じ獄ごくだった。身も心もぼろぼろだった。


　組手でボコボコにされたりするのはどうでもいい。それより睡眠時間がほとんどないのが、きつかった。歩きながら寝るという必殺技も、あの当時開発したものなのだ。




[image: ]


　その、ライナをボコボコにしまくっていた女がいま、どういうわけか目の前にいて……


「じぇ、ジェルメ・クレイスロール……」


　ライナが震えながら言うと、ジェルメは楽しげに笑った。


「なぁによ。久ひさしぶりに美しい先生に逢あえて、感動で震えちゃう？」


　が、ライナはそれに、


「いや、恐きよう怖ふで……ぐわ!?」


　な、ナイフが飛んできた!?


　とっさに身を反らしてよけ、しかし、その反動で踏んでた水晶から足が離れそうになって、


「うわやばっ!?」


　必死に体勢を元に戻す。


　そんなライナにジェルメはさらに、


「で？　あまりの美しさに、感動で震えちゃう？」


「……………………はい。もうなんかすごいガクガク震えてるところです」


　するとジェルメは小さく笑って、


「あなた、あいかわらずねぇ」


「……ジェルメもね」


「でしょう？　よく言われるのよ。とても三十代には見えないって」


「え、三十代？　あれからそんなに……」


「三十代って言うなぁ!!」


「ぎゃぁああ!?」


　ま、またナイフが!?


「って、ジェルメ！　ナイフは洒落しやれになんないって。まじで死ぬから！」


　ライナは叫んだ。


　しかし、それにジェルメは、


「当然じゃない。殺すつもりで投げてるもの。私はあなたを殺しにきたの」


　と、懐ふところからさらに三本のナイフを取り出す。


　ライナはそれに疲れた表情で、


「…………ああもう、今度はなんの冗じよう談だんだよ。あんたがそんなことするはずがない……」


　それは、ライナが一番よく知っていることだった。彼女はライナと、そして当時ライナと一緒に彼女の教えを受けていた二人の生徒、ペリアとピアを、生きてこの国から逃がすため、命を捨てようとしたくらいなのだ。そんな彼女が、いまさらライナを殺す理由なんて……


　ジェルメがさらに言う。


「あのときおまえを生かしたのは、間違いだった」


　その言葉にライナは苦笑して、


「だぁから、なんの……」


「この、人殺しの化ばけ物ものが」


「…………」


　そう言ったときの、彼女の瞳は真しん剣けんで……


　ライナは言葉に詰つまった。


　人殺しの、化物。


　それはもう、言われ慣なれた言葉だった。


　とそこで、ライナは気づく。彼女がにらみつけるように見つめているのは、ライナの瞳だった。


　ライナの、黒い瞳。しかし、その中央には、朱しゆの五ご方ぼう星せいが浮いている。


　誰もが忌いみ嫌きらう、『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる呪のろわれた瞳だ。


　全ての魔法を見み透すかす瞳。


　しかし、一度暴ぼう走そうすれば、本人の意志とは関係なく、際さい限げんなく破は壊かいと殺さつ戮りくを撒まき散ちらす、狂くるった瞳。


　人と触ふれ合うことのできない化物。


　傷つけ、殺すことしかできない化物。


　だからライナはいつも、こう呼ばれる。


　化物。化物。化物！　化物っ!!


「………………く」


　思わずライナは、自分の目を隠かくすように手で押さえそうになって、しかし、それを踏みとどまる。そしてその瞳で、ライナはジェルメを見た。


「…………で、俺が『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物だから、殺せと、誰かに頼たのまれたのか？」


　だが、ジェルメはライナをにらんだまま、言う。


「化物は、死ぬべきだ」


　それも、言われ慣れた言葉。


　自分でだって、何度もそう問いかけた言葉。


　人殺しの化物は死ぬべきだ。


　呪われた化物は死ぬべきだ。


　何度も、何度も、何度もそう思った。


「…………じゃあ、ジェルメは誰か、大切な人を、『複写眼アルフア・ステイグマ』に殺されたのか？」


　その、問いに、


「…………」


　ジェルメは沈ちん黙もくだけで答えてくる。


　だが、その沈黙だけで、十分だった。ライナは自分の顔が歪ゆがむのを感じる。


　そしてまた、自分に問いかけ始める。


　自分は、生きてる意味なんてないんじゃないか？


　生きてるだけで、人を傷つける化物は……


　大切だと思った人を殺してしまう化物は……


　俺は、死ぬべきなんだって……


　何度も、何度も、何度も。


　ライナは前を見た。すると目の前では、ジェルメがナイフを振り上げている。


　あのナイフを、よけなければ、死ねる。


　死ねばきっと、いまより楽になる。


　それはわかっている。


　でも……


「…………」


　ライナはジェルメから目をそらし、一度後ろを振り返った。するとそこには、さっき飛び越えた草の茂みがある。しかし、彼が見ているのは、さらにその向こう。


　向こうにはいま、あの迷めい惑わくだんご娘むすめが寝ているはずで……


　さらにその先にある王宮では、いまだに寝ないで書類仕事をしているであろう迷惑仕事狂の姿を思い浮かべ……


「あ、なんかいま、あいつらに明日も振り回されるかと思うと死にたくなってきた……」


「なら死ね！」


　ひゅ！　っという音で、ジェルメがナイフを投げたのがわかった。


　そう。このまま振り向かなければ、すぐに楽になれる。


　死ぬのなんて、簡単なのだ。


　だがそこで、ライナは顔をしかめる。


　突然、なぜかさっきフェリスが言っていた言葉を思い出してしまって。


『フォーメーションＡは、私が寝ながらにして背後からおまえの援護を……』


　その、彼女の言葉に、さっきは意味ないって叫んだけど……


「…………意味、あるな」


　そう呟つぶやいた。


　俺は……援護されてる。


　ライナは振り返った。ナイフを振り払い、ジェルメを見つめ、


「……悪い。俺はまだ死ねない」


「誰もおまえが生きることを望のぞんでない！」


「それでもだ。いまはまだ、あいつらといるの、俺は嫌いじゃないんだ」


　ジェルメがさらにナイフを構かまえる。


　だがライナは気にしない。踏んでいた水晶から足を離す。と同時に、ライナは一度目を閉じて、再び開く。すると黒い瞳の中央に突とつ如じよ、朱の五方星が輝かがやき始める。


　呪われた瞳。その瞳は、全ての魔法を見み透とおす。


　ライナはその瞳で罠トラツプを見て、その魔法を無効化キヤンセルしようと……


　無効化キヤンセルしようと……


「って、なんの魔法も発動しないんだけど……」


　と、ライナが顔をあげると、目の前には、ジェルメがこちらの反応を楽しむような表情でこちらを見ていて……


　さらに舌したをぺろっとだして、


「騙だまされた？」


「……ま、まさか、いまの全部演技？」


「演出よ、演出。やっぱ師し弟ていの久しぶりの再会は、劇げき的てきなほうがいいと思って」


　なんて言葉に……


「ま、まじでそれだけ？　そんだけのために、俺はこんなめんどいことさせられたの？」


「そうよ？　盛もり上がったでしょう？」


　それに、ライナは頭を抱かかえた。そのまま心底疲れた声で、


「……もう、勘かん弁べんしてくれよ。ってか、用がないならもう、俺は帰り……」


「用があるからきてるんでしょうが。それが十数年ぶりに逢った、愛いとしの先生に対する態たい度ど？」


「愛しって……」


　しかし、ライナの言葉などまるで無視で、ジェルメは続ける。なぜか空を見て、昔を懐なつかしむような顔で、


「あのころのライナはかわいかったわねぇ。ガキのくせに私みたいな女の人と結けつ婚こんしたいとか言っちゃって。私に憧あこがれてたのねぇ」


　言わなきゃ殺されそうな勢いきおいだったろうが！　というライナの心の悲鳴は届かない。


　ジェルメはさらに続ける。今度はライナを憐あわれむかのような表情で見つめ、


「でも、残ざん念ねん。私はもう、いまは人のモノなのよ」


「お？　じゃ、結婚したのか？」


「そ。お腹なかにも子供いるし」


「えええええ!?」


　ライナは叫んで、ジェルメのお腹のあたりを見た。すると彼女は細いからわかりにくいが、確かに、少しだけ膨ふくらんでいるように見える……


　とそこで、


「ちなみに二人目」


「えええええええええええええええええ!?」


　その叫び声に、ジェルメは満まん足ぞくげにうなずいた。


「あなたの求きゆう婚こんに応こたえられなくてごめんね」


「え、あ、いや、そんなのはどうでもいいんだけど……へぇ。ジェルメが、親、ねぇ」


　子供が、ボコボコにされてなきゃいいけど……なんて、ライナは思わず心配した。


　しかしそんな心配をよそに、ジェルメの話は進む。


「でもまあ、そんなことはどうでもいいのよ。そんなこと伝えるために、わざわざあなたを化物って呼んで傷つける必要はないしね」


　その、言葉に……ライナは苦笑して、


「はは。俺はてっきり、昔みたいに、男にフラれた腹いせに、俺でストレス解かい消しようしたのかと思ったよ」


　しかし、ジェルメはそれには答えず、真剣な表情でライナを見つめてくる。そして。


「……私が見てなかった間に、ずいぶん強くなったわねぇ。昔は化物って呼んだら、狂ったように暴あばれたのに」


「……そうだっけ？」


「そうよ。昔のあなたは、死にたがりだったしね」


「昔のことは……よく覚えてないよ」


　だが、ジェルメはさらに続ける。


「おまけに私から離れて、あなたの『複写眼アルフア・ステイグマ』は暴走した。そのとききっと、あなたはたくさん人を殺してる」


「…………」


「その後失しつ踪そうして……で、再び私があなたの情報を聞いて会いにいったときにはもう、あなたは私に会おうとしなかった……そのときのあなたの気持ち。あなたが見ていた、深い暗くら闇やみを考えると……」


　ジェルメはライナを見つめる。それはまるで、憐れむような目で……


　が、ライナは首を振った。


「……ジェルメは……勘違いしてるよ。俺は別に辛つらかったことなんて……」


　しかし、ジェルメがそれに、


「強がらない。あなた昔から弱よわ虫むしなんだから。本当に辛くないなら……そんな悲しい目にはならないでしょうが」


　そう言って、彼女は彼の目をのぞきこんでくる。


　目……誰もが忌み嫌う、呪われた目。その目をジェルメは真まっ直すぐに見つめて……


　それにライナはなぜか……


「………………」


　なぜか、言葉が出なかった。


　するとジェルメは微笑ほほえんだ。


「でも、あなたはさっき私に、まだ死ねないって言った。あの死にたがりだったあなたが、まだ死ねないって。だから褒ほめてあげる。頑がん張ばったね。強くなった。いい子だ」


　そして彼女はそっと手をあげ、ライナの頭をなでてくる。いまはもう、ジェルメよりもはるかに高い位置にあるライナの頭を。


　それにライナは顔をしかめ……


「…………ってああもう、これなの？　こんなことしに、ジェルメはきたのか？」


「そうよ？　嬉うれしいでしょう？」


　それに、


「………………ああ」


　ライナは、うめくような声でそう言った。


　するとジェルメは満足げにうなずき、それからきょろきょろと周まわりを見回して、


「じゃ、ライナにまだ死ねないと言わしめた、金髪美人の彼女さんに挨あい拶さつしにいこうかね」


「はぁ!?　なんで突然そうなんの？」


「当然でしょう？　保ほ護ご者しやとしては、その娘こが息子むすこの結婚相手にふさわしいかどうか、見み極きわめないと……」


「いやだから！　あいつはそんなんじゃないって」


「あらららら？　手の早いあんたのわりにゃ……」


「手が早いってどっからの情報だよ！　ったくもう。いやでも、ほんとにそんなんじゃない。あいつとは……もっと違うんだ」


「どう違うのよ？」


　それにライナは、もう一度振り返る。


　草むらの、向こう。そして、


「あいつとは……約やく束そくしてるんだ。一度俺がこの国を裏うら切ぎって出ていったことがあって……そのときに俺は、あいつと約束したんだ」


　するとジェルメはにんまり笑って、


「約束ぅ？　なんか、女と秘ひ密みつの約束だなんて、いやらしいわねぇ」


　なんて言ってくるが、それにライナは肩をすくめた。


「そんないいもんじゃない」


　そこで、ジェルメの笑みが消えた。


「そうね。あんた、そんな色いろ気けのある約束なんて、できるタイプじゃないもんね。おまけにその娘ことどんな約束したのかも……」


　それに、ライナは笑った。


「想像、できる？　さすが先生」


　だが、ジェルメは相変わらず暗い顔で、


「最悪な約束……そんなんじゃ、誰も幸せになれない」


　最悪な、約束。


　そうだ。あれは最悪の約束。


　あいつには、嫌な思いばかりさせる。


　でも……


「でも……その約束があるから、俺は生きてられる」


　それにジェルメは……ため息をついて……


「……あなた、あいかわらずの馬ば鹿かね」


「教え子が成長してなくてがっかりした？」


「がっかりよ。だけど、そんなだめ男でも……かわいい生徒だからね。だから……」


　とそこで、ジェルメは警けい戒かいするように周囲を見回した。そして誰もいないのを確かく認にんしてから、


「いまから大事な話をする。ちゃんと聞きなさいよ」


「大事な話？」


　ジェルメはうなずく。そして、


「ライナ。あなた、いまのこのローランドという国を、どう思ってる？」


「ああ？　どう思ってるって……突然なんだよ。そりゃ、昔よりはだいぶ……」


　が、そこで、


「だいぶよくなってる……そう思ってるなら、あなたの勘違いよ。いや、あなたならもう、この先に起きることに、気づいてるんじゃないの？」


　この先に、起きること……？


　ジェルメの言葉は続く。


「確実に言えることは、このままこの国にいたら、あなたは不幸になる。いま、この国はそういうふうに回ってる。その歯車にあなたは組み込まれてるの。だから、そうなる前にこの国と縁えんを切りなさい。ペリアやピアを捜さがすのもいいわ。とにかくこの国を…………」


　しかし、そこで。ジェルメの背後。


　夜闇の向こうから、突然低い声があがった。


「おい」


　それも、聞き覚えのある声だった。


　ジェルメが振り返り、ライナもそちらのほうを見る。すると、そこにいたのは……やはり見覚えのある、男。なにかすごく嫌いやなことに耐たえているような、苦み走った顔の男。


　それだけでわかる。ラッヘル・ミラーだ。


　そのミラーにジェルメが言う。


「あなた[image: ]」


　瞬間、


「はぁっ!?」


　ライナは思わずそんな声をあげていた。


「へ？　え？　噓うそ？　そうなの？　じゃあ、ジェルメの旦だん那なって、ミラーなの？」


　と、言ったときにはもう、ジェルメが渋い顔のミラーに抱きついていて……ミラーがそれに、渋い表情のまま、言う。


「だからおまえにライナ・リュートの居場所を教えるのは嫌だったんだ。こんな寒い夜に出歩いて、お腹の子供に障さわったらどうする」


「ごめんなさい[image: ]」


「さあ、もう帰るぞ」


「はーい[image: ]」


　そして、二人はさっさと帰り始める。


　ライナのことは、完全に無視で。


「って、いまの会話の続きは？」


　が、やはり完全に無視。


　それにライナは、


「……いやだからなん……だいたいこの先に起きることって……」


　が、いちゃつきながら去っていく二人の姿に……


「……どうでもいいや、もう」


　ひどく脱だつ力りよくした気分で、ライナは深いため息をついたのだった。





　　　　◆





　天才、もしくは化物……人は彼をそう呼ぶ。


　その天才の姿を、ミラーは一瞬だけ振り返る。そして、


「……君には彼を救えないよ、ジェルメ。彼は私とは違う。本当の天才は……


　ただただ不幸だ」


　少しだけ悲しげな表情で、そう言った。







（えくすとら・すてーじ　Ｉ：おわり）







　えくすとら・すてーじ　II







　おかしい。


　なにかが、おかしい。


　いったいいま、このローランドでなにが起こってるの？





　頭の中でそんなことを考えながらも、


「…………むむむむむ」


　鏡かがみに映うつる自分の姿を見て、ミルク・カラードはそううめいた。


　鏡の中には、ふりふり揺ゆれる亜あ麻ま色いろのポニーテールに、十六歳さいという年ねん齢れいには見えない、愛らしい童顔。小こ柄がらな体には、彼女の部下たちがプレゼントしてくれたピンクのワンピースを着ていて……


　そのワンピースを、見る。思わずはしゃぎたくなるほどかわいらしいワンピース。


「………………………………むむむむむ」


　その、はしゃぎたくなる気持ちを、ミルクは必死で抑おさえていた。


　これは、罠わなだ。いまはこんな服を着て、浮うかれまくっている場合ではないのだ。


　でも、普ふ段だんずっと軍服ばかりを着て頑がん張ばってきて、久ひさしぶりにこんな服を着たら……


「きゃああああこれすごいかわいい…………って違ちがう！　うううううう」


　あわてて口を押さえて、再び我が慢まんする。


「がまんがまん！　違うでしょミルク。誤ご魔ま化かされちゃだめよ。これは、私の目を、ライナから逸そらすための作戦なんだから」


　ちなみに彼女は、弱じやつ冠かん十六歳にして、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき部ぶ隊たいの隊長だったりする。


『忌いみ破やぶり』追撃部隊というのは、自国の魔ま法ほうの秘ひ密みつが他国に漏もれないよう、ローランドの魔法を習得した者が国外へ逃とう亡ぼうした場合、それを追い、捕ほ縛ばく、または抹まつ殺さつするためのエリート部隊のことだ。


　そして彼女は、国外へ逃亡した『忌いみ破やぶり』、ライナ・リュートを追う、という任にん務むを受けてこれまで行動してきていたはずなのだが。


　それが突とつ然ぜん、その任務から彼女は外はずされた。


　おまけに、その詳しよう細さいを上司のミラー少しよう佐さにきこうとしても、ここ数日、まるで会うことができない。


　いや、それともそもそもライナ・リュート追撃任務自体がなくなった？


　でも、なんで？　どうして？


「……まさか、ライナはもう誰だれかに殺されたとかっ!?」


　思わずミルクは声をあげて、しかし、あわてて自分でその考えを否ひ定ていする。


「ううん。ありえない。そんなことあるはずない。ライナは……彼は……天才だもん。そう簡かん単たんに殺されたりするはずない」


　ライナのことは、ミルクが一番よく知っているのだ。


　彼の過か去こ。


　誰もが天才と呼んで恐おそれた、彼の過去。


　いつも悲しげな目をしていて……


　深い闇やみの奥おく。


　深い、深い闇の奥で、彼は独ひとりぼっちで。


　なのに彼は彼女にこう言ったのだ。


『おまえさ、泣なき過すぎ。死ぬとか言うなよ。おまえならいけるって。しぶといし。俺おれもさ、死ぬつもりはないからさ。だから……』


　その言葉の続きを、ミルクは呟つぶやいた。


「……だからおまえも死ぬな……」


　鏡に映る自分の姿を再び見つめる。


　生きてそこにいる自分を見つめる。


　狂くるっているとしか思えない訓くん練れん施し設せつでも……貴き族ぞくに買われ、軍で功こう績せきをあげるための人形として生きている間でも……


「…………だからおまえも死ぬな」


　その、彼の言葉だけを支ささえに、彼女は頑張ってきたのだ。いつかライナに再び会って、そしたらお礼を言おうって。恩返ししようって。それだけを支えに……彼女は生きてきた。


　なのに。


　ある日突然、すべてが変わった。


　シオン・アスタールがこの国の王になり。


　ミルクは突然中ちゆう尉いの階級を与えられ、『忌いみ破やぶり』追撃隊へと入れられる。


　追撃隊の人たちは、みんないい人ばかりで。


　上官のミラー少佐。部下のルーク、ラッハ、リーレ、ムー。みんなみんな、彼女にとって、大切な人たちになった。


　本当に、すべてが突然変わったのだ。


　突如彼女のまわりは幸しあわせなことばかりになって……さらに彼女に与えられた最初の任務が……捜さがし求めていた、ライナ・リュート追撃任務。


「…………できすぎてる」


　再会したとき、ライナは彼女を知らないと言った。でも、その理由は？


　さらにライナの言葉を思い出していく。


『だ、第一俺たちは、シオンの命令で……』


「…………」


　シオン。それはきっと、シオン・アスタールのこと。この国の王だ。そしてそれに気づいたとき、ミルクは黒い影かげの獣けものを従したがえた、悪あく魔まのような男に誘ゆう拐かいされ、気を失い、しかし、次に目を覚さましたときには、部下のみんなに囲かこまれていて……


　ルークが言った。


『大だい丈じよう夫ぶです。もうなにも心配いりません』


　なにが大丈夫なのか、まるでわからない。


　いくら聞いても、答えてもらえない。


　そして彼女は……なにもわからないまま、ライナ・リュート追撃任務から外される。


　それが、ここのところ彼女の身の回りで起きた出来事のすべて。


　本当に……


「…………わけがわかんない」


　もう、完全にミルクは、蚊か帳やの外だった。


　なにかが起きてる。ライナを中心にして、このローランドになにかが起きてる。でも、ミルクはそれに近づくことができない。


　ライナはミルクを知らないと言い、ルークはミルクになにも心配いらないと言う。


　それは、彼らの優やさしさかもしれない。


　危き険けんからミルクを遠ざけるための、優しさかもしれない。


　でも、


「…………私は、みんなを助けたいのに」


　とそこで、とんとんっと部屋がノックされた。そして扉とびらの外から、


「どうでしょう？　ミルク隊長によく似に合あうと思ったんですが」


　それはとても優しい声。ルークの声だ。


「あ、まだ着替え中ですか？」


「ううんううん！　もう着たよ！　これすごいかわいい！」


　ミルクはもう一度鏡の中を見る。


　ワンピースは、本当にかわいい。


「私にはもったいないくらい。本当にこれ、私なんかがもらっちゃっていいの？」


　するとルークが、


「もちろんです。着ている姿を、私たちに見せてくれるなら。中に入っても？」


「うん」


　そして扉が少しだけ開いて、その隙すき間まからルークが顔を現あらわす。穏おだやかな表情に、長い白はく髪はつ。まだ二十五歳と若いのだが、いつも優しくて、すごく頼たよりになる。


　彼はミルクの姿を見て、少し驚おどろいたような表情になり、


「あ……」


　が、言葉はそこまで。


　突然後ろからルークの頭を押し潰つぶし、


「ちょっとルーク先せん輩ぱいばっかりズルイです！　僕ぼくにも見せてくださいよっ！」


　ムーが飛び出してくる。いつもの天てん真しん爛らん漫まんな子こ供どものような表情。といっても、彼もミルクよりは年上なのだが。その無む邪じや気きな顔をミルクのほうへ向けて。途と端たん、これでもかと言わんばかりの笑顔になって……


「うわぁ……うわうわうわ！　すごい綺き麗れい！　さすがミルク隊長!!」


　なんて声をあげるムーを、さらに押し潰して、今度はラッハが扉の隙間から無む理り矢や理り顔を出した。


「お、俺にも見せろって」


　鋭するどい眼がん光こう。ぎゅっと引き締まった口くち許もと。ムーとほぼ同い年ぐらいだが、こちらは不器用で乱らん暴ぼうな少年のような顔だち。その顔が、ミルクを見ると少し困こまったようになり、


「あ、うん、えと…………ほ、ほらな！　ミルク隊長にはきっとピンクが似に合あうって……俺が言った通りだろ？　ばっちりだった！」


　嬉うれしそうに、笑う。


　その笑っている下で、ラッハとムーに押し潰され、ルークが顔をしかめながら言った。


「ちょ、ちょっとラッハ、ムー、落ち着きなさい。そんな二人して背中に乗っ……ぐわ」


　と、そのまま三人は床に崩くずれ落ちる。


　そこで扉がゆっくりと開き、リーレが入ってきた。どんなことがあっても、いつも落ち着いている怜れい悧りな瞳ひとみに、色白な肌はだ。ラッハとリーレよりも、さらに少しだけ年上の青年。


　彼はあきれた顔で、


「もう。慌あわてすぎですよ、ラッハ、ムー。扉を開ければすむことでしょうが。大丈夫ですか？　ルーク先輩」


　と、ルークの上に倒たおれているラッハとムーを引っ張り上げてから、ミルクのほうへ顔を向ける。すると、普ふ段だんあまり表情の変わらない彼の顔が、少しだけ微笑ほほえんで、


「確たしかに。すごくよく似合ってます」
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　そんなふうにみんなが言ってくれて。


「……ほ、ほんとに？」


　ミルクは、もう一度鏡のほうを向いて、自分の姿を見た。確かにみんなが買ってくれたワンピースは、すごいかわいい。


　だけど……こんな服、自分では本当にほとんど持ってないし、着たことがないのだ。


　いままではずっとずっと、軍服や、訓練のための服ばかりを着ていて。


　だからこそ、みんなが買ってくれたんだけど……


　鏡の中に映る、自分の姿を、見る。


　女の子らしい服を着た、自分の姿。その姿は、せっかく服はかわいらしいのに……自分はそれを、全然うまく着られていないように見えた。


　まるで……まるで似合ってない……


「………………」


　だから、ミルクは笑え顔がおで言った。


「あ、あの……みんな、ありがとう！　このワンピース、すごいかわ……」


　が、その言葉を遮さえぎって、ルークが立ち上がりながら、


「ワンピースじゃなくて、ミルク隊長がかわいいんですよ。本当にすごく似合ってます」


　せっかく笑顔でそう言ったのに、簡かん単たんに気持ちを見み透すかされた。


　それにミルクはうろたえて、


「で、でも……」


　だが、ルークはミルクの言葉を、さらに遮ってくる。


「でもじゃありません。本当にとても綺麗です。隊長は私たちの誇ほこりなんですから、自信を持ってくれないと困ります。そうだろみんな？」


　するとラッハやムー、リーレがうんうんとうなずく。それを確かく認にんしてから、再びルークはミルクを見て、優しく笑う。そして、


「もう一度言います。すごく綺麗だ。とてもよく似合ってます。ほら、もう一度ちゃんと鏡を見てみてください」


　その言葉に……


　ミルクはもう一度、鏡を見る。


　さっきと同じ、ピンクのかわいらしいワンピース。そしてさっきと同じ、そのワンピースを着込んだ、自信のなさそうな自分。


　なのに……なぜか、さっきは似合わないと思ったのに、今度見たときは、少しは似合ってるように見えて……


「…………あ」


　途端、ミルクは思わず泣きそうになった。


「…………う」


　ルークたちのほうを見て、なにか言おうとする。なのに、声が出ない。


　すごく嬉しいってみんなに言いたいのに、声が出ない。ただ泣きそうになって、それをこらえるように顔が歪ゆがんで。


　ルークたちが、そのミルクの顔を見る。


　それに、違うって叫さけぼうとする。


「…………う、あ」


　なのにまた、声が出ない。


　こんな顔したいんじゃないのに。すごく嬉しいって言いたいのに。


　ありがとうって、伝えたいのに……


　声が出ない。


　どうして？　なんでこんなときばっかり、感情をコントロールできないの!?


　いつだって、どんなに辛つらいときだって、笑ってられたのに。


　なんでこんなときばっかり……


　こんな顔してたら、みんなが嫌いやな気分になっちゃうのに……


　笑顔を作ろうとする。


　でも、そうすればするほど、顔が歪む。


　その顔を見て、ルークが口を開く。


　待って。


　違う。私はすごく嬉し……


　が、ルークは言った。


「ほらね？　すごく似合ってたでしょう？」


「……え？」


　だが、ルークはさらに言う。


「喜んでもらえて、よかった」


　やはりいつもの、優しい口く調ちよう。


　またも全部、見透かされてる。


　こんなに顔を歪めてるのに、ルークはそれを嬉しそうに眺ながめて……


　それにミルクはまた、泣きそうになった。


　でも、今度はこらえられない。


　涙なみだが目から溢あふれてきて……


　するとムーとラッハが慌てて、


「あ、あ、み、ミルク隊長!?」


「な、泣かせた!?　ああもう、ルーク先輩、いじめすぎだぞっ！」


　と、駆かけ寄よってくる。


　ルークもうろたえた顔になり、


「え？　ええ？　い、いじめてるつもりは……ああ、すみませんミルク隊長。わ、私、いじめてましたか？」


　それにミルクは涙を流しながら首を振ふる。


「……ち、違う。すごく……すごく……」


　が、そこでまた、言葉が出なくなる。


　なのにルークはミルクの頭にぽんっと手を載のっけて、なでながら、


「はい。私たちも、ミルク隊長の部下になれて、嬉しいですよ」


　まるで子供扱あつかいだ。なにも言わなくても、全部伝わってる。


　ミルクは顔をあげ、


「わ、私もみんなと出会えて、嬉し……」


　そう叫ぼうとしたところで……


「あ、ルーク先輩ばっかりずるい！　僕も隊長の頭なでたい！」


　と、ムーの手がミルクの頭を勢いきおいよく押し、


「……へ？　って、わわっ!?」


　頭がぐるぐる揺ゆれる。


　続いてラッハが、


「あ、俺も俺も……」


「…………えええ、わわわ、わわっ!?」


　頭がぐるんぐるん揺れる。


「め、目が……あ、ああ…………あうっ！」


　そしてそのまま、ミルクはその場に倒れた。


　瞬しゆん間かん、ムーとラッハが、


『た、隊長おおおおおおおおおおおお!!』


　なんて叫んだところで、リーレがため息いきをついて、


「ああもう、二人ともなにをやってるんですか。ミルク隊長、大丈夫ですか？」


　心配げに言ってくる。だが、ミルクはそれに、今度こそ本当の笑顔で言った。


「うん！　私いま、すごい幸せ」


　するとルークたちは笑う。


　つられてミルクも笑う。


　自分がこんなに幸せになれるなんて、思ってもみなかった。


　世界がこんなに優しいなんて、思ってもみなかった。


　彼らに出逢えて、本当にすべてが変わったのだ。


　ルークが、


「さあ、じゃあ、せっかく着替えたんですから、どこかにお出かけしましょうか。久しぶりの休きゆう暇か、めいっぱい楽しまないと。ミルク隊長はどこへいきたいですか？」


　その問いに、ミルクは悩なやむ。


「え？　あ、えと……ど、どこいこ……みんなと一いつ緒しよならどこでも……」


　するとそこでリーレが、


「ちなみに事前に調べておいた情報によりますと、商店街で、お菓か子し市いちが行われ……」


「お、お菓子市!?　え、え、それって、お菓子がいっぱいあるってこと？」


　リーレはうなずく。


「それほど市の規き模ぼは大きくないようですが、それでもそれなりに揃そろっていると思います」


「け、ケーキも？」


「はい」


「ちょ、チョコも？」


「もちろんです」


　瞬間、ミルクの頭の中にケーキやチョコがあふれ出し、その中のケーキに顔が現あらわれると、


『やあお嬢じようちゃん。お菓子は大好きかい？』


「う、うん！」


『じゃあミルクちゃんのために、僕がお菓子の家になってあげよぉ～』


　途端、ケーキやお菓子が踊おどりだし、みるみるうちにお菓子の家が完成すると……


「うわぁ……!?」


　ミルクは、目をきらきらさせながらそれを眺めた。きっとお菓子市では、そんな展てん開かいが待っているのだ。そこに、いまからいくのだ。


　そしたらそしたら、いまだってすごい幸せなのに、その百倍は幸せになっちゃって……


「わ、私、幸せすぎて、倒れちゃうかもしれな……」


　しかし、ミルクはそこで言葉を止めた。


　そして、再び鏡を見る。


　鏡の中の少女は、女の子なら誰でも喜びそうな、かわいらしいピンクのワンピースを着て。そして、女の子なら誰でも一度は夢に見る、お菓子の家が建たち並ならぶ、お菓子王国へいまからいくという。


　もう、はっきり言って、これ以上ないほどの幸せがいま、彼女の手の中にある。


　でも……


「…………」


　ミルクは表情を曇くもらせる。


　するとそこでルークが、


「さあ、お菓子を食べにいきましょうか！」


　微笑ほほえんで、そう言ってくる。


　その微笑みは、ミルクの不安や心配を、すべて取り去ってくれる、優しい微笑み。


　もう、何も悩む必要はないんだよって。


　もう、普通の女の子のように生きていいんだよって……彼は、いつもそうやって微笑む。そしてミルクのことを、家族と呼んでくれる。


　かつて彼はこう言った。


『私たちはあなたが好きで、部下になった。好きだから一緒にいるんです。だからあなたには、いままで失ってきたものを取り戻してほしいし、幸せになってほしい。私たちは国のために戦うわけじゃない。人のために戦うんです。自分の目に映る、大切だと思える人たちを、少しでも救すくえるように……』


　ミルクが失ったもの。それはワンピース。お菓子の家。家族がいて、いっぱい笑って、遊んで、そんな、普通の女の子のような毎日。


　そのすべてがいま、彼女の周まわりにあって。


「私ね……すごい幸せ」


　ミルクはルークを見て、そう言った。


　すると彼は、やはり優しく微笑んで、


「それは私のセリフで……」


　が、ミルクはその言葉を遮って続ける。


「でももう、守られるのは嫌いや」


　そしてまっすぐにルークを見つめた。


「…………」


　すると彼は、やはり微笑んだままで、しかし、少しだけ悲しげな表情になってから、


「ワンピース、気に入りませんでしたか？」


　ミルクは思いっきり首を振った。


「ううん。すごくかわいいし、すごく嬉しかった。けど、私だけが笑ってるのは嫌なの。ルークたちも一緒に、笑ってほしい。私の知らないところで、みんなが辛い思いをしてるのは嫌。みんなはいったい、私をなにから守ってるの？」


　それは襲おそってきた黒い影のこと。


　突然のライナ追撃任務からの解かい任にん。


　すべてミルクの知らないところで処しよ理りされて、しかし、確かく実じつになにかが進んでいる。


　ここローランドに帰ってきて以来、次々とおかしなことばかりが起こっているのだ。


　それはいったい……


「いったいいま、ローランドでなにが起こってるの？」


　ミルクは聞いた。


　するとルークはますます困ったような表情になる。一度考え込むように沈ちん黙もくしてから、


「いまはまだ、なにも教えたくない……そう言っても自分で調べ始めちゃいますよね？」


　ミルクはこくんっとうなずいた。調べるのはきっと簡単。問題は、不用意に動くと殺されかねない危険性があるということ。そうじゃなくても黒い影に襲われ、一度誘拐されているのだ。なにが起きているのか、まるでわかっていない状じよう況きようで動くのは、危険だ。


　でも、それでも……ミルクは言った。


「みんなが傷ついてるのに、なにもわからないまま守られてるのは嫌。だからみんなが止めても、きっと私一人でも調べ始め……」


　が、そこで言葉を止めて、


「あ、あ、でもでも、私が動いたせいでみんなが危険にさらされたりしたら……じゃ、じゃあどうしよう？　えーと、うーんと……」


　と、頭を抱かかえて悩み始める。


　それをルークは困った顔のまま、しばらく眺めてから、ぷっとふき出す。


「ああ、ああ、悩まなくていいです。ミルク隊長の決意の固さはわかりました」


「え？　じゃあ」


「はい。でも……できればもうしばらく、ミルク隊長には、闇を見ないでほしかったんですが……」


「…………闇？」


　しかしその問いかけにルークは答えず、周囲を見回した。それはまるで、誰かがこの場所を監かん視ししていないか、探るように。


　それから再びミルクを見て、彼は言った。


「……いや、やはりこの話はなしにしましょう。たいした話ではないので」


「…………っ！」


　その動きだけで、ミルクは全身を緊きん張ちようさせた。いるのだ。監視が。


　ルークを見る。彼はまたも、いつもの優しい微笑みで。一度肩かたをすくめて、大丈夫だと伝えてくる。そのまま彼は続けた。


「それよりも、そんなに仕事がしたいのなら、今日のお菓子市はなしです。私に出されている任務を、隊長に譲ゆずりましょう」


　言って、懐ふところから数枚まいの紙を取り出し、ミルクに手渡してくる。


「え？　って、これって……」


　その紙を、見る。それは任務書だった。


　ライナ・リュート追撃任務のときは、ミルクが渡された任務書。


　ミルクには休暇が与えられ、その部下であるはずのルークに、別の任務が与えられていたのだ。


　ミルクは書類を見た。


　するとそこにはこうあった。





『忌いみ破やぶり』フェダン・スクワラーの抹まつ殺さつ。





　抹殺!?


　ミルクはそれに、思わず悲ひ鳴めいをあげそうになる。


　抹殺……それは、見つけ次し第だい殺せということだ。ミルクはまだ、そんな任務は受けたことがなかった。いや、そもそも、ライナを捕縛する任務しか受けたことがないのだ。なのに、ルークにはミルクの知らないところで、こんな任務が……


　ミルクは顔をあげた。


　するとルークは、やはり悲しげな表情で、


「隊長とお菓子市へいって、夜になってからその『忌いみ破やぶり』を追おうと思ってましたが……さっそく準じゆん備びしましょうか」


　そのまま彼は、踵きびすを返す。


「で、でもこれ……」


　が、ルークはそれを遮って、


「それはいく途中で。準備を」


　そしてルークは部屋を出てしまった。


　続いてラッハ、リーレ、ムーも、身振り手振りで、なにやら監視のいないところで話そうと一生懸けん命めい伝えてきてから、出ていって。


　部屋には再び、ミルク一人が取り残された。


「…………」


　ミルクはそのまま、もう一度任務書を見た。


　それから、鏡に映った、女の子を見る。


　かわいいワンピース。


　おめかしして、これからお出かけするのだ。


　それも、お菓子のお家うちを見にいくのだ。


　いっぱい笑って。悩みなんかなくて。


　鏡の中の彼女は、すごく幸せそうに見えた。


　でも……


　ミルクはにっこり笑顔を浮かべ、その幸せそうな女の子に手を振った。


「ごめんね。ばいばい。そっちで幸せになってね。私はこっちで……」


　鏡から目をそむけ……


「こっちで、大切な人たちを助けるから」


　そして彼女は、ワンピースを脱ぬぎ始めた。





　　　　◆





　走る。ミルクを先頭に、ルーク、ラッハ、リーレ、ムーがその後を追って、走る。


　一度ミルクは背はい後ごを振り返る。


　彼女が確かく認にんできる範はん囲いには、監視者はもういなかった。ローランドの帝てい都とを出てすぐのところあたりで、振り切り、いまはもう帝都からもだいぶ離れ、ネルファの国境付近まできてしまっているのだが……


　ミルクは言った。


「まだ、誰かついてきてるかな？」


　それにルークが答えた。


「いえ、たぶん全部振り切りましたね」


「じゃ、もうなに話しても大丈夫？」


「はい」


「私たちを監視してるのって、何者なの？」


　その問いに、しかし、ルークは肩をすくめ、


「わかりません。私たちは、いろいろな勢力に監視されてますから」


「いろいろな勢力？」


　それにルークが彼女に追いついてきて……


「まあ、『忌いみ破やぶり』追撃隊は、そういう集団ですからね。あらゆるところから、恨うらみを買ってる。暴ぼう君くんだった前王を追いやり、シオン・アスタール様を王の座につけた革かく命めいの、影の立役者が、ミラー少佐だっていうのは、ミルク隊長も知ってるでしょう？」


　ミルクはうなずいた。


「あ、それじゃ、監視してるのは、私たちをよく思ってない、貴族の人たち？」


　だが、ルークは首をかしげる。


「う～ん。まあ、いろいろです」


　そのまま後ろを振り返って、


「リーレは、あれがどこの所しよ属ぞくだったかわかるか？」


　しかしリーレは首を振った。


「……いえ。すみません。しかし、警けい戒かいに値あたいする敵てきではないでしょう。本当に怖こわい敵は、こうもあっさり振り切ることはできません」


　ラッハが続ける。


「ちょっと走ったら、すぐに消えたもんな」


　ムーも元気に、


「あんな奴やつららっくしょー!!」


　ミルクはそれにうなずいた。


　あの程度であっさり振り切れるレベルなら、警戒する必要はないだろう。


　ミルクは再びルークを見た。


「じゃあ、さっきの話の続きを……」


　が、ルークは首を振る。


「いえ、隊長には、言葉より、見てもらいます」


「見てもらう？　って、なにを……」


　その言葉の意味を、彼女は頭の中でめぐらせる。そしてさっきルークが言った言葉を思いだす。


『……できればもうしばらく、ミルク隊長には闇を見ないでほしかったんですが……』


　闇……それは、どういう意味だろう？


　ミルクの質問は、いまこのローランドで、いったいなにが起こっているのか、だった。


　じゃあ、闇というのはそれに対する答え？


　でも、さっき話した通り、この国は変わった。英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールが王座について以来……この国は変わったはずなのだ。


　街まちを見ればわかる。誰もが笑ってる。


　この国は、かつてとは違う。


　だけど……


　ミルクは、懐からさっきの任務書を取り出し、見た。


　任務書の内容を要約すると、こうだ。


『『忌いみ破やぶり』フェダン・スクワラーは、ローランドの魔法を使えるだけでなく、全ぜん結けつ界かいの技術も施ほどこされている。他国の軍に捕つかまりローランドの魔ま導どう技術を研究されるわけにはいかない。よって、見つけ次第、抹殺すること』


「……抹殺」


　ミルクは、小さく呟いた。


　ちなみに、全結界というのは、魔ま方ほう陣じんで構こう成せいされた刺青いれずみを、子供の体に無理矢理手術で組み込むことで、常に結界を発生させ、通常では知覚できないほど広い範はん囲いの出来事を見通すことができる能力。


　しかし、大きな力には、大きな代だい償しようを伴ともなう。刺青を埋うめ込まれた子供のうち、九割は死亡するのだ。仮に生き残ったとしても、視覚、聴ちよう覚かくを失うという、かつての狂ったローランドで行われていた、狂った人体実験……


　かつてミルクがいた孤こ児じ院いんでも、何人かこの実験の対たい象しように選ばれ、連つれていかれた子供たちがいたが、しかし、戻もどってきた子は……


　ミルクは思いだして、顔をしかめた。


「でも、この実験はもう……」


　その言葉に、ルークはうなずいた。


「ええ。もう、何年も前に打ち切られてます。最初この研究は他国の情勢まで見通せる『遠見』の能力を開発しようと研究されましたが……どんなに研究しても……知覚範囲はある一定以上広がらなかった。だから研究は中止されました。子供たちの死だけを残して」


「…………」


　それが、かつてのローランド。驚くには値しない。ミルクがかつていた場所も。ライナがいた場所も。いや、ルークたちがいた場所も、そういうところだったのだ。


　でも、いまは違う。シオン・アスタールが王になり、この国は変わ……


　が、そこでルークが続けてくる。


「お喋しやべりはここまでです、ミルク隊長。目もく標ひように追いつきました。指示をください」


　指示……そう。指示だ。部隊の隊長として、的確な指示を出さなければならない。


『忌いみ破やぶり』……いや、ここはまだ、ローランド国内だから、そう呼ぶべきではないのかもしれないが……しかしローランドの魔法体系を国外へ漏もらす可能性があるものはすべて、捕縛、もしくは……


「……抹殺対象」


　ミルクは小声で呟き、それから、どんな状況に陥おちいっても、冷静に対処できるよう、緩ゆるんでいた気を引き締しめた。


　相手は周囲のすべてを見通せる全結界の能力者。すでにこちらの存在にも気づいてるだろう。なら、どう対処しよう？


　ミルクは小さく息を吸すい、それから前方を見つめた。


　その、目の前にいたモノを見て……


「………………えっ!?」


　ミルクは全身を緊張させていたにもかかわらず、思わずそんな声をあげてしまった。


　目の前。ローランドからネルファへと続く街かい道どうから、少しそれた荒こう野やに、二人の人間がいて……一人はミルクたちと同じローランドの軍服……それもミルクたちと同じ、『忌いみ破やぶり』追撃隊の制服を着ており……


　そしてもう一人のほうは……


　まだ、四、五歳の少年だった。


　でも、いったいどちらが『忌いみ破やぶ……


　が、その疑問に答えるようにルークが、


「子供のほうが、『忌いみ破やぶり』、フェダン・スクワラー。もう一人は私の部下です」


　と、言ってる間にも、ミルクたちは二人のそばまでやってきてしまい……しかし、『忌いみ破やぶり』のはずの幼おさない少年は、警戒するどころか、こちらに意い識しきを向けてすらこない。


　ただ、目を閉じたまま、どこかふらふらとした足取りで前に進むだけで……


　それをルークの部下が支えながら、こちらを向いて……


「あ、ルーク先輩」


　その言葉に、ルークが聞く。


「状況は？」


「あまり、よくないです」


「そうか……よし、下がっていいよ。あとはミルク・カラード部隊が引き受ける」


「はい」


　言って、その部下はあっさりその場を走り去る。すると少年は支えを失い、ふらふらとよろめいて……


　そして突然！
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　地面に嘔おう吐としながら倒れこみそうになる。


　それにミルクは慌てて、


「え、ちょ!?　大丈夫っ!?」


　思わず少年の体を支えていた。続いてルークが、その少年の背中をさすりながら、


「……無理はしなくていいから」


　すると少年はこくんとうなずき、


「あ、ありがとう……」


　幼い声で、そう言う。だが、その言葉に、ミルクはますます混こん乱らんする。なに？　いま、いったいなにが起きてるの？


　少年を見る。苦しそうに嘔吐を続ける少年。まだ本当に幼い。病気かなにかなのか、ひどく辛そうな表情をしていて……


　ルークが言うには、この少年が『忌いみ破やぶり』フェダン・スクワラーだという。


　しかし、それはおかしい。こんな幼い子供に、全結界の刺青が埋め込まれてるなんて。


　全結界の人体実験は、もう、何年も前に打ち切られてるはずなのに。


　いや、シオン・アスタールが王になってからは、人道に外れるような研究は、すべて行われなくなっているはずなのに……


　ミルクはルークを見た。


　しかし彼はなにも言わない。


　とそこで、少年は目を閉じたまま、こちらを見あげてくる。弱々しく微笑んで、


「あ、ありがとうお姉ねえちゃん。も……もう大丈夫。一人で……立てる。ごめんね……靴くつ、ちょっと汚よごしちゃった……」


　その言葉に、


「…………」


　ミルクは震ふるえた。


　彼は目を閉じている。なのに、まるで周囲の状況がすべて見えているかのようで……


　間違いない。


　彼は……全結界の研究の犠ぎ牲せい者しやだ……


　少年は立ちあがる。そしてまた、目を閉じたまま、ふらふらと歩き出す。


　どこへいくの？……そう聞こうとしたところで、ルークが言った。


「今年の初め……全結界はついに、ネルファ側の国境付近をも覗のぞけるほど、広い範囲を知覚できるようになりました」


　それにミルクは、


「こ、今年っ!?　で、でも、全結界の研究は打ち切……」


　が、言葉を遮って、ルークは淡たん々たんと続ける。


「研究を推おし進めるのに死んだ子供の数は、千十四人……彼は千十五人目。しかし今回の研究にも問題が起きた。あまりに広範囲を知覚できるゆえ、それを知覚する人間の神しん経けいがもたなかった。大量の情報に呑のみ込まれ、徐じよ々じよに脳のう細さい胞ぼうが焼け付き……やがて死に至いたる。彼はもう、いつ死んでもおかしくない」


「……そんな」


　ミルクは少年を見た。苦しそうな表情。もう、ラッハやムーが支えていないと、歩くのすら困こん難なんに見えた。なのに彼は歩く。ネルファとの国境へ向かって。でも……


「そんな……そんな体でいったいどこへいくの？」


　しかしその問いに、少年はなぜかまた、微笑む。そして微笑みとはうらはらに、苦しそうな声で……


「女め神がみに……最後に女神に会いにいくんだ」


「め、女神？」


　少年はうなずく。


「ネルファに……女神が……僕の……うぁ」


　しかし、また彼は嘔吐して、その場にくずおれる。ミルクは慌ててそれを支える。すると彼女の服が少年の吐はいたもので汚れてしまい……少年はすまなさそうに、


「ご、ごめ……う、うぁああああっ!?」


　言葉は続かない。少年は悲鳴をあげ、頭を押さえる。


　ミルクは思わずその少年の頭を抱だきしめた。彼にどんな苦く痛つうが襲っているのかわからない。


　でも、彼を抱きしめると、悲鳴は止まった。


　だが、そんなことにはなんの意味もない。


「なんで……どうして……なにが……」


　ミルクができるのは、そんなどうでもいい言葉を吐くことだけ。


　しかしそんなミルクに、ルークはあくまで淡々とした口調で言ってくる。


「では指示を、隊長。彼には軍の上じよう層そう部ぶから、抹殺命令が出ています」


　それに、ミルクは顔をあげ、ルークをにらみつけた。


「……これは、なんの試験なの？」


「というと？」


「軍の上層部からは抹殺命令が出てる……でも、その軍からこの子を逃がしたのは、ルークたちでしょ？」


「…………」


　彼は答えない。ただ悲しげに微笑むだけ。しかしもう、ミルクが次に言うことは決まっていた。


「……指示をだします。この子を連れて、国境を越こえ、ネルファへ入ります」


　するとルークたちは一斉に、


『はい』


　そう声をあげた。





　　　　◆





　ネルファの国境警備兵の目を盗ぬすみ、ネルファに侵しん入にゆうできたのは、翌よく朝あさだった。
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　目的地は国境にほど近い、小さな山村。


　女神は、その小さな山村にいた。


　その日は、天気がよかった。雲一つない空から、降ふり注そそぐ陽ひ射ざし。


　田舎いなか村の朝らしく、村人の朝は早い。


　何人かはもう家から出て、洗せん濯たく物ものを干ほしていたり、隣近所の人と挨あい拶さつしていたり……


　ミルクたちは、山側の草むらに隠かくれて、そんな光景を眺めていた。


　ミルクに抱かれるようにして、閉じた瞳ひとみで村を見ている少年は、昨日きのうの夜よりもさらに弱っていて……真まっ青さおな顔をしていた。


　しかしそれでも……村のほうを眺めている少年の表情は、明るい。


　ミルクはその少年に、


「ここで……ここでいいの？」


　少年は弱々しくうなずく。


「……くる。もうすぐ家を出てくる……こんな、こんな近くに……」


　彼は、微笑む。


「あなたの女神？」


　ミルクは再び、村のほうを見る。しかし、彼女には見えない。全結界を持っている彼だけが見ることができる女神。


「いつも……いつも見てた。あの娘こは……すごい楽しそうに笑うんだ……悩みとか、ないみたいに……お父さんや、お母さんに……怒られても……木登りしてるときみたいに……嬉しそうに……」


　とそこで、木造の小さな家の扉が、これでもかというほどの勢いで開かれ、一人の少女が飛び出してくる。


　そして力強く両手を上げて、


「……………………」


　なにを言ってるのかは、ミルクにはきこえなかったが、ひどく楽しそうなのはわかった。


　すると少年の表情がさらに緩む。


「……今日も気持ちいい……朝だって。なにして遊ぼうって言ってる……でも……僕は……か、彼女が……うぁ……雨の日だって同じこと言うの知って……ぐ、うがぁあ……」


　彼は小さくうめく。でも、もう、自分で頭を押さえる力すら彼にはない。


　ミルクはその彼を抱きしめて、


「もう、もう喋しやべらなくていいから。だから」


　しかし、少年は続ける。


「うあ……か、彼女の周りは……いつも……平和で………………彼女がいると……みんな笑ってて…………い、いつか、僕も……」


　震ふるえる手を、彼はあげた。彼女のほうへと……手を……


「いつか僕も……彼女の……友だ……あんな……ふうに……………………笑え……」


　そこで、少女はそんな少年の声に気づいたのか、気づいてないのか、こちらへと駆けてくる。そしてミルクたちに気づいて……


「あれ！　あれあれっ!?　なんでなんでそんなところに隠れてるのっ!?」


　それにミルクは顔をあげた。少女は本当に元気で、かわいい顔をしていて……


　少年が女神だと言った理由がわかった。


　ミルクは少女に向かって微笑んで、


「……うんと、いまちょっと友だちと隠れんぼしててね」


「えーっ！　うらやましーっ！　あたしも入りたぁーいっ！」


「うん。でも、ごめんね。もう帰らなきゃいけない時間なんだ」


　すると少女は、わかったという表情になってから、ミルクが抱いてる少年を指さし、


「あ、その子が隠れてるうちに眠くなっちゃったからでしょ？　あたしもあるある！　こないだも山ん中で夜まで寝ねてたら、ママに怒られたもん！　じゃ、お家に帰るんだね！」


　お家……その言葉に、ミルクはなにも言えなくなった。この少年のお家は……この子を、こんな体にした奴らがいる場所は……


　ミルクは微笑んで、


「うん。早く帰らないと、パパとママが心配しちゃうから」


　そう言ってから、立ち上がった。


　そして立ち去ろうとしたところで、少女が、


「じゃあじゃあ、その子にも今度会ったら遊ぼうねって言ってね！　一緒に隠れんぼしながらお昼寝しよーって！」


　そう叫んできて……


　しかし、ミルクは振り返れなかった。


　震える声で、眠ったまま、もう二度と起きることのない少年に、


「……ほら、もう友だちになれた」


　そう小さく、言えただけで……


　それからルークを見た。彼はあいかわらず、悲しげな微笑みを浮かべていて。


　その彼に、聞く。


「これが、いまのローランド？」


「……そうです」


「これが私に隠していたローランド？」


「…………そうです」


　そこでミルクは一度振り返った。少女はもういない。そこにはただ、少年が憧あこがれた平和な村が広がっていて……


　ミルクはしばらくそれを眺め……それから、腕に抱えた少年を見る。そして。


「………………がんばらなきゃ」


　ミルクはそう呟いた。


　その言葉に……ルークの表情が、さらに悲しく歪む。その彼の顔に、ミルクはまた、あの言葉を思い出した。


『自分の目に映る、大切だと思える人たちを、少しでも救えるように……』


　いままではずっと、守られていた……


　でも、これからは……


「…………」


　ミルク・カラードは晴れ渡る空を見あげ、そして、思考を巡めぐらせ始めた。




（えくすとら・すてーじ　II：おわり）







　えくすとら・すてーじ　[image: ]







　車輪が巡めぐる。


　ガタガタ、ゴトゴト。


　深夜の街まちを、馬車が疾しつ走そうする。


　その流れていく景け色しきから、ライナ・リュートは馬車の中へと視線を戻もどして、


「……俺おれさぁ……おまえのこと嫌きらいな奴やつ、多いと思うんだよねぇ」


　なんてことを、いつもの気けだるげな声で言った。


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、眠ねむそうに緩ゆるんだ黒い瞳ひとみ。その瞳で、目の前にいる男を見る。


　ここローランド帝てい国こくを統すべる、若き英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールを。


　するとシオンは片かた眉まゆをあげて、


「ん？　それは、俺のことを言ってるのか？」


　そう問い返してくる。暗い馬車の中でさえ隠かくせない、高こう貴きな生まれを感じさせる艶つややかな長い銀ぎん髪ぱつ。意い志しの強そうな金色の瞳。


　そして、自信に溢あふれる笑えみを浮うかべて、


「たとえば誰だれが俺を嫌ってるって？」


　それに、ライナはすぐに答えた。


「俺とか」


　するとシオンは苦笑する。


「他ほかには？」


「俺」


「あとは？」


「俺」


「じゃあいいや」


「いやよくないから！」


　ライナが怒ど鳴なると、シオンは笑う。


「そんなに嫌わないでよ」


「嫌うわ！　ってかおまえ、いい加か減げんにしろよ!?　三日連続で仕事手伝わせたあげく、なあああにが、『今日はもう疲つかれただろ。馬車で宿まで送るよ』だよ！　この道、俺の宿とはまるで反対方向じゃねぇか！」


　すると驚おどろいた顔でシオンは窓まどの外を眺ながめ、そして、


「あれ、そうだっけ？」


「殺してぇええええええええええええ!!」


　ライナは半泣きで叫さけんだ。


　しかしそれにシオンは楽しげに、


「いや、でも三日後くらいにはきっとライナの宿にもつくと……」


「はぁっ!?　えええ？　みみみみ三日っ!?」


　ライナは思わず声をあげてから、もう一度聞き直した。


「あ、あの、ごめん。ちょっと最近過か労ろう気ぎ味みのせいか、耳の調子が悪いみたいなんだ。えーと、まさかとは思うんだけど、これからさらに三日も俺に仕事させようだなんてイカれたこと言うつもりじゃないよな？」


　するとシオンはそれににっこり笑って、


「真実を聞きたいの？」


「…………神様っ!?」


　そのままライナは、馬車の椅い子すにぐったり倒れた。


　そんなライナにシオンが、


「まあまあ、移動中くらいは寝ねても……」


「言われなくても寝るわっ!!」


　怒鳴ってから、脱だつ力りよくして、再びライナは窓の外をぼーっと眺めた。


「…………」


　夜よ闇やみの中、ローランドの街の景色が流れていく。会話をやめてしまうと、馬車の車輪が回る、ガタガタという音だけが、やかましく響ひびいている。


　車輪。


　歯車……


　とそこで、ライナは数日前にジェルメに言われた言葉を、ふいに、思い出した。


　ライナの師し匠しよう……戦せん略りやく、戦術、戦せん闘とう、魔ま法ほう、そのすべてを彼に教えたジェルメ・クレイスロールは、久ひさしぶりに再会するなり、こんなことをきいてきた。


『ライナ。あなた、いまのこのローランドという国を、どう思ってる？』


　どうって……そんなの、シオンが王になってから、よくなってるに決まっている。いや、かつての腐くさったローランド帝国よりも、悪くなるなんてことが、あるのか？


　ライナがそう答えようとしたとき、しかし、彼女はこう続けてきた。


『だいぶよくなってる……そう思ってるなら、あなたの勘かん違ちがいよ。いや、あなたならもう、この先に起きることに、気づいてるんじゃないの？』


　この先に、起きること……？　いったいジェルメはなんの話をしたかったんだろう？


　馬車の窓から外を眺めながら、ぼんやりライナはそんなことを考える。


　頭の中には、さらにジェルメが言った言葉が思い浮かんできて。


『確かく実じつに言えることは、このままこの国にいたら、あなたは不幸になる。いま、この国はそういうふうに回ってる。その歯車にあなたは組み込まれてるの。だから、そうなる前にこの国と縁を切りなさい。ペリアやピアを捜さがすのもいいわ。とにかくこの国を…………』


　そこで、彼女の言葉は中断されてしまったのだが……


「…………この国の、歯車、ねぇ」


　ライナは小さくそう呟つぶやいた。しかし、その声は、馬車の車輪の音にかき消される。


　ガタガタ、ゴトゴト。


　車輪がぐるぐる、ぐるぐる巡る。


「…………いったい、ジェルメはなにを言おうとしてたんだ？」


　そこでふと、シオンに目を向けるが、彼も窓の外へ目をやりながら、その目は、少しずつ、少しずつ閉じようとしていて。


　疲れてるのだ。当たり前だろう。ライナはここ三日徹てつ夜やでシオンの仕事を手伝っていたが、彼はその前からずっと激げき務むの中に身をおいているのだ。


　シオンは少しでもこの国がよくなるよう、その身を犠ぎ牲せいにして働いている。


　だからこそみな、彼を英雄王だの、救きゆう国こくの名君だのと呼ぶのだ。


　彼が王になって、この国は急速に変わりつつある。それも、いい方向に。


　だからめんどくさいが、ライナもシオンを手伝っている。


　彼が進む道が、正しいと感じるから。


　なのに……


『あなたは不幸になる。いま、この国はそういうふうに回ってる。その歯車にあなたは組み込まれてるの』


「いったい、なんの話なんだ。どの歯車の……んぁ？」


　と、そこで。


　ライナは目を、大きく見開いた。


　窓の外。


　夜闇を切り裂いて、強大な光が生まれたのに気づいて……


「……って、あれ、魔法じゃ……『光燐くうり』かっ!?」


　と、叫んだときにはもう、魔法は放たれ、


「ちょ、やば、ああくそ!!」


　ライナは叫んで立ちあがり、シオンの頭をつかむ。するとシオンは、半分閉じかけていた目を開けて、


「ん？　どうしたライ……」


「黙だまって伏ふせろ！」


　そのままシオンの頭を床ゆかへと押おし潰つぶし、ライナも身を伏せる。


　次の瞬しゆん間かん。


　カァっという、奇き妙みような音とともに、強きよう烈れつな光が弾はじけた。すると、幾いく筋すじもの光が、馬車の上半分をなぎ払はらい……


　ライナはそれに、床に伏せながら顔をしかめる。


「一、二、三……六本……ってことは、『光燐くうり』を使えるレベルの術師が六人か……ああもうめんどくせぇなぁ……」


　とそこで、床に押し潰されたままのシオンが、


「……おお、狙ねらいはライナかな？」


「てめぇに決まってんだろうがっ!!」


　ライナは怒鳴る。


「またどうせ、おまえをよく思わない貴き族ぞくかなんかの手先だろうよ」


　ライナは、シオンがこの手の刺し客かくに狙われるのを、何度も見たことがあった。


　前王を廃はいし、王の座について以来、国のため、民のためと善政を敷しく彼を、よく思わない貴族は多いのだ。


　あちらを立てればこちらが立たず。


　とそこで、馬車が止まってしまい……


「ああくそ、御ぎよ者しやがいまので逃にげ……」


　言いかけて、そこで言葉を止める。


　馬車の、前方。馬はすでに始し末まつされてしまっている。


　そして御者は、御者台からこちらを向いて、空間に指で光の魔ま方ほう陣じんを描えがこうとしていて。


　あきらかに、敵てきを撃げき退たいするのではなく、こちらへ向かって攻こう撃げき魔法を放とうとしていて……


　ライナは、うんざりした顔で言った。


「……だあもう、御者ぐらいちゃんと面接しろって……」


　シオンもうなずき、


「よしライナ、今後は御者の仕事もおまえが……」


「絶対、嫌いや！」


　なんてことを言い合いながら、ライナは一度目を閉じ、再び開く。すると彼の黒い瞳の中央に突とつ如じよ、朱しゆの五ご方ぼう星せいが輝かがやき始める。


　特とく殊しゆな瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、誰もが忌いみ嫌う、呪のろわれた瞳だ。


　そしてその瞳は……すべての魔法を見通す。


　ライナは目の前の御者が展開している魔方陣を見み据すえ……それから立ちあがって、一歩大きく前へ出る。


　そのままおもむろに、御者が描いている魔方陣に手を突つっ込こんでしまい。


「んな!?」


　なんて驚いている御者は、無視して蹴けり飛ばす。そして複ふく雑ざつに展てん開かいしている光の魔方陣の中で手を高速で動かしていき……


「こうきて、こうして、こうか？」


　さらに複雑な構こう造ぞうに、書き換かえてしまう。


　そして、周囲を確かく認にん。


　敵の数は、御者を含ふくめて七人。動きからすると、かなりの使い手だ。だがそれでも、かつての暗い時代。ローランド最高の魔術師とまで呼ばれていたライナの敵じゃない。


　彼はあっさり闇の中を動き回っている刺客の位置を把は握あくしてしまい……


「ほいじゃ、ほんとの『光燐くうり』の使い方を教えてやろうかね。


　求めるは……」


　が、そこで、


「ライナ!!」


　シオンの声があがる。


　切せつ迫ぱくした声。


　それにライナは魔法を中断して、振ふり返かえろうとした、途と端たん。


　突如、ライナのすぐそばに、刺客の気け配はいが一つ増ふえる。それも、真後ろ。


　本当に、すぐ後ろに殺気が現あらわれるまで、気づかなくて……


「まず……」


　ライナはとっさに振り向く。


　すると目の前には、男がナイフをライナの首筋へと突つき立てようとしていて……


　その腕うでを、つかむ。そのまま逆に関かん節せつを極きめようとするが……


　そのライナの腕を、男は逆の腕で取り、ひねりあげようとして……


　そこでお互たがい、動かなくなってしまう。


　そのやりとりだけで、ライナにはわかった。


　こいつは、とんでもなく強い。


　体術だけなら、ライナとほぼ変わらないほどだ。おまけに敵は、こいつだけじゃない。


　他の敵も弱くはない。シオンだけじゃ対たい処しよできないだろう。


「うぁ……状じよう況きよう悪わりぃ……」


　すると目の前の男が、


「そう思うなら、王をこちらへ渡わたせ、ライナ・リュート」


　なんて言われて、ライナは顔をあげる。


「んぁ？　なんでおまえ、俺の名前を……」


　と、そこで初めて、相手を見た。


　茶色い髪に、負けん気の強そうな青い瞳。それになにより、彼が着ている特殊な服。


　見み覚おぼえのある、服だった。


　黒いローブに、紺こんの軽けい鎧がいが合わさった、特殊な戦闘服。ライナが着ている魔ま法ほう騎き士し団だん専用の戦闘服とよく似ているが、彼のものは、闇に紛まぎれて、暗殺を行うために作り出された装しよう束ぞくだ。


　そしてそれは、かつてライナも所しよ属ぞくしていた、『隠いん成せい師し』という組そ織しきの装束でもある。


　決して表おもて舞ぶ台たいには現れない、ローランドの暗部に位置する組織の……


「……おまえまさか、ゾーラか……？」


　すると男は笑えみを浮かべる。そのままライナを見て、


「……はっ。『複写眼アルフア・ステイグマ』の化ばけ物ものの分ぶん際ざいで、あいかわらず世渡りがうまいようじゃないか。新しい王に媚こびをうって、悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活か？　だが、それももう終わりだ。シオン・アスタールは死ぬ」


「させるか！」


　ライナが怒鳴るが、ゾーラはにやりと笑って、


「できるさ。いくらかつての天才魔術師、ライナ・リュートでも、この人数は止められないだろう？　やれ。王を殺せ」


　ゾーラが命じると、周囲を走り回っていた男たちが、一いつ斉せいにシオンへ襲おそい掛かかる。


　ライナはそれに、やめろ！　と、叫ぼうとした。


　しかし。


　その声は、出なかった。


　シオンの目の前に突如……奇き妙みような男が現れたから。


　闇の中でさえ際きわだつ、金色の髪。人間とは思えないほどに整ととのった容よう姿し。閉じられたままの目。人間離れした、静かな身のこなし。


　いや、人間離れなどという言葉では、この男は測れない。この男には、気配などというものすら、ないのだ。


　完全なる、無。


「……ルシル・エリス……」


　ライナは、うめくように言った。


　代々ローランドの王を護ご衛えいする役目を担になっている、剣けんの一族エリス家の当主。


　この男はおそらく、最初からずっとここにいて……この男が、見られたくないとそう思ったから、誰の目にもその姿は映うつらなかった。


　そんな奴が、人間なわけがない。こんな奴が、フェリスの兄あに貴きなのだ……


「…………」


　ライナが、ルシルをにらみつけると……


　ルシルは閉じたままの目でこちらを見て、笑う。


「ああ、ライナ君、久しぶり」


　それはまるで、有と無をいったりきたりするような、危あやうげな、澄すんだ声。


　ルシルは続ける。


「でも、だめじゃないか、ちゃんとシオンを守らないと。この程てい度どの刺客、君の力ならわけないだろう？」


　とそこで、ゾーラが、


「く……剣の一族か……噂うわさ通りの化物だな。だが、剣も持たずに俺たちと戦えると思うなよ。おまえら、王は後だ。まずそいつを殺せ！」


　そう叫ぶが、ライナはそれが、意味のないことだとわかっている。


　いや、それどころか……


　ルシルがまた、悪あく魔まのような笑みを浮かべ、


「うん？　不ふ思し議ぎなことを言うなぁ、君は。私を殺せ？　それは、誰に向かって命令してるんだい？　もしかして、私を囲かこんでいる、この肉片に言ってるつもりかい？」


　そう言った途と端たん、シオンを囲んでいた刺客たちがすべて……地面に、崩くずれ落ちた。それも、どこをどうすればそうなるのか、信じられないほど細こま切ぎれにされて。


　ルシルは、剣どころか、ナイフ一つ持ってはいないのに……


　ゾーラはそれに、


「……な……なんだこいつ……」


　が、ライナはその言葉を遮さえぎって、言った。


「に、逃にげろゾーラ。こいつはおまえの手に負える相手じゃ……」


「黙だまれライナ！　おまえになにがわかる!!　この王のせいでこの国は……いまここで、こいつを殺さなけりゃ……」


「黙るのはおまえだよ！　おまえの事情は知らねぇけど、あいつは滅め茶ちや苦く茶ちや……ああくそ、シオン、ルシルを動かすな。こいつ、俺の昔の顔見知りなんだ」


　しかし、それにルシルはまた笑う。


「あは、ははは。化物の君が、顔見知りを殺したことがないとでも言うのかい？　あまり笑わせないでくれよ、ライナ君。汚よごれた手、血ち塗ぬられた自分の手を、よく見てから物を言いなさい。さあ、殺そう。そこをどかないと、一いつ緒しよに死んじゃうよ？」


　言って、彼の姿が消えようとする。


　やばい……そう思った。ルシルはこちらへこようとしてる。本気で、ライナごと殺そうとしているのだ。


　動きなんて、まるで見えない。


　ライナは顔をしかめ、


「くそ、ゾーラ、早く逃げ……」


「遅おそいよ」


　ルシルの声が、耳元で響く。もう、すぐ後ろに……


　殺され……


　が、そこで、


「やめろルシルっ！」


　シオンが、怒鳴った。


　それでやっと、ルシルの動きが止まる。


　いつの間にか、ルシルの腕はゾーラの顔面を包つつみ込もうとしていて……


　それにライナと、そしてゾーラは、身動きが取れなくなる。


　そのままルシルはシオンのほうを向き、言った。


「ほう……もちろん、止めるからには、正当な理由があるんだろうね、シオン。じゃなきゃ私は、いますぐにでも君を……」


　しかし、その言葉を遮って、シオンは言った。


「……刺客を放ってきた主あるじに、おまえの存そん在ざいと恐きよう怖ふを伝える必要がある。そいつはその伝達役だ」


　が、ルシルは首を振ふった。


「国内の敵には、こいつを殺して捨すてれば、それで恐怖は伝わる。だからいまの説明じゃ、納なつ得とくできないな。続きはあるかい？　ないなら、殺すよ。まずこいつを。そして次に……」


　しかし、シオンは続ける。


「もちろん、続きはある。だが、いまこの敵の刺客がいる場で、それを語るわけにはいかないな」


　するとルシルはそれに……


「……もっともな理由に聞こえるが……」


　しかしそこで、彼は微笑ほほえんだ。そのまま手を引いて、


「……いや、まあ、いいだろう。ここは殺さないでいてあげる。もちろん、彼が王の暗殺をあきらめて逃げるならの話だけど……」


　それにゾーラは、


「ふ、ふざけ……」


　だが、ライナはゾーラを押さえる。


「ふざけてんのは、おまえだって！　状況を考えろ！　こんな奴にかなうと思ってんのか？　いいからいまは、逃げろって」


　するとゾーラは、憎にく々にくしげな顔でライナをにらみつけてくる。


「……くそ……この、王の犬が」


「ああもう、それでいいから、ここは引いとけ！　おまえも殺されるぞ!!」


　その、言葉に、ゾーラはそれでもしばらく、悔くやしげにライナと、そしてシオンを見つめていたが……


「くそ」


　吐はき捨すてるようにもう一度だけそう言うと、ライナの腕を離した。そのまま、闇の中へと消えていく。


　ライナはそれを確かく認にんしてから、再びシオンのほうを向いた。


　するとそのときにはもう、ルシルはいなくて……


　ライナはそれに、顔をしかめる。


「……化物が」


　残されたのは、夜の闇。


　破は壊かいされた馬車。


　六つの死体……


　そして、ゾーラの言葉。


『この王のせいでこの国は……いまここで、こいつを殺さなけりゃ……』


　その、言葉に。ライナはまた、ジェルメの言葉を思い出してしまう。


『あなたは不幸になる。いま、この国はそういうふうに回ってる』


　そういう、ふうに……


　いったい、このローランドで、なにが起きてる？


　ライナは、シオンを見る。


　すると彼は、辛つらそうな、悲しげな目で、死体を見つめている。


　まるで、自分を責せめるかのような表情。


　襲ってきた刺客の命すら、守りたかったかのような表情。


　その顔を見て……ライナは首を振った……


「……帰って、寝ようぜ。今日はなんか俺、すげぇ疲れたよ」


　その、言葉に、


「ああ」


　小さな声。


「……ああ、そうだな」


　か細い、うめくような声で、シオンはそう言った。





　　　　◆





　ゾーラ・ロム。


　彼について、ライナが持っている知ち識しきはこうだった。


　隠成師第六十六部所属。


　主に暗殺の任にん務むを得意とする。


　そして六年前……彼はライナの目の前に姿を現し、ライナを見るなり突然、こんなことを言ってきた。


『はぁ？　おまえがライナ？　あの噂の、天才ライナ・リュート？　こんなガキが？　おい、年はいくつだ？』


『へ？　って、なにをいきなり……』


『いいから答えろ。年いくつだ』


『……あの、十三だけど』


『十三だぁ？　じゃあ殺せねぇな。俺はガキは殺さねぇ主義なんだ』


『が、ガキって……でも、君も僕ぼくと同じぐらいの年に見えるけど』


　するとゾーラは少し困こまったような表情になってから、


『あ～じゃあ、あれだ。タメも殺さない主義ってことで』


『おまえも十三かよ！』


　そんな会話。


　それが、ゾーラと初めて会ったときに交かわした、最初の会話だった。


　ちなみにその後、何度か彼に迷めい惑わくをかけられているうちにわかるのだが……彼にはガキは殺さない以外にも、暗殺を請うけ負おうときの主義がいくつかあって……


『女も殺さない。思想のない殺しはやらない。気分が乗らないときの殺しもやらない。弱者も殺さない。俺が正しいと思ったとき以外は殺さない』


　などなど……はっきり言って、暗殺者としては完全に失しつ格かくだった……


　本当に、使い物にならない。


　化物揃ぞろいの『隠成師』の中にも、たまにこういう奴がいるのだ。


　実力はトップクラス。なのに、性格に問題があって、命令に従したがわなかったり、勝手な行動をとったりと、まるで実戦では使い物にならないタダ飯食らいの邪じや魔ま者ものというのが、当時、数人いて……


　ゾーラはその中の一人だった。


　ちなみにライナもその中の一人だったのだが……





　と、そこまで思いだしたところで、


「……あれからもう、六年かよ……」


　ライナは苦笑した。


　ちなみに彼は、シオンと別れてからすぐに、ローランド帝国軍、『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの本部がある、官かん舎しやへと足を向けていた。


　官舎へいく理由は、一つ。


　ライナの師匠、ジェルメの居い場ば所しよを、彼女の旦だん那なである『忌いみ破やぶり』追撃隊の最高責任者、ラッヘル・ミラーに聞くためなのだが。


「ったく、最近はほんと、めんどくせぇことになってきたなぁ……」


　ライナは歩きながら、ため息をついた。


　数日前に、突然ジェルメが現れたかと思うと、


『このままこの国にいたら、あなたは不幸になる』


　なんてことを言いだし……


　そして今日は今日でゾーラが、


『この王のせいでこの国は……いまここで、こいつを殺さなけりゃ……』


　なんてことを言いだし……


　もう、わけがわからなかった。


　ほんの六年前。ゾーラと出会ったばかりのころはまだ、すべてが単たん純じゆんだったのに……


　当時のライナには、なにも守りたいものはなくて。いつ死んでもいいと思っていて。


　だから、なにも頑がん張ばる必要はなかった。


　なのにいまは……


「……この、世界で一番睡すい眠みんを大切にしてる俺が、何日も徹夜で仕事させられたあげく、シオン帰してからもさらに情報収集って……アホかっての!!　こりゃもうあれだぞ。奇き跡せき通り越こして、明日世界が滅めつ亡ぼうしかねないぞ」


　なんてことを、グチグチ言う。


　本当に、世界はひどくめんどくさくなってしまった。


　この、ほんの六年で、ライナにはどういうわけか、守りたいと思うものができてしまい……


　と、そこで。


　ライナは、足を止めた。


　そして小さく、


「……この、たった六年の間に……おまえは、思想のない殺しも請け負うようになったのか？　ずいぶんと変わったじゃないか」


　そう言った。


　するとその言葉に反はん応のうするようにして、暗く、細い路ろ地じの角から、闇に溶とけ込む、『隠いん成せい師し』の装しよう束ぞくを着込んだ男が、姿を現す。


　ゾーラだ。


　そのまま彼は、ライナをにらみつけ、


「……変わったのは、おまえだろう？　誰の命令も受けなかったはずの天才ライナ・リュートが、いまじゃ王の犬か？」


「だから王の犬って……あ、でも、ハタから見ると、そう見えんの？　そりゃ、まずいなぁ……俺的には、一応シオンとは友達のつもりでいるんだけど……」


　その言葉に、ゾーラは真顔のまま、一言。


「友達は選ぶべきだ」


　それにライナは苦笑した。


「あらら、おまえってば、最近はそんなことまで忠ちゆう告こくするようになったのか？」


「親切だろう？」


「ああ、親切だなぁ。じゃあ、親切ついでに、たとえばどんな友達を作ればいいのか、教えてくれますか、ゾーラ先生」


　するとそれに、ゾーラは自分で自分を指さし、あっさり、




[image: ]


「俺とか」


「おまえかよ」


　うんざりした声で言って、ライナは笑った。


　ゾーラもそれに、笑う。


　だが、笑いながら彼は、腰こしのナイフを抜ぬく。


　それを半はん眼がんで見つめ、ライナは言った。


「……おいおい、友達にナイフを向けんのか？」


「おまえはまだ、友達じゃない」


「ふむ。なるほど。そんで、どうやったらおまえと友達になれんの？」


　するとゾーラは、再びライナをにらみつけてから、言った。


「シオン・アスタールを、殺せ」


　ライナはそれに、目を細める。


「……理由は？」


　その問いかけに、


「…………」


　ゾーラは、ライナをにらんだまま、答えない。


「んじゃ、聞き方を変えよう。雇やとい主ぬしは誰だ？」


「…………」


　だが、やはりゾーラは答えない。


　それにライナは肩かたをすくめ、


「なにも話さないで、ただシオンを殺せ、だけじゃ……」


　が、そこでゾーラはライナの言葉を遮って、


「理由は、おまえが一番よく知ってるだろう？」


「んぁ？　どういう意味だ？」


　ライナは首をかしげるが、ゾーラは気にせず続ける。


「俺はなにも変わってない。変わったのは、おまえだ。ライナ・リュート」


「ああ？　だぁから、いったいなにが言いたいんだよ。ジェルメもそうだけど、最近こんなのばっかりで、ちょっと疲れてんだ。はっきり言ってくれよはっきり。ったく、わけわかんないことばっかり言い……」


　しかし、ゾーラはそこでまた、ライナの言葉を遮る。


　ライナをにらみつけたまま、しかし、淡たん々たんとした口く調ちようで……


　こう言ってきた。


「……シオン・アスタールの命令で、軍事用の人体実験が行われている。それも……いまだかつてないほどの規き模ぼでだ」


「…………なっ」


　それに。


　一いつ瞬しゆん、ライナはゾーラが言ってる言葉の意味が、理解できなかった。


　しかし、そんなライナの反応に、


「なんだおまえ、知らなかったのか？　知らずにあの英雄王に利用されてたってのか。あいかわらずのお人ひと好よしだな」


　だがそれに、ライナは首を振る。


「噓うそだ。そんなはず……」


「そんなはずない？　言い切れるのか？」


　その、言葉に。


　ライナの頭にまた、ジェルメの言葉が思い出されてしまう。


『確かく実じつに言えることは、このままこの国にいたら、あなたは不幸になる』


　そんなはずない。


『いま、この国はそういうふうに回ってる。その歯車にあなたは組み込まれてるの』


　違う。そんなはず……


　だが、ゾーラは、


「おまえは利用されてるだけだ、ライナ・リュート。『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物なんか、シオン・アスタールが本気で友達だと思ってると……」


「……黙れよ、ゾーラ。おまえがシオンの、なにを知ってる」


　ライナは、うめくような声こわ音ねで言った。


　しかしそれにゾーラは、


「……おまえは寂さびしさにつけこまれてるだけだ」


「違う」


「違わない。だが、そんなのはどうでもいい」


　そう言ってからゾーラは、ライナを見つめてくる。しかしそれは、さっきまでとは違う、まるで憐あわれむような瞳で。


「……ああ、くそ。だめだな。同じ化物と呼ばれた『隠成師』なのに……あいかわらず俺たちは相あい容いれない。あれから六年もたったのにな……」


　そのまま、彼はナイフを掲かかげる。


　それにライナも、顔をしかめる。


「……おまえとは戦いたくない」


　が、ゾーラはそれに、首を振った。


「戦わないさ。このナイフは、合あい図ずだ。俺の部下が、おまえをここに足止めする」


　それに、ライナは、


「ま、まさかおまえ……」


　しかし、言葉はそこまで。


　いつのまにやら周囲に、『隠成師』の戦闘服を着た男たちが何人も集まってきていて、ライナへと迫せまってくる。


　一人が拳こぶしを放ち、


「く……」


　ライナはそれを受け止め、引きずり倒し、関節を極きめる。しかしさらに次の男が蹴けりを、手しゆ刀とうを、魔法を……


　そしてそこで、ゾーラが踵きびすを返す。


　ライナはそれに、数人の敵を相手にしながら、


「ま、待てゾーラ！　馬ば鹿かな真ま似ねはやめろ!!　さっきの見て、わかんなかったのか!?　ルシ……いや、剣の一族は、化物なんだ。勝てるはずない！　殺されるぞ!!」


　しかしゾーラは振り返らないまま、


「俺は……勝算のない戦いはしない主義だ。『隠成師』の精せい鋭えい二十人。これだけいて、殺せない奴は……」


「そんな次元の相手じゃないのは、おまえならさっき見て、わかっただろうが！」


　ライナがそう叫ぶと、そこでゾーラは足を止めた。そして振り返り、


「……おまえに心しん配ぱいされたら、終わりだな。そういうとこがむかつくんだよ……」


　そう言ってから、にやりと笑う。


「でも、じゃ、次会ったら、友達にでもなってみようか」


　それからまた、彼は歩き出し、路地の闇へと消えてしまう。


　ライナはそれに、


「だから待……」


　が、言葉はまた、遮られる。男たちが次々と攻撃を放ってきて……


「ああ、くそ！　おまえらどけよ！　このままじゃ、おまえらの仲なか間まが死ぬんだぞ！」


　叫びながら、一人を殴なぐり倒し、一人を蹴り倒し……


　しかし敵の数は減へらない。


　だからライナは叫んだ。路地の向こうに消えた、ゾーラに聞こえるように。


「なんでだよ！　誤ご解かいで死ぬつもりか!?　シオンはそんなことしない！　おまえは勘かん違ちがいしてんだ！　だから、頼むから少しだけ、少しだけ俺に時間をくれ！　そしたら解かい決けつ策さくを見つけるから!!」


「…………」


　だが、返事はない。


　周囲の男たちは、黙もく々もくとライナの足止めをするように攻撃をしかけてきていて……


　ライナはそれをにらみ、


「……てめぇら、いい加か減げんにしろよ」


　低い声で、呟つぶやいた。





　　　　◆





　それから一時間後。


　ライナが足止めの男たちを全員倒し、全力で走って、シオンがいるであろう場所。


　王おう城じよう。


　玉座のある、大広間に到とう着ちやくしたときにはもう……


「…………」


　すべては、手て遅おくれだった。


　おそらくゾーラたちに殺されたのであろう、衛えい兵へいたちの死体がいくつも転ころがり……


　そして玉座の前に立つシオンの周まわりには、細切れになった『隠成師』専用の黒い戦闘服と……


　そして、床一いつ杯ぱいの、血。


　誰一人、生き残っていなかった。ゾーラもおそらく、この中にいる。この、死体の山の中に……


「…………」


　こうなることは、わかっていた。


　だからあんなに必死に止めたのだ。あの化物に、勝てるはずがない。


　こうなることは、わかっていたのだ。


　なのに……


「なんで、こうなる。なんで……」


　と、そこまで言いかけたところで、ライナは言葉を止めた。そして、シオンを見る。


　すると彼はまるで、助けを求めるかのような表情で、ライナを見ていて……


「……すまない。ルシルを、止められなかった……」


　それにライナは、目を細めた。


「……おまえのせいじゃないよ」


　が、シオンがそれに、首を振る。


「……違う。全部俺のせいだ。彼らがくることは、わかっていた。だからルシルに手をださせないよう、守しゆ備びを固め、万全の対策をとっていたつもりだった。なのに結けつ果かは……彼らに衛兵は殺され……そして彼らも殺されてしまった……」


　そこで、彼の顔が歪ゆがんだ。


　また、あの表情だ。ひどく辛そうな、まるで、自分を責めるかのような表情。


　この顔を、ゾーラに見せてやりたいと思った。こんな奴が、人体実験なんかできると思うのかって、言ってやりたかった。


　こいつはこの国のためなら……


　この国の人間が幸しあわせになるためなら、平気で自分の命も投げ出すような奴なんだぞ？


　なのになにを勘違いして、シオンを襲ったりしたんだ……？


　どうして、こんなことになるんだ。


「…………」


　ライナは、しばらく血の海を見つめてから、


「……ゾーラは、おまえが軍事用の人体実験をしてると言っていた。事実か？」


　そうきいた。


　するとシオンは驚いたような表情になって、


「なっ……人体、実験？」


　が、そこでライナはまた、首を振る。


「ああ、その反応だけで十分だ。やっぱ勘違いか。くそ」


　それから、再び床を見つめ、


（……馬鹿が。なんで少し待ってくれなかった……帰ってきて、友達になるんじゃなかったのかよ……）


　そんなふうに、ライナは心の中で毒づく。


　するとそこでシオンが、


「……いまのところ俺の名を騙かたって活動している組織は、わかっているだけで五つ。そのうち貴族が絡からんでいて手がだせないのが三つある……」


　それにライナはうなずいた。


「……そのうちのどれかだろうな」


　つまりは、そういうことだ。


　シオンではなく、シオンの名を騙る組織の下、人体実験は行われていた。


　そしてゾーラは、彼の中の主義の下……それを許ゆるせなかった。


　結果……


「…………」


　ライナは、血の海を見つめる。


　そして、


「……馬鹿が。仇かたきなんて、とらねぇぞ……」


　誰にも聞こえないような声で、ライナは呟いた。


　そのまま彼は、顔をあげる。


　そしてシオンを見る。


　彼は無表情。


　しかし、その無表情を見ただけで、ライナは、こっちの馬鹿がなにを考えているのかも、すぐにわかってしまう。


『もっとうまくやれば、こんなことは起きなかったんじゃないのか？　もっとうまくやれば、犠牲者は減らせたんじゃないか？　なんで俺には……力がないんだ？　なんで、なんで、なんで！』


　ライナはそれに……これ以上ないほどのため息いきをついた。


「……だあもう、まぁああたおまえは、自分ばっか責めてんのかよ。何様だおまえ。今回のことで、おまえにできることなんかなかったって」


　しかし、シオンの表情は暗い。


「だが……」


「だがじゃねぇよ。っていうかおまえ、もう寝ろ。話は明日だ。俺ら二人とも、寝てなさ過ぎ。これ以上頭回んねぇよ。対策は明日から立てりゃいいだろ。


　俺も、明日からもうちょい真剣に手を貸してやるから……」


　そこで、ライナは踵を返し、


「……だからおまえ、これ以上、一人で背負い込むなよ」


　そう言った。


「…………」


　シオンは無言。だが、ライナは気にせず歩き出す。


　問題は、山積みだった。


　ゾーラの言葉。


　そして、ジェルメの言葉。


『あなたは不幸になる。いま、この国はそういうふうに回ってる。その歯車にあなたは組み込まれてるの』


　不幸。


　歯車。


　それに、


「……ったく、なんなんだよ。いったいローランドで、なにが起きてる？


　どこで歯車が回ってんだ？」


　うんざりしたような表情で、ライナは小さく言った。





　　　　◆





　それは歯車。


　必要な、歯車。


　去っていく、彼の後ろ姿。


　それをしばらく見つめてから……


「……………………たすけてくれ、ライナ」


　血の海の中心でそう、シオン・アスタールが呟いた言葉は……


　しかし。


　誰にも、届とどかなかった。







（えくすとら・すてーじ　[image: ]：おわり）







　うでだめし伝勇伝



　天才の証明








　そして時間は、少しだけ戻もどる。





　そこは王おう城じよう。


　玉座のある大広間。


　その血の海の中央に、一人の男が立っている。


　シオン・アスタール。


　この国の、不幸の元げん凶きようだ。


　それを見つめ、


「……まいったね、こりゃ」


　ゾーラ・ロムは、小声で呟つぶやいた。


　彼がいまいるのは、広間の入り口にある、扉とびらの、陰かげ。


　気け配はいを完全に殺し、陰から広間を見つめながら、心の中で呟く。


「……こりゃ、思ってたよりも全然、とんでもねぇバケモンだぞ……」


　そして、いま見た光こう景けいを思いだす。


『隠いん成せい師し』の中でも名の知れた精せい鋭えいたちが二十人、この部屋に突とつ入にゆうして、しかし、一秒と持たずに細こま切ぎれの死体にされてしまった光景を。


「……これが噂うわさの、剣けんの一族ってやつか？」


　言ってから、ゾーラは顔をしかめた。


　この国の王は、代々剣の一族と呼ばれる化ばけ物ものに守られているっていう噂は聞いていたが。


「……まさかこれほどとはね……」


　本当にそこでは、とんでもないことが起きていた。


　というか、はっきり言って、いま目の前で起きたことが、ゾーラにはまるで見えなかったのだ。


　部屋の中央にいたシオンに『隠成師』の精鋭たちが襲おそいかかったと思った、瞬しゆん間かん。


　周囲はすでに、血に染そまっていたのだ。


　なにが起こったのか、まるでわからない。


　おそらくは剣の一族──確かライナが言ってたにはルシルとかいう奴やつが、殺したのだろうが。


「さて」


　と、目の前を見る。


　しかし『隠成師』の精鋭を殺した化物の姿は、そこにはなかった。広間にいるのは、血の海の中央に立っている、シオン・アスタールの姿だけ。


　そう。


　ルシルは、動きが速はやすぎて姿が見えない……なんていうレベルではないのだ。


　そもそも、初めから姿が見えない。まるで気配のないところから突然殺気が生まれ、現あらわれたかと思えば消えてしまう。


　初めは魔ま法ほうかなにかかとも思ったが、どうもそんな感じでもない。


　なら、いったいなんだ？


　と、そこまでゾーラが思考を巡めぐらせたところで、突とつ然ぜん。


　それは起こった。


　目の前。


　まるでなにもなかった空間に突とつ如じよ、金色の髪かみと、天使のように穏おだやかで、悪あく魔まのように感情のない微び笑しようが現れる。


　ルシルだ。


　ルシル・エリス。


　そのルシルがこちらに微笑ほほえみかけて、


「……やぁ。死体じゃないのはもう君だけだけど、その間ま抜ぬけな隠かくれんぼを、まだ続けるつもりかい？」


　そう言ってきた。


　間抜けな、隠れんぼ。


　ゾーラは完全に気配を消していたはずなのに、あっさり見つかってしまって。


　おまけにルシルからは、とんでもない殺気があふれ出ている。こんな強大な殺意を受けたのは、初めてだった。常人なら、その殺気を受けただけで意い識しきを持っていかれかねない。


　いや、常人じゃなくたって、気を呑のまれて動けなくなってしまうだろう。


　いま目の前にいるのは、とんでもないバケモンだった。


　こいつと戦ったら、死ぬ。


　もう、すぐにそれは理解できた。本当に、強さの次元が違ちがうのだ。


　こんな奴に会ったのは、初めてだった。


　殺される。


　そう思った。


　いま、すぐにでも殺されてしまう。


　そう思った。


　だが、それこそ彼が待ち望んでいたものだ。より危き険けんな状じよう況きよう。より危機的状況。


　それが男を強くするのだ。


　そしてあの娘こを守ることができるだけの強さを身につける。


　そのためなら、こんなバケモンの一人や二人は、さくっとぶっ飛ばしとかないと話にならないのだ。


　だから、ゾーラは笑えみを浮うかべた。


　あきらかにここが死地だとわかる状況で、彼はルシルの顔を見つめ、


「……あ～、ま、隠れんぼは俺おれ、昔っから得意じゃねぇんだよなぁ。ほら、正々堂々戦うってのが俺のポリシーだしさぁ」


　するとその言葉に、ルシルは少しだけ驚おどろいたような表情で、


「ほう、この殺気を受けて、まだ笑うか……君はなかなか、優ゆう秀しゆうなようだね」


　それにゾーラは大きくうなずき、


「ったり前だろが。『ローランド最高の魔ま術じゆつ師しよりさらに超ちよう強いゾーラ様きゃあかっこいい私と付き合ってぇえいやいやごめんよハニー僕ぼくには心に決めている人がいるんだよ』の天才ゾーラ・ロム様ってのは、俺のことだぜ？　一度くらいはその名前、聞いたことあんだろ？」


　という言葉に、しかし、ルシルはあっさり首を振ふる。


「知らないな」


「はぁ？　おまえ、ローランドの暗部にいて、俺のことを知らないなんて、もぐりもいいとこだぜ？」


「へぇ。それほど有名なのか……」


「有名だね」


「それは、私の勉強不足だったね……すまなかった。でもまあ、いいだろう？　どうせ君は、ここで死ぬんだから」


　と言って、手をそっとこちらへ差し出してこようとして。


　だがゾーラはやはり、自信たっぷりの笑みを浮かべたまま、


「だぁからてめぇはもぐりだって言ってんだよ。天才の俺相手に、おまえごときがかなうはずねぇだろ？」


　するとルシルも、笑う。


「はは。おもしろい冗じよう談だんだ」


「冗談じゃねぇよ。ま、いいけどさ。やってみりゃわかんだろ」


　言って、すぐさまゾーラは戦せん闘とう態たい勢せいに入る。


　腰こしのナイフを抜き放ち、目の前の化物に向かって一直線に突つき出す。それはもう、確実によけられない、完かん璧ぺきなタイミングで。


　だが、手て応ごたえはない。


　まるで霞かすみのようにルシルの姿が消え、ナイフは空を切る。


　そして、


「遅おそいなぁ」


　という声が、背はい後ごの、耳もとでする。さらに背せ中なかから殺気が襲いかかってくる。


　しかし、ゾーラはそれに、また笑う。


「馬ばぁ鹿か。狙ねらったのは、てめぇじゃねぇよ」


　言葉と同時に、ルシルに突き出すように放っていたナイフを、ゾーラは手放す。


　そしてそのナイフは一直線にシオンのほうへと飛んでいく。これも、おそらく避さけられないタイミング。


　さっき見たシオン・アスタールの動きでは、おそらくこのナイフは避けられないはずだった。


　すると背後から、


「ふむ」


　と、小さくうなずくような声と共に、殺気が消える。消えたかと思うと、シオンの前にルシルが現れ、ナイフが粉こな々ごなに砕くだける。


　そして彼は、こちらを興きよう味み深そうな表情で見つめてくる。


「君、本当になかなかやるなぁ……」


　が、ゾーラは止まらない。


「だろぉ？　でも褒ほめんのはまだ早はえぇよ。さぁ次いくぜ次！　余よ裕ゆうこいってっと、さくっと死ぬから気をつけな」


　と、言ったときにはもう、魔ま方ほう陣じんが完成していた。


　それも、二つ。


「求めるは水雲〉〉〉・崩水みすみ！」


　呪じゆ文もんを唱となえた途と端たん、魔方陣の一つに大量の水が生まれる。それは爆ばく発はつ的な水の放出によって敵てきを圧あつ死しさせるための魔法。


「さぁ激げき流りゆうに呑まれて死ね！」


　ゾーラが叫さけぶと同時に、大量の水はルシルたちのほうへと放たれる……はずだった。


　はずだったのだが、しかし、『崩水みすみ』は目的の方向を大きく逸それ、ルシルやシオンの頭上高く、天てん井じようへ向けて放たれてしまう。さらにそのまま激流はルシルたちにまったく損そん害がいを与えることなく、天井を突き破り、向こう側に消えていってしまって……
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　ゾーラは、それを呆ぼう然ぜんと見上げ、


「……あれ」


　と言った。


　シオンも、それを見上げ、


「…………」


　そして最後に、ルシルも不ふ思し議ぎそうにそれを見上げ、


「……ふむ。私は魔法が使えないからわからないのだが、『崩水みすみ』を天井へ放つことには、なにか意味があるのかな？」


　なんて聞いてきて。


　それにゾーラは、


「……あ、いや……」


　と口ごもっていると、シオンがルシルの後ろから、


「……いや、ルシル、意味なんかないよ、たぶん。あいつ魔方陣の式、勢いきおいよく描かきすぎて、方向設定途中で間違ってたし……」


　その、言葉に、ルシルは再びこちらを向いて、


「……そうなのかい？」


「…………」


「……所しよ詮せんその程てい度どなら、そろそろ死……」


　が、そこでゾーラは慌あわてて、


「さ、さぁて、こっからが本番だかんな！　俺がちょっと魔法ミスったのをいいことに余裕こいてっと、マジで死ぬぜ？　ってもう間に合わねぇけどな！　さあもうさくっと死ね！　てめぇらが見たこともない魔法でぶっ殺してやっから！」


　そして、彼は呪文を続ける。


　もう一つの魔方陣。


　今度はローランドにはない、彼が独どく自じに開発した魔法だ。それを、発動させる。


「求めるは氷ひよう神じん〉〉〉・浮凍ふえん！」


　刹せつ那な。


　魔方陣の中央に、かすかな、ほんの小さな光が生まれる。


　これこそが、ゾーラが長年の歳さい月げつをかけて開発した、最強最高の魔法だった。


　だから彼は、自信満々の笑みを浮かべ、ルシルたちを見つめる。


　そして言った。


「さぁ、これでまじで終わりだぜ？　ローランドの常じよう識しきを超こえた、最強最高の攻こう撃げき魔法で、おっ死ちね雑ざ魚こども！　魔法、発はつ射しやぁ！」


　と、彼が命じると同時。


　魔方陣の中央にあった小さな光が放たれる……


　はずだった。


　はずだったのに、またも……その小さな光は放たれる前に、消えてしまって。


　瞬間。


「あっ!?」


　と、ゾーラは声を漏もらしてしまう。


　それにルシルとシオンは、


『…………』


　もう、なにも言わなかった。


　ゾーラはそれに、


「……ああ、え～とその、ほら、新しい魔法だからさ……その……」


　するとそれにルシルが小さくため息をついて、


「……もう、終わりかな？」


　そう言ってくる。


　それにゾーラは二人のほうを見上げ、困こまったような顔で、


「……あの、うん。終わり」


「じゃあ、そろそろ死ぬか？」


　それにもゾーラは、うなずく。


「ああ。死のうか。でも……」


　と、そこで、ゾーラの困ったような顔が、急に満面の笑みに変わる。そして、


「でも、死ぬのは最後まで馬鹿みたいに余裕こいてたおまえらだけどな」


　言ってから、右手を前へと掲かかげ、それをひょいっと下おろす。


　下ろすと同時、


「落ちろ、『浮凍ふえん』」


　魔法の、続きを唱える。


　刹那。


　広間の天井数か所が、爆ばく裂れつした。


　そして天井から、巨きよ大だいな氷の刃やいばがルシルとシオンを襲った。


「なっ」


　と、シオンが驚きの声を上げる。


　だが、いまさら驚いても、遅い。


　そう。


　これがゾーラが、ダサい演技をしてまで頑がん張ばって展てん開かいしていた、魔法の正体だった。


　初めに放った『崩水みすみ』を凍こおらせ、それを氷の刃として自在に操あやつるのが、彼が開発した『浮凍ふえん』の正体。


　はっきり言ってこの魔法は、一度発動してしまえば無敵と言ってよかった。『崩水みすみ』と『浮凍ふえん』、二つの魔法特性をそのまま生かすことができるのだから。


　と、そこで。


　ルシルも天井を見上げ、言った。


「……ふむ。なにをするかと待ってみれば、この程度の魔法か」


　そしてそっと手を上げる。


　また、『隠成師』の精鋭たちを細切れにした力で、氷の刃を切り刻きざむつもりだろう。


　だがそれに、ゾーラは笑う。こいつはまだ、なにもわかっていない。この魔法がいったいどういうものなのか、まるでわかっていないのだ。


「無む駄だだ。おまえの剣は、俺の魔法には届とどかないよ」


　ゾーラは言ってから、魔法に指示を出す。


「爆裂しろ、『崩水みすみ』」


　言った途と端たん、氷の刃はルシルに切り刻まれる前に、自分から粉々に爆裂し、水に戻る。


　ルシルはその水を切る。


　切られた水はさらに空中に飛び散り、ゾーラはその、飛び散った水に、再び命じる。


「再さい構こう築ちくしろ、『浮凍ふえん』」


　途端、さっきの倍の数の氷の刃が生まれ、相手に襲いかかる。


　それも、完全にルシルは無視して。


　ただ、シオン・アスタールのみを目指して、無数の氷の刃は進む。


　しかしまだ、ルシルは余裕の表情だった。楽しげな笑みを浮かべ、


「ああ、なるほど、そういう魔法か。やっぱりやるね、君」


「いまさら気付いても遅ぇけどな」


　が、ルシルは笑ったまま、


「でも甘あまい。やはりこの程度では私を越こえて、シオンのもとへは、刃は届かない」


　そう言った。


　だが、それにも。


　それにもゾーラは、


「知ってる。だからこの程度じゃ終わんねぇんだわ、これが」


　言ってから、彼は自分の背後を指さす。


　広間の、入り口の、さらに外。


　そこに、魔方陣が浮いている。ゾーラがこの場所に踏ふみ入れる前にすでに描えがいていたものだ。


　それを見た瞬間、初めて、ルシルの表情が変わる。


　そう。


　ここまでの展開はすべて、ゾーラの予想通りだった。


　ルシル・エリスという化物を殺すために立てた、計画通り。


　そしてその計画は、完成する。


「終わりだ、バケモノ。天才を相手にして余裕こいちゃったことを、後こう悔かいしながら、死ね」


　ゾーラは、あらかじめ用意していた魔方陣へ向け、呪文を唱える。それは殺さつ戮りくの魔法。光を放ち、敵を消しよう滅めつさせる魔法。


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　瞬間。


　魔方陣の中央から、虹りゆうを模もされた光の筋すじが放たれる。


　それもやはり、ルシルやシオンの方向じゃない。


　部屋中に散らばった氷の破片へ向けてだ。


　そして殺戮の光は、氷に当たった途端、そのままもの凄すごい勢いで乱反射を始める。


　光が、シオンの周囲を光で埋うめ尽つくす。


　まるで光の嵐がそこでは起きているようで、ルシルとシオンはその光に呑み込まれ、姿を消す。


　それを見届けて、


「終わった……」


　と、ゾーラは呟いた。


　というか、これで終わらないなら勝ち目はなかった。


　第一この魔法は、人間を相手にするために開発したものじゃないのだ。


　中央にいたあのバケモノを殺すために無む理り矢や理り開発した魔法。


　これで、死んでくれないなら……


「…………」


　が、そこで。


　光の嵐の中から、小さく声が聞こえる。


「ひかりをさくつるぎよ」


　ルシルの声だ。


　すると言葉通り、光の嵐を切り裂いて、中から闇やみ色いろの光が現れる。


　いや、切り裂いてるんじゃない。その闇は、周囲の力を吸きゆう収しゆうしている。


『光燐くうり』の光を。


『崩水みすみ』の水を。


『浮凍ふえん』の氷を。


　その、すべてを消し去り、中からそいつは姿を現す。


　まるでなにごともなかったかのように。


　背後のシオンすら、無傷のままで。


　あの、光の嵐の中、ルシルはシオンを守りきり、あっさり中から出てきたのだ。


　そしてやはり、まるで何事もなかったかのような表情でルシルはこちらを見つめ、


「ふ、ふふ。いまのは、いいね……人間相手に力を遣つかったのは、君が初めてだよ……ちょっとだけ、驚いた」


　なんてことを言ってきて、ゾーラは、顔をしかめる。


「……ちょっとだけ？」


「ああ。ちょっとだけ」


「くそが」


「ふふ。じゃあ、少し本気を見せようか？」


　と、言ったときには、ゾーラの体はすでに、宙ちゆうに浮いていた。


　なにが起こったのか、まるでわからなかった。


　なにもわからないまま、彼はルシルに首を絞しめあげられながら、宙に浮いていて。


「ぐぁ」


　ゾーラは、とっさにその白く細い腕うでをつかむ。関節を極きめ、折ってやろうと……


　だが、びくともしない。ただ、絶望的なほど強大な力でこちらの首をぐいぐいと絞めあげてきて。


「うあ、あ、はぁ」


　息いきが、できない。


　死ぬ。


　殺される……


　そう思った。


　だが、ルシルが言う。


「ねぇ？　殺すのなんて、わけない。問題は君が誰だれなのか、だよ。それをシオンが知りたいというからさ。君がライナのなんなのか。君はいったい誰の差し金で動いてるのか……それを聞くまでは、殺すなってさ」


　その言葉に、ゾーラは目を、ルシルの背後へと向ける。


　この国の王のほうへ。


　この国を腐くさらせている、悪魔のほうへ。


　するとシオンは、笑っているような、泣ないているような顔で、こちらを見つめていた。


　そして言ってくる。


「さて。じゃあ、話してもらおうか。君はいったい、なぜここにいる？」


　それに、首を絞めつけられながらゾーラは言う。


「……もう……わかってんだろ。みんなうんざりしてんだよ。誰もが待っていた救きゆう国こくの名君は、実は裏ではかつてないほどの人体実験を続け、軍部の拡かく大だいを図はかってましたってな……このままおまえの増ぞう長ちようを放っておけば、大変なことになる。だから生き残った『隠成師』たちを集めて、おまえを殺……」


　が、そこで、シオンは表情を変えないまま、遮さえぎる。


「噓うそをつくな。おまえはそんな理由でここにはいない」


　そう言ってから、床ゆかを指さす。


　床に広がっている、血の海。


『隠成師』たちの、死体を指さして、


「それどころかこの床に散らばってる死体を見ても、おまえは顔色一つ変えなかった。仲なか間まが殺されて、なぜ動どう揺ようしない」


「そりゃ、そういう訓くん練れんを……」


「それも噓だ。おまえは、こいつらの仲間じゃないから、動揺しなかった。そうだろう？　ゾーラ・ロム。おまえはずいぶん昔にこの国を出しゆつ奔ぽんした、『忌いみ破やぶり』のはずだ。なのになぜ、いまごろになってこの国に舞い戻った。なんのつもりだ？　誰に雇やとわれてここへきた？」


　そんなことを言ってきて。


　ゾーラは、シオンをにらみつけた。


「……ああそう。そこまで、わかってんだ。やりにくい奴だなぁ、おまえ。だから頭が切れる奴は嫌きらいなんだよなぁ……」


　言いながら、彼はシオンの足下の血の海を見つめ、続ける。


「でも、あれだな。自分が殺した死体を見て、床に散らばってる死体って言いぐさはどうなのよ？　英えい雄ゆう王おうが、聞いて呆あきれんだろ」


　吐はき捨てるように言ってから、反はん応のうを見る。


　しかしそれにシオンは、まるで見み下くだすような目で、こちらと、そして、床に転がった死体を見ていて。


「…………」


　そこには噂に聞く、英雄王、救国の君主、誰もが待ち望んだ理想の王なんてものは、存そん在ざいしなかった。


　ライナが思っているような、性格のいい王様なんてのは、ここには存在しなかった。


　とそこで、さっきライナが言った言葉を思い出す。


『……黙だまれよ、ゾーラ。おまえがシオンの、なにを知ってる』


　それを思い出して、ゾーラはうんざりする。


　あの、馬鹿ライナめ。なぁにが友達だよ。やっぱ騙だまされてんじゃねぇか……


　心の中で呟きながら、ゾーラは、目の前で自分の首をぐいぐい絞めつけてきているルシルを見つめる。


　そして言った。


「……おいバケモン。全部話してやるから、ちょっと放せよ。これじゃ苦しくて、長い話は、無理だ」


　するとルシルは笑って、


「…………」


　それからすぐに、消えた。


　もう、まるで初めからそこにはいなかったかのように、霧きりのように消えてしまい。


　そしてゾーラはそのまま床へと落ちて、


「うおっと」


　着地する。がはごほと小さく咳せきをして、絞められていた首を手でなでる。


「……化物め……」


　ののしるように言ってから、再び前を向く。


　するとやはりルシルの姿はなかった。広間にいるのは、シオンだけ。どれだけ神しん経けいを張はりつめてみても、ルシルの気配はまるで感じ取れなかった。


　だが、やはりこの広間にいるんだろう。それも、シオンのすぐそばに。


　まるで姿は見えないのに……確かにいる。


　そんなあほなと思うが、なにやらあいつは、そういう奴らしい。


　本当に、本物の化物。


　もう、こんな化物に会わなきゃならないなんて、


「嫌やな国に戻ってきたなぁ」


　なんてことを言うと、シオンが言った。


「で、その嫌な国に、なぜ戻った？」


「なぜかねぇ」


　適当にはぐらかすと、シオンは、微笑む。


　そして一言。


「……殺すぞ？」


「おっと、怖こわいなぁ」


「怖いだろう？　なら、さっさと話せよ」


　が、それに、ゾーラは半眼でシオンを見つめ、


「なぁんて怖い発言をするシオン君の姿を、ライナは知ってんのかねぇ？」


　そう言った、瞬間。


　突然シオンの雰ふん囲い気きが、変わった。


　いや、表情やしぐさが変わったわけではない。それどころかぱっと見はなにも変わっていないように見える。だがそれでも、なにかが重くのしかかったような、そんな雰囲気になって。


　それにゾーラは、あら？　っと思った。こりゃ、なんか展開がおかしくなってきたぞ。


　最初は、この英雄王という名前の暴ぼう君くんは、馬鹿なライナを利用してる悪もんだとばっかり思っていたが、いまの反応は、なんだ？


　ゾーラは、続ける。


「だから俺は、あいつに友達は選べよって言ったのにさぁ……あいつ馬鹿だから、おまえのこと、友達だと思ってんだってさ……どう思うよこれ」


「…………」


　シオンは、答えない。だがあきらかに反応がおかしい。


　とそこで、またライナの言葉を思い出す。


『……黙れよ、ゾーラ。おまえがシオンの、なにを知ってる』


　その言葉に、いや、そりゃ知らないけどさぁ……と、心の中で呟く。


　知らないけど、でも、じゃあ、この反応は、なんだ？


　人体実験をして、人を殺しまくってる男だぞ？


　あのかつての暴君の、息子むすこだぞ？


　その事実がひっくり返って、こいつはやっぱり英雄王だった、なんてことが、ありうるのかね？


　ゾーラは、さらに続ける。


「ライナの奴、あれだろ？　性格悪いからどうせいまも友達少ねぇんだろう？　おまけに数少ない友達の一人がこれじゃ、ちょっと救すくわれねぇなぁ」


　するとそこでシオンがやっと、


「……ああ……」


　と、言った。それはかすれるような、絞しぼりだすような声。


　そしてこちらを見つめ、


「……ああ……そうだな。でも、だからどうした？　おまえにあいつを救えるのか？」


　そんなことを言ってくる。


『おまえにあいつを、救えるのか？』


「…………」


　また疑ぎ問もん発生だった。


　そりゃいったい、どういう意味だ？


　その言葉の意味を、ゾーラは考える。


　おまえにあいつを、救えるのか？


　っていうのは、つまりは、こいつはライナを、救いたいと思ってるってことか？


　んあ？　なんか、ほんとにちょっと展開がおかしくなってきたぞ。


　ゾーラはシオンを見つめ、言った。


「なんだよいまの。おまえはいったい、なにからライナを救うつもり……」


　が、シオンはそれを、遮る。


「質問しているのは、こっちだ。おまえこそ、なぜここにいる。誰の差し金で俺を殺しにきた？」


　どうも、こちらの質問に答えてくれるつもりはなさそうだ。


　通常ならここで、一発殴なぐって無理矢理答えさせるところなのだが、今日はちょっとめんどくさいことに、化物に一発殴られて、無理矢理答えさせられる側らしい。


「答えなきゃ、殺すって？」


「ああ」


「とんだ英雄王だな」


「……ああ。そうだ」


　シオンはあっさりうなずく。


　それにゾーラは、少しだけ考えこんでから、結局答えた。


「……いや、まあ、誰の差し金って言われてもさ、さっきも言ったけど、そこで死んでる、かつての同どう僚りように頼たのまれたんだよ。たまたま俺がローランドに戻ってきたら、人殺しの暴君を、殺すのを手伝ってくれって頼まれてさぁ」


　するとシオンはこちらをにらみつけ、


「そんな戯ざれ言ごとを信じると……」


　が、ゾーラはそれに、


「いやほんとなんだって。まあ、もちろん、うちの女王様とか、他にも雇い主はいるけどさぁ……」


「女王？」


　と、シオンは反応するが、しかしゾーラは気にしない。腕組みして、一人呟く。


「……でもこりゃ、少し事情が込み入ってきたな……」


　そもそも今回の計画は、南で急速に拡かく大だいを始めたローランドの新しい王が優秀そうだから、先に潰つぶしとこう、というものだったのだが……


「……ああもう、ライナが絡からむとは思ってなかったしなぁ……おまけにルシルとかいうのは俺一人じゃ無理そうだしさぁ……こりゃ、なんだ。あれか。一回帰って、ライナのことも含ふくめて女王様に報告か？」


　とそこで、ゾーラはさっさと踵きびすを返す。


　それにシオンが、


「まだ話は終わって……」


　しかしゾーラはあっさり、


「知るかよ」


　そのまま、走りだす。


　すると背後でシオンが、


「逃にがすなルシ……」


　が、そこで言葉は、止まる。そして、がぁっといううめき声があがって。


　それにゾーラは、振り向いた。


　瞬間。


「……なんだぁ？」


　なんて声を、思わずあげてしまう。


　目の前。


　血の海の真ん中に立っていたはずのシオンは、いまは胸むねを押さえ、床に膝ひざをついていて。


　おまけに、口から血を吐はいている。


　いや、それだけなら驚いたりしない。なにかしらの病気かなにかなんだろうで片づく話だ。


　だが、シオンが口から吐き出しているその血の色が、おかしかった。


　口から吐き出されている血が……金色なのだ。奇き妙みような光を放つ、金の液体。


　それだけじゃない。さっきまで銀色だったはずのシオンの髪も、金に輝かがやき、不ぶ気き味みに明めい滅めつしている。


　その姿は、あきらかに人間のものではなくて。


「……てめぇも化物かよ……」


　ゾーラが言うと、シオンはこちらを見る。口から血を流しながら、笑う。


「……く、くく。ムシケラが、逃げられると思うなよ……殺せルシル。跡あと形かたも残すな」


　するとまた、あいつが現れる。


　ルシル・エリスが。


　それにゾーラは顔をしかめる。


「やっべ」


　と、再び走りだす。走ったところで無駄なのはわかっているが……


　そう思った矢先、目の前にルシルの微び笑しようが現れて。


「……うわ、やっぱそうなる？」


　ゾーラはうめく。


　するとルシルは微笑んだまま、


「確かに、彼は少し、邪じや魔まになりそうだ……いま、殺しておくほうがいい」


　言って、手をこちらへと差し出してきて。


　それにゾーラは、慌あわてて懐ふところに手を突っ込む。これは本当に最後の最後まで使いたくなかったのだが、仕方ない。


　彼は懐のそれをつかみ、取り出そうとした、瞬間。


　また、声が響ひびいた。


「……や、やめろルシル……そいつを、殺……すな……!!」


　それでまた、ルシルの手が止まる。


　シオンが言ったのだ。


　そしてさらにまた、声が響く。


「殺せ！　早くそいつを殺すんだ！」


　やはり同じ声。


　それにゾーラは、振り向く。


　すると目の前には、苦しそうに顔を歪ゆがめているシオンの姿があって。


　シオンが、叫ぶ。


「やめ……だめだ……そいつを殺したら……おまえはも……馬鹿が、どうせ一人殺すも、二人殺すも同……違う！　まだ間に合う……あいつはライナの………………黙れ……」


　そんな奇妙な言葉。


　まるで一人の中に、二人の人間がいるかのように言いあいをしていて。


　それにゾーラは、顔をしかめた。


「……こいつ……狂くるってるのか？」


　するとそれに、ルシルが答える。


「違う。狂ってるのは、世界のほうさ。でも、君は見ちゃいけないものを、見たねぇ。シオン、悪いけど、彼は殺すよ」


　それにシオンが叫ぶ。


「やめろ！」


　それにシオンが叫ぶ。


「やれ！」


　するとルシルは、うなずいた。


「ああ、やるよ……」


　手を、こちらに差し出す。


　今度こそ、死ぬ……そう思った。


　なにもしなければ、殺される。


　でも、どうせ死ぬならと、ゾーラは懐からそれを取り出した。


　人形の形をした、無機質な物体。


『メノスの断残』と呼ばれる、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。


　それに、ルシルが目を瞠みはる。


「それは……」


「お、知ってんの？　んじゃこれ投げたらどうなるかも」


「貴き様さま。やめ……」


「やだ。ってかもう発動してるし」


　言って、ゾーラはそれを投げる。


　と同時、ルシルの姿も消える。『メノスの断残』の処しよ理りへいったのだろう。


　だが、ゾーラは振り返らない。


　いや、振り返っている暇ひまはなかった。


　なぜなら『メノスの断残』は、自爆専用の『忘却欠片ルール・フラグメ』だから……


　一度投げたら尋じん常じようじゃない爆発を起こし、すべてを焼き尽つくすまで消えることのない黒い炎ほのおを生み出す『忘却欠片ルール・フラグメ』。


　その炎の規き模ぼは、この城約三個をなぎ払はらっても、まだ足りないほど。


　そう。だからこそこれは自爆の『忘却欠片ルール・フラグメ』と呼ばれる。投げた人間自身が、絶対に逃げ切れないほどの規模で爆発し、焼き殺されてしまうから。


「ああもう、これは絶対使いたくなかったのにぃ……」


　だが、ゾーラはそれを投げた。


　死を覚かく悟ごしての決断だった。


　しかしまったく計算がなかったわけじゃない。あの、さっきまであり得ないほどの化物っぷりを発はつ揮きしまくっていたルシル・エリスなら、もしかしたら、爆発を止めることができるかもしれない。


　そうすれば、ルシルが爆発を止めている間にゾーラは逃げ切ることができるはずで……


　つまりゾーラの命運は、ルシルの化物っぷりにかかっていた。


　だからゾーラは走りながら、


「ああ、神様。あのバケモンが、俺が思ってる以上のバケモンでありますように！」


　祈いのった。


　だがそのとき、背後で黒い光が放たれる。


　爆発の、予よ兆ちようだ。


「やば。やっぱ無理だったか？」


　それにちょっとだけゾーラは振り返る。


　するとルシルがシオンを背後に守り、人形の体を裂いて、内側から放たれようとしている黒い炎と対たい峙じしていて。


　一応、なんとかするつもりのようだった。


　それにゾーラは、


「が、がんばれよバケモン！　俺はおまえを信じてるからな！」


　言いながらも、走る。


　するとルシルはふとこちらを向き、しかし再び目の前の人形へと目を向けるとなにやら呟く。手に、妙な剣のようなものが生みだされるが……


　もうそれも、どうでもよかった。


　ゾーラはただ、全力で走るのみ。


　そして廊ろう下かを曲がり、さらに窓まどを蹴け破やぶって、


「よっしゃ。このまま爆発しなきゃ、逃げ切り成功～！」


　叫びながら、彼は城の外へと飛び出したのだった。





　　　　◆





　そしてその、二か月後のこと。


　場所はローランドから遥はるか遠く。


　中央大陸の、やや東寄りに位置する小国にある、砦とりでの一つ。


　その、砦の中の回かい廊ろうを、ゾーラは生きて、歩いていた。


「はぁ～あ……なんのかんので、帰ってくんのにずいぶんかかったなぁ……」


　言いながら、懐から小さな鏡かがみを一枚、取り出す。そしてその鏡に、自分の姿を映うつしだす。


　映ったのは、茶色い髪に、強気な青い瞳ひとみと自信満々の笑み。着ているのは、ローランドで彼が着ていた『隠成師』の装しよう束ぞく……ではなく、紅べに色の、戦闘服。胸むねのところにやはり紅と赤でかたどられた朱雀すざくが飛び立つ紋もん様ようが描かれている。


　それが、いま、彼が所しよ属ぞくしている場所を表す紋様だった。


　いや、まあ、所属しているというほど大きな組そ織しきではないのだが。


　しかしそれでも、組織は徐じよ々じよに拡大している。


　その、組織の王……いや、女王にこれから会うのだが……


　ゾーラは、鏡を見ながら、顔をしかめる。


「あ～もう、いまいち髪形がなぁ……女ひ王めに会うのは久ひさしぶりだってのに……もっとこう、こう……ああもういいや」


　あきらめて、そのまま鏡を放り投げた。


　それから、目の前を見る。


　回廊を抜けた先に広がる、空間。


　赤い絨じゆう毯たんが伸び、その両りよう脇わきを固めるように、やはり赤い戦闘服に身を包んだ兵たちが並ならんでいる。


　その中の一人が、言った。


「ゾーラ・ロム様が、帰き還かんいたしました！」


　それにゾーラは、


「声がうっせぇよ」


　言いながら、叫んだ男の肩かたをぽんっとたたいて笑う。


　すると男は嬉うれしそうに微笑んで、それから一いつ斉せいに、兵たちが頭を下げる。


　それにゾーラは、肩をすくめた。


　それから、前を見る。


　頭を下げてない、二人を。


　広間の、奥の王座。


　その王座の傍かたわらには、ナンパそうな、ゾーラとほぼ同年の男が立っていた。


　肩まで伸びた柔やわらかい、むかつく金きん髪ぱつ。気き障ざったらしく目を閉じたままの、むかつくすまし顔。さらにむかつくことに、ゾーラより背が少し高い。


　もう、なにもかも悟さとったような落ち着いた雰囲気もむかつくのに、こいつはさらに穏おだやかな声こわ音ねで、


「おかえり、ゾーラ。無事でよかった」


　なんてことを言ってきて、それにゾーラも穏やかな声で、


「死ね馬鹿ガキ。女ひ王めから離はなれろ」


「ええ～いきなり死ねって、あいかわらずゾーラはひどいなぁ……殺しちゃうよ？」


「はっ。てめぇにゃ無理だよ。やるかコラ？」


　と、身み構がまえると、馬鹿ガキも身構えて。


　しかしそこで、もう一人が声を上げる。


「はいはい、あんたたち、会ってすぐ喧けん嘩かしな～い」


　綺き麗れいな、天使のような声が響く。それにゾーラは、声の主のほうを見る。


　広間の奥おく。


　王座に座すわった、この国の、王の姿を。


　するとそこにはやはり、ゾーラと同じぐらいの年ねん齢れいの、美少女が座っていた。


　整ととのった顔立ちに、勝ち気な、それでいて愛あいらしい瞳。


　普ふ通つうではありえない水色の長い髪に、今日は小さなティアラを載のせていて。さらに蝶ちようの模も様ようがあしらわれたドレスを着ている。


　その姿が、あまりに綺麗で。任にん務むでここを離れていた数か月間、会えない時間に想そう像ぞうしていた彼女の姿よりも、実物はさらに綺麗で、ゾーラはもう、心しん臓ぞうが止まりそうになる。


　なのに彼女はゾーラを見るなり、さらに頭がくらくらするほどかわいらしい顔で笑う。


　そして、


「おかえりゾーラ。無事でよかった」


　その、言葉に、


「た、ただいま帰りました、女ひ王め！」


　ゾーラは胸に手をあて、その場に跪ひざまずいた。


　すると女王の横で馬鹿ガキが不満げな声を上げる。


「言った言葉は同じなのに、なんだよその対応の差は～」


「はぁ？　なんか言ったか馬鹿ガキ？」


「……いや、いいけどさぁ～」


　それを無視してゾーラは顔を上げ、女王のほうを見ると、彼女はやはりかわいい顔で笑っていて。


　それからなにかふと気づいたように彼女は立ちあがり、


「あ、あ、ゾーラこれ、見て見て。新しいドレスなんだけど」


　言って、ドレスのスカートを少しまくり、くるりと回転した。そして、


「どう思う？」


　と、きかれたが、どう思うもなにも、もう、答えは一つだった。


「き、綺麗だ……」


　本気で、そう思った。だからそう言った。


　すると女王は微笑み、


「ありがと[image: ]」


　そう言ってくれる。それだけでもう、ここ最近の任務の疲つかれなんか吹ふっ飛ぶようで。ああ、今日はいい夢ゆめが見れそうだなぁとか思ったのに、またあの馬鹿ガキが横から、


「うん。ほんとに似合ってるよピア。まるで妖よう精せいみたいだ」


　なんて気障なこと言いやがって!!


　さらにそれに女王が、


「お～妖精かぁ？　それ、なんかいいね～。じゃあ、今日はペリアの勝ちかなぁ」


　楽しげに言った。


　すると馬鹿ガキが、いつものムカツク勝ち誇ほこった顔でこちらを向いてくる。


　それにゾーラは懐からナイフを抜いて、


「死ね！」


　思いっきり投げる。


　それを馬鹿ガキはあっさり受け止めてしまうが。その受け止めたナイフを見て、なぜか馬鹿ガキは少し微笑んでから、続ける。


「あ、いまゾーラ、ナイフ投げるの、少し手て加か減げんしてくれたでしょ。やっと僕のことも仲間だって思って……」


「ねーよ」


「またまたぁ」


「よし。あと二本、ナイフを……」


「だから二人ともやめなさいってば！　怒おこるわよ？」


　という女王の言葉に、


『は～い』


　ゾーラと馬鹿ガキは、同時に言った。


　そのままゾーラは立ちあがり、二人の側へいく。


　それからゾーラが女王を見つめると、彼女はもう一度微笑んで、


「おかえり、ゾーラ」


「ただいま、ピア」


　ゾーラが言うと、ピアはうなずく。そして横にいる馬鹿ガキのほうを見て、


「ちょうどさっき、ペリアも、ガスタークから戻ったところなのよ……だからあなたも帰ってきてくれて、タイミングよかった。なんか、あっちもちょっと、ひどいみたいよ？」


　それにゾーラも、馬鹿ペリアのほうを向く。


「そうなのか？」


　ペリアは、うなずく。


「まあ、少しね。あそこは『神学』の研究については、僕らより古くからやってるみたいだし……」


　とそこで、ピアがその話を遮る。


「でもま、ガスタークの話はいいわ。あそこがめんどくさいのはいまに始まったことじゃないし。それに、そこそこ予想どおりだったしね。なんとかなるでしょう。それよりも……」


　とそこで、一度言葉を止めた。


　それから彼女は、再び王座に座る。


　真剣な表情になる。


　勝ち気な、かわいらしい瞳の奥に、知性が宿る。


　そしてその瞳めでこちらを見上げ、彼女は聞いてきた。


「いまの、ローランドの状況はどうなのよ？」


　その問いかけに。


　ゾーラは、少し顔をしかめる。


　それからあそこで起きていた出来事を、思いだす。


　暗い、暗い、闇のような場所のことを。


　ライナ、シオン、ルシル……そして『神学』とは真逆の世界。


　それを思い出し、彼は小さく息を吐はいた。


　それから大きく吸すって。


「…………」


　あの、闇のことについて、話し始めたのだった。







（天才の証明：おわり）







　伝勇伝　外伝



　しょっぱいだんご








「うわ!?」


　それを見た瞬しゆん間かん、思わずペールはそんな声をあげた。


　簡かん単たんにざんばらに刈かられた黒くろ髪かみ、おっとりしたような、だが利発そうな黒い瞳ひとみ。


　年のころは十歳さいくらいだろうか？　まだ小さいが、引き締しまった体は俊しゆん敏びんそうだ。


　その彼の体は、いま、駆かけていた。


　全力疾しつ走そう。


　ちょっとすぐには止まれそうにないほどの勢いきおいで走っていた彼の体は、しかし、それを見た瞬間に、


「……なに……あれ……」


　あまりの驚おどろきに、走るのを忘わすれてしまった。ぽかんと口を開き、目を丸くし、すぐ一歩前にある小石に気付かずそのままつまずき、思いっきり派は手でに転ころびながらも……


　それから目を離はなせないでいる。


　その、目の前に倒たおれていた、世界がひっくりかえっちゃうんじゃないかというほどの、とんでもない美少女から。


　ペールがいまいる場所は、木こ立だちの中だった。親がやっている家業の手伝いで、お得とく意い先さきに品物を配はい達たつにいく途中だったのだが……


　彼の目の前にはいま、少女が倒れていた。


　彼女は、全身をアザだらけにしていた。顔も、腕うでも、服からちらりとのぞく足にも、いたるところに痛いた々いたしいアザがあった。


　そして岩を背にして、目を閉じている。


　眠ねむっているんだろうか？


　いや、もしかするともう、死んでいるのかもしれない。


　そう思った。


　でも、それでもその少女は、美しかった。


　木こ漏もれ日びを浴あびて、艶つややかな金色の長い髪がきらめいている。閉じている目のまつげは長く、異常なほど整ととのった顔に、すらりと伸のびた手足を、白と紺こんで構こう成せいされた清せい潔けつな道着で包んでいる。


　身長から見て、ペールとほぼ同じくらいの年ねん齢れいだろうか？


　こんな綺き麗れいな人間を、ペールは見たことがなかった。


　ほんとに、人間なんだろうか？


　そんなふうに思ってしまうほどに、その少女は美しかった。


　ペールは転んだ格かつ好こうのまま、しばらく呆ぼう然ぜんと少女を見つめ……それからあわてて立ちあがって、


「ああっと!?　こんな、ぼけっとしてる場合じゃなかった！　えっと……んと、そのぉ、大だい丈じよう夫ぶ？　まさか、死んでるんじゃ……」


　が、そこで突然、


「………………黙だまれ、だるい、痛い、喉のどが渇かわいた。水を取ってこい」


　女の子のものとは思えない、愛あい想そうもへったくれもないような平へい坦たんな声こわ音ねで、目を閉じたままの少女が注文をつけてくる。


　それにペールは驚いて、


「へ？…………あ、水？　ってその……」


「ん？　人の家の敷しき地ち内ないに勝手に入っておいて、それくらいのことを嫌いやだと言うのか？」


「はぁ？　人の家の敷地……？　って、ここは君の家なの……？」


　と、ペールは再びまわりを見まわした。木々がたくさん茂しげっている、ちょっとした森のような場所。


　ここは、彼がいつも配達のために通っている近道だった。彼が住んでいるのはローランド帝国帝都・レイルードの第四商業区画。そこから、お得意先がある、正反対側の第八商業区画へいくのには、この森を通り抜けるのが近道なのだが……


　この巨大な森が、敷地……？　これほど大きな森を持ってるってことは……


　そこまで考えて、ペールは急に震ふるえた。


「も、もしかしてここって……貴き族ぞくの……？」


　それに少女はすっと、なんの感情も映うつさない……しかし、信じられないほど青く澄すんだ、切れ長の瞳を見開くと、ペールを見つめて、うなずく。


「ああ。エリス家の所しよ領りようだ」


　その言葉に、ペールはあわてて地面にひれ伏ふして、


「す、すいません。知らなかったんです。も、もう勝手に貴族様の敷地内へ入ったりはしませんから、どうか命だけは……」


　必死に謝あやまりながら、しかし、殺されると思った。貴族とはそういうものだと、父さんからも聞かされていたし。


　こないだだって、近所の子こ供どもが、街の中を馬車で競走するなんていう馬ば鹿かげた貴族たちの遊びのせいで轢ひかれて、でも誰だれも文もん句く一つ言えないのだ。おまけに、その子供のせいで勝負に負けたと、その子の家族はみんな、殺されてしまった。


　それでもやはり、誰も文句を言うことができない。


　この国は、そういう国なのだ。


　強いものが、弱いものを虐しいたげる。


　だからペールは殺されると思った。目の前にいるのは、やはり人間じゃなかったのだ。


　血の通かよっていない、貴族。


　確かに信じられない美少女だが、しかし、その声は淡たん々たんとしていて、その目には、感情というものが映されていない。


　別種類の生き物。


　ペールにはそう見えた。絶対に殺される。それもいますぐだ。どうしよう？　どうすれば生きのびられるだろう？　そればかりが頭をめぐる。


　とそこで、貴族の少女はそんな彼の姿を見て、無表情のまま立ちあがり、彼のそばまで歩いてきた。そして、


「……いったい、おまえはさっきからなにを言っているのだ？」


「あう……す、すみませ……」


　が、言葉は途と中ちゆうで遮さえぎられて、


「痛めつけられたせいで、体を動かすのが痛いから水を少し取ってきてくれという、美少女の言うことが聞けないのか？」


「だ、だから殺さな………………って、へ？　いまなんて……？」


　そんな、少女の突とつ然ぜんの言葉に、ペールは思わず顔をあげた。


「いま、なんて言いました？」


　すると少女は、


「いや、その、だから美少女の……」


　が、そこでなぜか恥はずかしそうに顔を赤らめ、顔をうつむかせて……


「な、なんでもない。とにかく、ひざまずくのはやめろ。話しにくい」


「で、でも。えっと……確かエリス家って言ってたから……んと、エリス様は……」


「フェリスだ。フェリス・エリス」


「じゃあ、フェリス様は……」


　しかし、さらに彼女は遮って、


「だからなぜ、様と呼ぶ？」


「だって、あなたは貴族で、俺おれ……じゃない、僕ぼくは平民だから……」


「ほう。平民は、貴族に対して敬けい語ごをつかうものなのか？」


　感心するように言った。それにペールが逆に驚いて、


「へ？　って、普通、そうでしょ？　貴族はみんな平民に対して偉えらそうに……あ、いや、その、僕が言いたいのはそういうことじゃなくてですね……」


　が、フェリスは首を振ふってから、


「いい。そのまま話せ。なるほど。貴族は、そんなに偉そうにしているものなのか。ふむ。こんな感じか？」


　と、彼女はぐっと胸むねを張はってみせる。どうもそれで、偉そうにしているつもりらしい。


　でも、まだ幼おさない、彼とほぼ同い年くらいにしか見えないフェリスが胸を張ったところで、威い厳げんもなにも感じられなくて……


　ペールは思わず笑ってしまった。笑ってしまってから、


「あ、す、すいません。その、決して馬鹿にしたわけじゃなくてですね……」


　するとフェリスが胸を張るのをやめて、憮ぶ然ぜんとしたように、


「むぅ。やはりこれではだめか？　では、どうしたらいいだろう？」


　真しん剣けんな表情で聞いてくる。


　それを見て……


　ペールはかわいいと思ってしまった。この娘こはあの、恐おそろしい貴族のはずなのに……全然印いん象しようが違ちがったのだ。なぜか無表情で、とんでもなく愛想がないのに……


　すごく素す直なおで、かわいく見えた。


　ペールは彼女を見つめて、聞いた。


「も、もしかしてフェリス様は……いやフェリスは、他ほかの貴族に会ったことがないの？」


　するとフェリスはそれにうなずいて、


「ないな。いや……生まれてから、両親と、兄のルシル、妹のイリス……それにエリス家に仕つかえている爺じい以外の人間には、まだ会ったことがない」


　それにペールは、


「へ？……って、他には全然、誰にも？」


「うん。会わないな。会う暇ひまもあまりないし。毎日、剣術の訓くん練れんで忙いそがしい」


　なんてことをあっさり言ってくる。


　その言葉に、ペールは彼女の顔を見た。美しい、整った顔。しかしその顔には、いくつものできたばかりのアザがあって……


　腕も、足も……


　信じられないことだった。彼女の言ってることは、本当なのだ。こんな子供なのに、家族以外の誰とも会うことなく、こんなにひどい傷を負うほどの剣術の訓練をさせられている……？　まさかそんな馬鹿なことが……


　ペールがそのまま言葉を失っていると、なぜかフェリスが不ふ思し議ぎそうに首をかしげて、


「どうした？」


「え？　どうしたって……なにが？」


　その、突然の問いかけの意味がわからなくて、ペールは問い返した。すると、そのままフェリスは淡々とした声音で、


「なぜ、私を見つめて、そんなに悲しそうな顔をする？」


　その言葉に、ペールは一瞬、どきっとした。


「いや、あの……」


「ん？」


　彼女はあいかわらず、なんの感情も映さない、綺麗なだけの瞳で彼を見つめてくる。


　いや、愛想がないんじゃない。ペールにはわかった。人と会ったことがないから、友達がいないから、感情を表現する方法を知らないんだ。ペールはそんな彼女の悲しい瞳を見つめて……


「ねえフェリス。もしかして……」


「ん？」


「もしかして……家族以外の人間に会ったのって、僕がはじめて？」


　すると……


「そうだ。私以外にも、私と同じような年ねん齢れいの人間というものは、いるのだな。本で読んだことはあったが、驚いた」


　そんな簡かん単たんなことに驚くフェリスに、ペールはますます悲しくなった。彼女は、他の貴族たちとは違う。


　そう思った。そう思ったら……


　思わず彼は……お得意先に持っていくはずだった、店から持ってきていた品物を取り出して、言っていた。


「んと……あの、そのぉ……実はいいものがあるんだ。水すい筒とうにはお茶も入れてきてるし、よかったら、これ、このだんご、一いつ緒しよに食べない？　うちのだんごはおいしいよ？」


　するとフェリスは怪け訝げんそうな顔で、


「……だんご？　なんだそれは？」


「あ、やっぱりだんごも食べたことないんだ……じゃ、じゃあ、きっと驚くよ。すっごいおいしいんだから！」


「ほう」


　そうして二人は、さっきフェリスが背をもたせかけていた岩に座すわって、だんごの包つつみを開けた。ペールが串くしに刺ささっただんごを一本、フェリスに渡わたすと、彼女が言った。


「これが、だんごか？」


「うん。食べてみてよ」


「ふむ」


　彼女はそれをひとしきり眺ながめてから、ぱくりと口に含ふくむ。


「どう？」


　ペールは緊きん張ちようして聞いた。


　が、フェリスはなんの感かん慨がいもない表情で、


「ぬちゃぬちゃしているな。そして甘あまい」


「って……も、もしかしてまずかった？」


　しかし、彼女は無表情のままもう一口だんごに口をつけて、


「いや、まずくはない」


　小さく呟つぶやいた。





　そんな出で来き事ごとがあって以来、ペールは頻ひん繁ぱんに、あの森に通うようになっていた。


　彼女が、『修しゆ行ぎようが休みのときはあの森の中の岩の上で、本を読むのが趣しゆ味みなのだ』と言っていたからだ。


　やがて、一緒に遊んでくれるようになった。と言っても、こちらから一方的に話しかけて、連つれ回して、そして毎回一緒にだんごを食べてもらうだけだったが……


　そんなある日のことだった。


　フェリスが言ってきた。


「ところでペール」


「なに？」


「ん……前から聞こうと思っていたのだが、なぜおまえは、いつも私が休みのときに限かぎって、この森にきているのだ？　私の休みがいつか、わかっているのか？」


「へ？　あ……それはその、そ、そうだよ。うん」


　と、ペールはしどろもどろで答えた。しかしフェリスは不思議そうに首をかしげて、


「しかし、私の休みは決まっているわけじゃないだろう？　休みは、私が訓練でひどい怪け我がをした日しかないのだぞ？　やはり、おかしい。まさかおまえは、毎日ここにきているのか？」


「う……」


　図ず星ぼしだった。それにペールは頭をかいて、それから恥ずかしそうに笑って、


「……実は、そうなんだ」


　するとフェリスはさらに不思議そうに、


「そんなにこの場所が気に入ったのか？」


　見けん当とう外はずれなことを言ってくる。それにペールはため息いきをついて言った。


「んなわけないだろ。フェリスに会いにきてるんだよ。毎日くれば、フェリスに会えるかもしれないと思って」


「私に？　なぜ？」


「え……なぜって……その、やっぱ、寂さびしいだろう？　その……フェリスは友達が一人もいないし……」


　が、さらにフェリスはわからないという表情で腕ぐみして、


「……寂しい？……それは……どういう感情だろう。私はまだ、感じたことがないぞ」


「あ……」


　その言葉に、ペールは声を失った。


　寂しいと、感じたことがない……


　そんなことを、簡単に言ってしまう彼女が、悲しかった。


　彼女にはいままで、友達がいなかったのだ。最初からずっと一人で、ずっとずっと孤こ独どくで……


　だから、寂しいと感じることもなかったのだ。最初から一人だったから。これ以上、寂しくなるはずがないのだ。


　毎日、毎日、へたをすれば死んでしまうような、信じられない訓練だけが繰くり返かえされていて。


　瞬間、彼女がとても、儚はかない存そん在ざいに思えた。すごく弱い、すぐに壊こわれてしまいそうな存在に……


　と──


　ペールは二人で座っていた岩から降おりて、彼女の前に立った。


　そのまま、彼女を見つめて……


　そして言った。


「いま僕……決めたよ！」


「ん？　なにを決めたんだ？」


　と、フェリスはペールが持ってきただんごを、うまくもなさそうに食べながら聞いてくる。そんな彼女の顔を見つめて……


　ペールは続けた。


「その……いや、えっとぉ、そうまともに問い返されると、恥ずかしくて言いにくいんだけどさ……だから、うんと、これからは僕が、君のことを守ってあげたいと思って……」


　すると、フェリスがペールの顔をまじまじと見つめてきた。彼女も真剣な表情だった。


　そのまま彼女は、


「ペールが私を守る？　それはどういう意味だ？　おまえが私より強いということか？」


　その言葉に、


「はぁ？」


　ペールは思わず、そんな声をあげてしまった。それにフェリスが、


「ん？　違うのか？　難むずかしいな。ではいったいなんのことを……」


「いや……その……ああだから……んもうけっこうあれ言うの、勇気がいったんだけどなぁ……」


「だからなんのことを……」


　しかしペールはそれを遮って、


「ううん。気にしないで。うん。僕が勝かつ手てに決めたことだから。よし！　んじゃあ今日きようは僕、もう帰るから、また明日あしたね！」


「いや、明日は休みになるとは限ら……」


　が、ペールは笑って言った。


「でも、僕はきてるから。フェリスが会いたいと思ったときに、絶対に会えるようにね。んじゃね！」


　そう言って、ペールは森を駆けだした。


　その背後で、フェリスが小さく、


「ふむ」


　うなずいたのが聞こえた。





　翌日。


　いつものように、ペールは岩の上で昼ひる寝ねをしながら待っていた。木々の葉と葉の間から差しこむ、柔やわらかい陽ひ射ざしを受けながら、ぼーっと目を閉とじている。


　もう、だいぶ暑あつい季節になっているというのに、ここは木々の陰かげになっているせいか、ちょうどいい気温だった。一人でいると、すぐに眠くなってしまう。


「さすがフェリスのお気に入りの場所だなぁ」


　なんてことを思いながら、だんだんと深い眠りに入っていく途中で……


「おい」


　突然、声がかかった。


「へ？」


　その声にペールは目を覚さまして、飛び起きる。するとそこにはフェリスがいて……


「あ、って、フェリス？……なんでここに？　昨日きのう、今日は訓練あるからこれないって言ってなかったっけ？」


　するとフェリスが目を細めて、


「なにを言っているんだ。おまえがこいと言ったから、わざと難しい訓練を選んで、怪我をしてきてやったんだぞ？」


「え？　こいなんて僕は言ってな……ああまあそれはともかく、じゃあもしかして、昨日の僕の言葉を真まに受けて、わざわざきてくれたの？」


「ん。そうだ」


　それに、フェリスは素直にうなずいた。


　ペールはそんな彼女を見て、思わず表情が緩ゆるむのを感じた。


「そっか…………あ、あはは。そっか～」


　そんな、いまいち不ぶ気き味みな笑い声をあげながら、彼女を見る。


　彼女は、あいかわらずの無表情だった。


　無ぶ愛あい想そうで、氷のように冷たい声で、なにごとにも感心がなさそうで、そして美人で。


　でも、なにかが変わってきてる……


　ペールはそう感じた。


　別に彼のことを好きだとか、必要な友達だとか、そんなふうに思っている素そ振ぶりはないが……それでもなにかが確かく実じつに変わってきている……そう思った。


　だから嬉うれしくなって、


「じゃあ、今日はなにして遊ぼうか？」


　するとフェリスは表情を曇くもらせて、


「遊ぶ？　そんなことのために、わざわざ私を呼んだのか？　それならわざわざ……」


「いいからいいから。いこ！」


　と駆けだすペールに、なんだかんだ言いながら、フェリスもついていこうとして……


　しかし、


「それ以上進むなペール!!」


　突然、声をあげた。


「へ？」


　と、その声に振り返った瞬間、ペールの目の前が真っ暗になった。直後、大きな、ペールの体よりも遥はるかに大きな犬が、彼に向かって飛びかかってきていて……


「うわ!?」


　とっさに彼はその攻こう撃げきをよけると、地面を転がった。


「な、なんだ!?」


　それにフェリスがペールのそばまで走ってきて、


「野犬だ。この森の中はけっこういるぞ？　遭あったことないのか？」


「な、ないよ。遭ってたらとっくに死んでると思うんだけど……」


　言って、目の前の化ばけ物ものみたいに大きく見える、犬を見つめた。真っ黒な犬だった。しなやかな、しなるような体を持った犬。鋭するどい牙きばからは、よだれが垂たれ流されており、腹が減へってて、彼らを食べたくてしょうがないと言わんばかりだった。


　やばい……そう思った。このままじゃ、まずい。


　と──ペールは犬の前にたちはだかり、フェリスを後ろへ押すと、


「逃にげろフェリス！」


　叫さけんだ。が、それになぜかフェリスは首をかしげて、


「なにを言っているんだおまえは？　私の力を知っているだろう？　こんな犬ごとき、私なら……」


　が、ペールは首を振って、


「だ、だめだよ！　女の子に……フェリスにそんなことさせられない！　ぼ、僕が守るって決めたんだから！　よ、よし。フェリスが逃げないんなら……」


　そしてキッと犬をにらみつけた。


　犬は、やっぱりでかかった。とても、勝てるとは思えない。でも、それでも……


　引けないときだってあるんだ!!


「うわああああああああ!!」


　ペールは犬に向かって突つっ込こんでいった。


　拳こぶしを振り上げ、思いっきり放つ。しかし、犬はあっさりそれをかわして、体当たりをしてくる。刹せつ那な、ペールは簡単に吹っ飛ばされ、そのまま地面に転がされる。そのまま犬は間かん髪はついれずに襲おそいかかってきて……


　ペールの喉に喰くらいつこうと……


「うあ……く」


　それを、すんでのところで犬の頭を押さえつけた。


　それでも犬は全身を激はげしく動かして、ペールの頭を、体を地面に何度も叩たたきつけるが、


「が……あうあ……」


　そのたびにペールは衝しよう撃げきに顔をしかめて、でもそれでも絶対に手を離はなさない。
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　そして……


「僕が……絶対……フェリスを守るんだ!?」


　叫んで、片手で地面の砂をつかんで犬の目に叩きつけた。


　すると、それで一瞬視力を失った犬は驚いたのか、きゃいんと悲ひ鳴めいをあげて地面を転がった。そしてそのまま、一気に逃げていく。


　それに……


「へ？　あ……」


　その、逃げていく犬の後ろ姿を呆然と眺ながめて、


「か、勝った……」


　ペールは呟いた。


「やったよフェリス！」


　そのまま、そばにいるフェリスに手を振る。


　が、フェリスは眉まゆ根ねを寄よせて、わからないという表情で、


「なにを……おまえはやっているんだ」


「え？　なにをって……？」


　ペールはフェリスの言っていることがわからなくて、問い返した。するとフェリスは、


「だから、なぜ、あんな無意味な無む茶ちやをしたんだ？　ということを聞いている」


　そんな言葉に、ペールはしばらくぽかんとしてから……気をとりなおして……


「ああ。そのことか。だから、その、言ったろう？　僕が、フェリスを守るんだって」


「そんな傷だらけになってか？」


　と、ペールの、服は破やぶけ、地面を転がったせいで体中擦すり傷きずだらけの姿を見つめてフェリスが言う。


「私なら無傷で……いや、手を触ふれずに石を投げるだけで殺すことすらできたのだぞ？」


　が、ペールは首を振った。


「でも、それじゃだめなんだよ」


「なにがだめなんだ？　殺すことか？　しかし別に殺さずに撃げき退たいすることだって、私ならたやす……」


　しかしペールはさらに首を振って、


「違うよフェリス。そうじゃないんだ。僕が言いたいのは……うーんと……そうだな。うん。僕は確かにさ、フェリスみたいに修行もしてないし、強くないかもしれないけど、でもそうじゃないんだ。ただ、なんていうか、うまく言えないんだけど……フェリスだって、守られたりするんだって、わかってほしかったんだ」


　それに、ますます混こん乱らんしたように首をかしげるフェリスに、ペールは笑って、


「あはは。ごめん。言ってる意味、わかんないよね。僕も言ってて、よくわかんないんだ。でもさ、あのときは、なんかそう思ったんだよ。フェリスだって、普ふ通つうの人間で、普通の子供で、普通のか弱い女の子だってことを知ってほしかったっていうか……」


「……普通の、か弱い、女の子……？　これでもか？」


　と、彼女は手を軽く掲かかげた。風にこすれて落ちてくる、幾いく枚まいもの葉っぱに手を伸ばすと……彼女は見えないほどの速はやさで手を動かした。すると、その数枚の葉たちが、一瞬にして数百の破は片へんへと変へん貌ぼうして……


「……エリス家では、弱さは許ゆるされない。弱ければ……殺される。そして私は強い。それで、なんの問題もないはずだが？　他に私が知らなければいけないことがあるのか？」


　だが、ペールはそんなことを言うフェリスを、じっと見つめて……


「なんの問題もない……か。そうだね。強いのが正しいって言われて育ったんだもんね。そう思うよね」


「うん。それで正しいはずだ」


　けど……


　ペールはフェリスを見つめ続けた。無表情の、いつも表情のまったく変わらない、凍こおりついたような顔を見つめて、


「でもじゃあフェリス。なんで君は、そんなに悲しそうな顔をしてるの？」


　言った。


「どうして笑わないの？　どうして泣かないの？　辛つらいんじゃないの？　辛いのに、辛いって言えない……ううん。辛いときに辛いって、悲しいときに悲しいって、言っていいってことを、知らないだけじゃないの？」


「……いったいなにを……」


「だから僕は……やっぱりフェリスは、か弱い普通の女の子だと思うんだ。たとえ誰が、ううん、他のすべての人が、フェリスは強くなきゃいけないって言っても、僕はそうは思わない。いつも平気そうにしてるけど、悲しいときはきっと悲しいんだと思うんだ。辛いときは辛いんだと思う。本当は優やさしいし、弱いし、寂しがりやだし……だから僕は……そんなフェリスが好きなんだ。好きな人を守りたいって思うのは、普通だよね？」


「…………」


　それに……


　フェリスは答えなかった。まだ、ペールがなにを言っているのか、わからないという表情だった。いや、聞いたことのない言葉ばかりで、戸と惑まどっているような表情……


　ただこれだけはわかった。フェリスは、ペールの言葉を嫌いやがってはいない。


　それがわかったから、なぜかペールは急にいま言ったことが恥ずかしくなってしまった。


　だって、いま、僕は告白してしまったのだ。フェリスを好きだって言っちゃって……


「うわ……」


　そう思うと、なぜか顔が真まっ赤かになってきてしまい、ペールはあわてて、


「な、なんて、なに言ってんだろ僕。困こまらせてごめん。んと……えと……じゃ、じゃあ、また明日くるよ！　明日はね、はじめて父さんにだんごを作らせてもらえるんだ！　いままでは手伝いしかさせてもらえなかったけど……でも、絶対美お味いしいのを作るから、そしたらフェリスに一番に食べてほしいんだ！　だから、んと……そ、そういうことで、また明日ね！」


　言って、彼は駆けだした。


　恥ずかしくて、振り返ることもできなかった。ただ、落ちていく夕日のせいで、彼の顔が、余計赤く見えていた。





　一方、場所は変わって。


　エリス家。


　だだっぴろい道場に、一人、白と紺の道着に身を包んだ男が姿し勢せいただしく座っていた。


　フェリスと同じ、輝かがやくような金色の髪に、優しげな、本当に優しげな温おん和わな瞳が印いん象しよう的てきな男だった。その、人間離れした整った容姿からは、年のころをはかるのは難しいが、三十代半なかばというところだろうか？


　と──その道場に、少女が入ってきた。少女は男の姿を見て、


「父とう様さま。爺が、父様が私を呼んでいると言っていたのだが？」


　すると男は優しげな目を少女に向けて、


「ああ、クロセリにおまえを呼ぶように頼たのんでおいたのだ。こっちへおいで、フェリス」


　それに、フェリスはこくりとうなずき、男のそばに寄っていった。


「で、用はなんだ？」


　フェリスが聞くと、男はそっと、彼女の長い金色の髪をなでつけながら、


「うん。用というほどのこともないんだけどね。フェリス、最近、友達ができたらしいじゃないか。名前は、なんといったか……」


「ペールだ」


「そう、そのペール君。仲なか良よくやっているかい？」


「ああ。仲良くやっている」


　すると男は、それに満まん足ぞくげにうなずいて、


「そうか。それはよかったな。友達は、大切にしなければいけないよ」


　それにフェリスはもう一度うなずいて、


「わかってる」


「ん。では、いっていいぞ」


　と、男がフェリスを解放すると、フェリスは首をかしげて言った。


「なんだ。用はそれだけか？」


「それだけとは、なんだな。愛いとしい娘に、はじめての友達ができたんだ。父としては、助言をしたいじゃないか」


「そういうものか」


「そういうものだよ。でも、本当にいい友達でよかった。大切にするんだよ。さあ、また明日は早くから、修しゆう練れんがある。体を休めなさい」


「うん」


　そうして、フェリスは道場を出ていく。


　そのフェリスが出ていった扉とびらを、男はしばらく、優しげな瞳で見つめてから……


　ふと、誰かに声をかけるかのように言った。


「ルシル。おまえは、いまのをどう思う？」


　すると、突とつ如じよ男の隣となりに、一人の少年が現れた。フェリスよりは少し年上というところだろうか。やはり同じ金色の髪。まるで感情というものをすべて殺してしまっているような、切れるような瞳……その瞳はまるでなにも映さないようで、あらゆるものを見ていた……


　ルシルが抑よく制せいの利きいた、子供とは思えない静かな声音で言った。


「……エリス家に……友などという、甘い、偽いつわりの概がい念ねんは必要ありません」


　それに男は優しく笑い、


「そうだ。おまえはやはり、よく理解しているな。ペールとかいったか……」


　そして……


「処しよ分ぶんしろ」


「…………はい」


　ルシルはそれに、静かにうなずいた。





　翌朝。


　早くからペールは起きだして、だんごを作っていた。もう、何度も失敗して、父親に怒ど鳴なられ、なんとか形になっても、味が納なつ得とくいかなかったりして落ちこんだり……


　でもそれでも、


「おらペール。フェリスちゃんに食べさせるんだろう？　じゃあ、まずいもんは作れねぇなぁ。もっとがんばらにゃあ」


　父親に言われて、


「言われなくてもわかってるよ!!」


　ペールは気をとりなおして、再びだんごの生き地じをこねはじめた。それを見て、父親が笑いながら頭をなでてくる。


「おまえは、筋すじがいいよ。やる気もあるし、うまいもんを食わしたいと思う相手もいる。きっと、うまく作れるさ」


「うん！」


　そうして、一心に彼はだんごを作り続けた。





　一方場所は変わって、エリス家の道場。フェリスが剣を腰こしにたずさえて、


「で、父様。今日はどんな訓練をするんだ？」


　だが、父は正座したまま、


「いや、フェリス。ルシルもいないことだし、今日は休みにしようと思うんだが」


「うん？」


　その言葉に、フェリスはまわりを見まわし、


「そういえば兄様の姿がないな……兄様はどうした？　まさか、兄様が訓練をサボるとも思えないが……」


「うん。ルシルには、少しお使いを頼んでね。だから、今日は休みにしようと思ったんだ。おまえもたまには、街に出てみたらどうだろう？　そうだ。ペール君とやらに、会ってきたらどうだい？」


「ペールに？……そうだな。たまには私が街に出てみるのもいいかもしれない。だが、街へ出ていいのか？」


　すると、父は穏おだやかな、しかし、どこか冷たい笑みを浮かべて言ってきた。


「もちろんだよ。そろそろフェリスも、世間の……世界の本当の姿を勉強したほうがいい年頃だからね。真実をその目に焼き付けておいで」


「…………なんの話だ？」


「いや……楽しんでおいでということだよ。お小こ遣づかいはクロセリに渡わたしておくから」


　それにフェリスはうなずいて、


「ん。じゃあ、いってくる」


　そうしてフェリスは、エリス家を……はじめて出ていったのだった……





　はじめて出た街は、活気に満みちていた。


　こんなにもたくさんの人が、世界にはいたのかと驚くほど……


　フェリスは周囲の人々を淡々と見まわして、


「騒さわがしいな」


　そう言ってから、


「だが……嫌いやじゃない」


　呟いた。


　彼女が進む道は、大通りだった。この道が、ペールの家に続いていることを彼女は知っている。いや、この街のすべての路地、すべての店、すべての家の地図が、彼女の頭の中には、すべて収おさまっていた。何十回も、何百回も、何千回も、この街の地図を彼女は眺めていた。いつか、あの家から出て、自分も街に出られるかもしれない……


　そんなことを思って……


　そして……街に出たとき、彼女には知り合いがいるのだ。知り合いの家があるのだ。


　そう、思っているうちにも、大通りの向こうに、その家……いや、店が見えてきた。


　もう、何度も地図で見た……ペールの父親がやっているという、だんご店が……


「あれか」


　それは、こぢんまりとした店だった。それほど大きくない店先に、のれんがかかっており、その中に優しげな中年の女が店番をしている。


　道を隔へだてた先に、その店は確かにあった。


　フェリスはそれを眺めて、


「…………」


　しかし、そのまま無言で、立ちすくんだ。どうしていいのか、まるでわからなかったのだ。『ペールはいるか？』と、声をかければいいのだろうか？　それとも、だんごをくれと言えばいいのだろうか？


　だいたい、街に出たのははじめてなのだ。どうしていいのか、いまいちわからない。


「さて、どうしたものか」


　そんなことを淡々と考えているところで、店から突然、聞き覚おぼえのある声があがった。


「やった！　できた！　じゃあ、父さん、いってくる！」


「おう！　いってこい!!　んでもって、フェリスちゃんの心をがっちりだんごで射い止とめてこい！」


「な、そ、そんなんじゃねぇって言ってるだろ！」


「ははは。照てれるな照れるな」


「ったく。じゃあ、いってく……」


　と、ペールが店先から飛び出しかけて、こちらを見た。


「って……あ……」


　それにフェリスはうなずき、


「ん。きたぞ」


　無愛想に言った。


　するとそれにペールが嬉しそうに笑い、それからなぜか再び店の中に入って父親と母親を呼んできて、三人でなにやらひとしきりフェリスを指さして、


「おいおいえらいべっぴんさんじゃないか」


「だろ！　だから言っただろ」


「あらあら。これじゃ、ペールじゃちょっと役者不足だわねぇ」


「だ、だからそんなんじゃ……って、フェリスに聞こえたらどうすんだよ。えっと、じゃあ……」


「ああ、いってこい。今日は店はいいから、フェリスちゃんといっぱい遊んできな」


「うん！」


　そう言って、彼はこちらに振り向いた。なぜか、満面の笑えみでこっちに手を振って、


「いまいく！」


　と、駆けてこようとしたところで、道を激しい音を立てて馬車が走ってきた。それを見て、ペールは足あし踏ぶみしながら止まった。


　これが通り過ぎたら、そっちへいくからと、身振りで示しめして……胸に抱かかえた小こ包づつみを、なぜか得意満面で掲げて見せてきたりして……


　が──


　そこで突然。


「な……」


　フェリスは、うめくような小さな声を漏もらした。すぐ近くで、とんでもなく強大な殺気が膨ふくれ上がったのを感じたから……


　いや……それは殺気などというような、生なま易やさしいものじゃなかった。それはまるで、悪あく魔まが放はなつ、鬼き気き……


　声は……出なかった。あまりの圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんに体すら動かなくなっていた。


　ただ馬車から、黒い影かげが飛び出したような気が、一瞬だけしたが……しかとは知ち覚かくできなかった。


　直後。


　ぐしゃりと嫌な音が響ひびいた。


　続いて、女の悲ひ鳴めい。男の怒ど声せい。


　なにが起こったのか、わからなかった。


　ただ、馬車の走りぬける轟ごう音おんが響いたあと……


　そこには信じられない光景が広がっていた。最初に目に飛び込んできたのは、赤。それがなんなのかを理解するのに、少し時間がかかった。続いてその赤色が液体だということがわかり……そして最後には、見てしまった。


　地面に、馬車に轢ひかれて、血まみれになった、ペールが横たわっているのを……





　それから数日の時があっという間に過ぎていった。ペールを轢いた馬車の持もち主ぬしは、ついにわからなかった。いや、もしわかったとしても、貴族の誰かだろうから、どうにかできるわけでもないのだろうが……そんな話が、耳に入ってきたが、でも、そんなことはどうでもよかった。


　ただ、なにかが胸の中から抜ぬけ落ちてしまったような、不思議な感覚に、フェリスは戸惑っていた。それは、はじめての経けい験けんだった。胸が痛いような、苦しいような、奇き妙みような感覚。


　ペールの葬そう儀ぎは、本当にささやかなものだった。ペールの両親と、隣近所の住人、それにフェリスだけというこぢんまりとしたもの。


　葬儀というものに参加したのも、はじめてだった。まわりのみなが涙なみだを流していて、再びフェリスは混乱した。


　いや、涙を流すという行こう為い自体が、理解できなかった。なぜ彼らは、目から液体を流すのだろう？　そんなふうに思った。


　ただ、いつもの感情を映さない瞳で、淡々と続く葬儀を見つめて……


　最後に、ペールの両親から、


「これを……ペールが、あんたにあげようと一いつ生しよう懸けん命めい作ってたものなんです。その、もう日にちがたっちゃったから、だめになっちゃってるとは思うんですが……でもどうか、受け取ってやってください」


　そう頭を下げられ、小包を受け取った。


　それで、葬儀は終わった。





　翌よく日じつ。


　いつもの岩の上に、フェリスは一人で座っていた。


　変な感じだった。ここのところ、ここにくると必ずペールがいて、彼が喋しやべりかけてきて、遊びに連れまわされて……


　それを思い出すと、なぜか突然、胸の奥が妙な感じになる。


「なんだこれは」


　口に出してみても、答えはなかった。


　彼女は頭に浮うかんだペールの顔や、声を振り払うと、膝ひざに置いた小包に目を向けた。ペールが、彼女のために作っただんごだという。そういえば、はじめて作るだんごを私に食べさせたいとか言っていたな……


　そのときのペールの顔を、また思いだす。


「…………」


　また、気分が悪くなってきた。彼女は再び頭を振って……包みに目を戻した。


　包みを開けると、中にはあまり形が綺麗だとはいえない串だんごと、手紙が一通、入っていた。


　フェリスは手紙を取り出して、開く。


　するとそこには、ヘタクソな字で、こんなことが書かれていた。





　フェリスへ。





これは僕がはじめて作るだんごです。まだうまく作れてないかもしれないけど、これからどんどんうまくなるつもりだから、楽しみにしててね。そのたびに、フェリスには味見役になってもらうんだから。だからこれからは、誕たん生じよう日びにも、お祭まつりにも、なにかあるたび、そのたびに僕がこうやってフェリスを祝いわっちゃうから、覚かく悟ごしとくように。これからどんなにフェリスに辛いことがあっても、どんなに家族にひどい目にあわされても、フェリスが寂しくないように。一人で、我が慢まんしたりしないように。これからはずっと、僕がそばにいるから。このだんごが、その誓ちかいの証あかし。って、だんごが誓いって、あんまりかっこよくないような気もするけど……でも、これからもずっとずっと一緒だから！


　よろしくね！





　　フェリスのはじめての友達・ペールより





　読み終わって……フェリスは顔をあげた。


　そして、


「…………はじめての……友達……」


　小さく呟く。


「私は……友達を失ったのか……？」


　隣を見た。いつもいた、少年の姿がなかった。声が聞こえなかった。


　誰も、フェリスと呼んでくれなかった。


　急に、消えてしまったのだ。信じられなかった。ついこのあいだまですぐそばにいたのに……


　突然、いなくなって……


　と──膝にあっただんごに、ぽたぽたと、数すう滴てき、しずくが落ちた。


「なんだ……？」


　それを見て、フェリスは首をかしげた。雨かと思ったが、降ふっていない。じゃあ、いったい……とそこで、そのしずくが自分の瞳から流れていることに気付いて……


「…………涙？」


　それから、目を細めた。だが、涙を止めることができなかった。なぜか、胸がひどく痛かった。喉のどが、ぎゅっと締しめつけられて……


　ひどく、苦しくて、それを無視するように、彼女はだんごを一串とりあげた。そのまま一口かじって、


「……しょっぱいじゃないか、ペール……」


　小さく呟いた。呟きながら、もう二度とペールの作っただんごは食べられない……そう思うと……





　彼女は生まれてはじめて、寂しいと感じた……

















「と、そういうわけだ」


　フェリス・エリスが言ってきた。金色の長髪に異常に整った容姿。ちょうどお年頃、十八、九歳といった感じの彼女が街を歩けば、十人中十人の男が振り返るだろうことは間違いなしだが……


「って、だからなにが!?」


　ライナ・リュートは怒ど鳴なりつけた。いまいち寝グセがついた黒髪に、眠そうに緩ゆるんだ黒い瞳。万年やる気というものが感じられない、猫ねこ背ぜ気ぎ味みの長身瘦そう軀くにはいま、なぜかいつもと違い、力が張り巡めぐらされている。


　それもこれも、この切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようのせいなのだが……


　彼らがいまいる場所は、とある遺い跡せきだった。勇ゆう者しやの遺物を探さがしに遺跡に入ったはいいが、石の天てん井じようが徐じよ々じよに落ちてくるというベタなトラップに引っかかって、現在命の危き険けんにさらされている。


　そんなわけで、ライナは必死にその天井を支ささえ、そしてフェリスは、なぜかその前で悠ゆう然ぜんと地面に座りこみ、だんごなんぞを食べていたりして、


「って、だからなんでおまえは、こんな状況でだんごなんか食ってんだよ!!」


　すると、フェリスはまだわからないのかと言わんばかりの馬鹿にした表情で、


「だから、いま説明しただろう？　今日は、パールの命めい日にちなのだ。だからだんごであいつの供く養ようを……」


　と、言いかけたところで、


「パールって誰だよ！」


　ライナは思わず突っ込んだ。


「さっき死んだ幼おさななじみは、ペールだろうが!?　って、結局いままでの話は全部噓うそか？　噓なのか!?」


「ん。そう怒鳴るな。では、ペール・パールという名前だったということでどうだ？」


「どうだじゃねえええええええええええ!?　こんの緊きん急きゆう事じ態たいにくそ長なげぇ話しやがって」


　しかし、フェリスはいつものごとくライナの言葉を無視して、


「ん。まあとにかく、今日はペールの命日なんだ。だから、今日だけは、だんごを食べなければならないんだ」


　その言葉に、ライナはしかし半はん眼がんで、


「ほう。じゃあ、今日だけはその命日でいいとしても、おまえ、毎日だんご食ってるような気がするのは気のせいか？」


　が、フェリスはあっさり、


「ん。昨日はポールの命日でな。明日はトールの……」


「やっかましいわ!!」


「ん？　疑うたがうのか？　なら、明日が命日のトールの話をしてやろう……あれは……」








「うわ!?」


　その驚きよう天てん動どう地ち超ちよう絶ぜつ爆ばく裂れつ美少女が倒れているのを見て、トールは思わず息を呑のん……








「だからやかましいって言ってんだろうが！　ったく、くだんねぇこと言ってないでさっさと手て伝つだえよ！」


「む。名作の腰を折おるとは……やはりおまえくらい純じゆん粋すいという言葉から真逆にいる、変へん態たい色しき情じよう狂きようには、私のような清らかな天使の言葉は通じないか」


「って、誰が変態色情狂だよ！」


「おまえだ」


「だから即答すんな！　ああもう、わかったから、とにかく、手伝ってくんない？　そろそろ死にそうなんだけど……」


「ん。そうだな」


　うなずいてから、フェリスはなぜか、だんごを空に掲げた。そして……目を細めて、


「まあ、こんな感じでやってる」


　呟いた。


　と──


「おい、そろそろまじで……やば……」


「ん。さて、では天井ごと斬るか」


「んなことができんなら最初っからやってくれよ」


「うむ、おまえがみじめに押し潰つぶされるところも見たかったがな」


「…………まじいつか殺す……」


　なんてことを言いあいながら、今日も彼らの一日は、こうして不ふ毛もうに暮れていくのだった……







（しょっぱいだんご：おわり）







　あとがき




　やってきました『とりあえず伝説の勇者の伝説[image: ]　全力のドロップアウト』


　いかがでしたでしょうか？


　いやぁ、毎度のことながら、ふざけたタイトルですね！（笑）


　全力でドロップアウトしようという、後ろ向きな勢いがすごい感じられます。


　しかし！　実は今巻に限かぎっては、全力でドロップアウトするような雰ふん囲い気きではなく、ちょっとシリアスタッチな珍めずらしい短編がいっぱい収おさめられています。


　中でもえくすとら・すてーじ　Ｉ、II、[image: ]は、その名の通り続きものな上に、まるで長編のようなノリです。というか、これだけを読んでもわかるように描かいているけど、長編をかなり補ほ完かんするような物語になってます。だから長編ファンは、お楽しみに！


　そして書き下ろしは、その、えくすとら・すてーじの、さらに続き！　ドラマガでは描かれなかったあのえくすとら・すてーじの、舞ぶ台たい裏うらが描かれています。彼はいったいどうなってしまったのか!?　彼のファンは、ぜひ、お楽しみに！





　そしてさらに、今回はなんと、あの幻まぼろしの短編、ドラゴンマガジン増刊号バトルロイヤルに、五年以上も前に載のった、フェリスの少女時代のストーリー『しょっぱいだんご』がついに！　ついに載っていますね!!


　いやぁ、長い道のりだった。担たん当とうさんが突とつ然ぜん、


「あれはさぁ、幻の短編としてずーっと後に出そうぜ！」


　とか言い出したせいで、ずっと収められなかったのですが、今回、ついに収しゆう録ろくされます。要望のお手紙やメールもけっこうきていただけに、嬉うれしいです。


　僕ぼくの記き憶おくでは当時、バトルロイヤルでのアンケートも、すこぶるよかった……という噂うわさを聞いていたのですが、みなさん、読んでみて、どういう感想を持たれたでしょうか？


　僕はですね、なんというか、もう、すごぉおおおおい昔に書いた作品だったんで、読み直してびっくりしました。自分で読むと、誰だれ!?　と突つっ込こみそうになるほど、文章や話の回し方が違ちがうんです。ちょっと新しん鮮せんで、楽しめました。みんなは、どうかなぁ。いやまあ、ここに収められてる他ほかの短編も、約二年前に書いたものなんだけどね。


　でもやっぱ、五年という歳さい月げつは……長いねぇ。なんか、芸能人、マル秘過去映像をみんなに見られるような気分で恥はずかしいのですが、みなさんが楽しんでくれたらいいなと思います。


　ちなみに書き下ろしの『うでだめし伝勇伝』は、ものすごく最近書いた作品です。だから、『うでだめし伝勇伝』と『しょっぱいだんご』を比くらべると、すごく違いがわかりやすいと思いますが、まあ、別に、恥ずかしいので比べなくていいです（笑）





　と、ひとしきり作品紹介をしたところで、さらにノルマの、宣せん伝でん活動へいこうかな。


　なんと現在、伝勇伝のラジオドラマの完全版ＣＤの予約受付中なのでーす。


　このＣＤは予約しないと買えないので、ぜひぜひ、よろしくお願いします！


　え～、購こう入にゆう方法は、僕もいまいちきちんとはわかっていないので、富士見の超ちよう敏びん腕わん凄すご腕うで担当Ｍさんが、わかりやす～く説明してくれると思います（笑）


　では、購入方法は、こちら↓！








　では伝勇伝ドラマＣＤについて説明させていただきます。収録されているのは、昨年ラジオ大阪「富士見ティーンエイジファンクラブ」内で放送された３本の中から第一話と第二話の完全版（放送されたものより長いものです）と未放送の１本です。


　このＣＤにはFUJIMIヴァージョンと一般流通ヴァージョンの二種類があります。収録内容は同じですが、オマケＣＤ（声優さんのフリートーク）の内容が違います。FU-JIMI版はうえだゆうじ、久ひさ川かわ綾あや、平ひら川かわ大だい輔すけ、飯いい田だ利とし信のぶ、山やま口ぐち隆たか之ゆきが参加、一般流通版はかないみか、柚ゆず木き涼りよう香か、皆みな川がわ純じゆん子こ、森もり川かわ智とも之ゆき、阪さか口ぐち大だい助すけが参加しています（敬称略）。ジャケットはFUJIMI版がライナ、一般流通版がシオンになります。


　購入方法ですが、FUJIMI版がFUJIMIモバイルショップとキャラアニ・ウェブサイトとドラゴンマガジンの誌上通販で、一般流通版はアニメイト店頭で購入いただけます。詳しくは１月30日発売の月刊ドラゴンマガジンに掲載されますので、そちらをご覧ください。なお予約期間は２月28日までとなっております。FUJIMI版は予約しないと手に入らないのでご注意ください。


（注：これは２００７年１月の情報です）








　みなさん、ドラマＣＤのほうも、よろしくお願いしますねー！


　と、よし、これでノルマは終わった……


　さて、じゃあ、近きん況きよういきます。


　ちなみにこのあとがきは、実は十二月の頭くらいに書いているのですが、現在、僕は超風か邪ぜをひいてます。ここのところずっと体調管理がうまくいっていて、一年以上ぶりにひいた風邪なのですが、これがまた一年分のパワーを貯ためていたのか、すごく酷ひどい！　辛つらい！　もう、近況といえば、僕は風邪をひいていて、原げん稿こうの締しめ切りが相当ヤバイ……ということくらいしかありません（涙）


　まいったねこりゃ！　はっはっは～（笑ってる場合じゃないって）


　そして僕が風邪ひいたりして弱ると、担当のＭさんは奥の手を出してきます。そうです。みなさんからのファンレターを僕に送りつけてくるのです。僕がみんなからのお手紙を読むとすごい元気になってしまうことを知っているのです。僕の弱点は、バレバレなのです。


　でもね、やっぱり本当に、励はげまされてます。もう、毎度毎度毎度毎度のことで申もうし訳わけないのですが、懲こりずにまた言います。


　みんな、いつも本当にありがとね。


　きっと、一月にはまた、みんな年ねん賀が状じようをくれてると思うんだけど、それも、本当にありがとう！　いや、いまは十二月なので、年賀状は見れてないけれど！


　でも、ありがとう。手紙を送ってくれる人だけじゃなくて、応おう援えんしてくれる人、読んでくれる人、みんなに支えられて、僕は作品を書いていけてます。


　本当にありがとうございます。


　そしてこれからも……なにより、今年一年また、よろしくお願いします!!


　と、いつもどおりの挨あい拶さつでした。


　よし、新年一発目っぽい挨拶ができた！　まあ、まだこっちの日付はクリスマスよりもだいぶ前だけどね！（笑）


　さて、じゃあそろそろ、今回はおひらきにしようかな。実は今回はすごくあとがきのページ数が少ないらしいのです。本当なら、キャラクター人気投票の最終結果発表をしなきゃいけないんだろうけど、ほら、キャラクター人気投票の募ぼ集しゆう締め切りって、十二月二十五日だったでしょう？　でも、このあとがき、クリスマスよりもだいぶ前に書いてるわけじゃない？　だからまだ、結果が出ていないのです！


　だから、あれです。次、出る伝勇伝のなにかのあとがきで、最終結果発表やります！　それまでみんな、楽しみに待っててね！


　そしてその次は、たぶんすぐです。というのも今年はどうも、伝勇伝はめちゃくちゃいっぱい出るような予定が組まれていたような気がするからです。いままでで、最高冊さつ数すうが出るんじゃないかという噂で、今日とよた瑣さ織おりさんから電話がかかってきて、二人で、


『体がもたねーよ！』


　と、声を揃そろえて叫さけんだのですが、敏腕担当Ｍさんの恐きよう怖ふ政治は絶対なので、出ると言ったら、出るような気がします。そのときは、みんなついてきてねー！


　僕が忙いそがしさに即死しないよう、励ましのお便り、お願いします！


　いや、実は最近、僕の公式ホームページのほうにファンメールをすごい大量に送ってもらえるようになったかわりに、少しだけファンレターが減へってしまい、寂さびしいのです。


　ほら、メールってベッドじゃ読めないけど、ファンレターって、風邪のときも、ベッドで読み返せるからね～。もしよかったら、ベッドでも読み返せるファンレターのほうも、よろしくお願いします。と、本気でファンレターで風邪を治そうとしている鏡かがみ貴たか也やでした。


　では、次にお会いできるのは、また、すぐだと思うので、みなさんまた近いうちに～。
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